
本書ではお車の各装置や装備の正しい取り扱いかたと、快適
ドライブ情報やお手入れのしかた、万一のときの応急処置な
どを記載しています。
◎お車を安全・快適にお使いいただくため、ご使用前に必ず
お読みください。

◎「警告」「注意」は安全のために特に重要です。
　よく読んでお守りください。
■本書の中で使用しているマークと意味は次のようになっています。

安全のために守っていただきたいこと。

警告 守らないと生命の危険又は重大な傷害につながるおそれ
があります。

注意 守らないと傷害又は事故につながるおそれがあります。

お車のために守っていただきたいこと。

アドバイス 守らないと車両破損につながるおそれや正規性能を確保
できないことがあります。

お車を使ううえで知っておいていただきたいこと。

知識 知っておくとお車やいろいろな装備を上手に使うことが
でき便利です。

■グレードにより異なる装備又はオプションのため、すべての車に付いて
いない装備は★マークで表示しています。
■コントロールパネルのスイッチは ＊＊ スイッチ、操作画面に表示され
るメニューや項目は ＊＊ と表示しています。
■参照して読んで頂きたいページなどを、 マークで表示しています。
■画面の表示が、車両の仕様により異なる場合があります。
■日産販売会社で取り付けられた装備（ディーラーオプション）については、
その装備に付属の取扱説明書をお読みください。
■点検・整備、保証については別冊のメンテナンスノートをお読みください。
■ナビゲーションシステム付車は別冊の取扱説明書も合わせてお読みくだ
さい。
■その他、ご不明な点はカーライフアドバイザー（営業部員）にお申しつ
けください。

・交通ルールやマナーを守って運転しましょう。
・自然環境保護に配慮してください。
・本書と別冊のメンテナンスノートはお車の中に保管してください。
・お車をゆずられるときは次に所有される方のために、本書をお車に付けておいてく
ださい。
・車両の仕様変更により、本書の内容が実車と一致しない場合がありますのであらか
じめご了承ください。

本書の見かた
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検索のしかた
お客さまが知りたい内容・項目を簡単に検索できるように、
色々な検索方法を用意しています。

取り付け位置から探す
イラスト目次 …………………

名称・タイトルから探す
五十音さくいん …………
アルファベットさくいん…

警告灯・警告表示から探す
警告灯・警告表示
さくいん …………………



目次
イラスト目次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

．必ずお読みください
お出かけまえには ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
お子さまを乗せるときは ・・・・・・・・・・・・・・
走行するときは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
駐・停車するときは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

オートマチック車を運転するときは ・・・・
こんなことにも注意 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
こんなときは異常ではありません ・・・・・・
イベントデータレコーダ ・・・・・・・・・・・・・・

．走行する前に
インテリジェントキー ・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントキー機能について ・・
キーについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
各部の開閉のしかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドアについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
前席ドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
スライドドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
バックドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
キー封じ込み防止機能 ・・・・・・・・・・・・・・
エンジンフード ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パワーウインドー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
燃料補給口 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ツインサンルーフ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ハンドル・シート・ミラーの
調節のしかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
正しい運転姿勢 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ハンドル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
シートヒーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パーソナルドライビングポジション
メモリーシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドアミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ルームミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サイドアンダーミラー ・・・・・・・・・・・・・・
シートベルトの着用のしかた ・・・・・・・・・・
シートベルトの正しい着用 ・・・・・・・・・・
シートベルトの着用のしかた ・・・・・・・・
前席ロードリミッター付
プリテンショナーシートベルト ・・・・・・
チャイルドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
チャイルドシートについて ・・・・・・・・・・
チャイルドシート適合表 ・・・・・・・・・・・・

対応チャイルドシート
固定専用アンカーについて ・・・・・・・・
エアバッグ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
エアバッグの作動 ・・・・・・・・・・・・
エアバッグが

作動するとき・しないとき ・・・・・・・・

．走行するとき
メーター・表示灯・警告灯の見かた ・・
メーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントキー機能の
警報について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
警報装置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
スイッチの使いかた ・・・・・・・・・・・・・・・・
ライトスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
方向指示器スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・
非常点滅表示灯スイッチ ・・・・・・・・・・
ワイパー・ウオッシャースイッチ ・・
リヤウインドーデフォッガー
スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ホーンスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
運転のしかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
エンジンスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・

パーキングブレーキ ・・・・・・・・・・・・・・
セレクトレバーの使いかた ・・・・・・・・
オートマチック車の運転のしかた ・・

（ 輪駆動）車の扱いかた ・・・・
× ・・・・・・・・・・・・・・・・

（ビークルダイナミクス
コントロール）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントクルーズ
コントロール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

モード・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ブレーキアシスト
（プレビュー機能付）・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントブレーキ
アシスト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
踏み間違い衝突防止アシスト
（駐車枠検知機能付）・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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目次
．室内装備の使いかた
エアコンの使いかた ・・・・・・・・・・・・・・・・
エアコンについて ・・・・・・・・・・・・・・・・
吹き出し口について ・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントエアコン
システムについて ・・・・・・・・・・・・・・・・
オゾンセーフフルオートエアコン
（前席用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オゾンセーフフルオートエアコン
（後席用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オーディオの使いかた ・・・・・・・・・・・・・・
オーディオを上手に使うために ・・・・
室内装備品の使いかた ・・・・・・・・・・・・・・
サンバイザー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
室内照明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ラゲッジルームランプ ・・・・・・・・・・・・
コミュニケーションミラー ・・・・・・・・
カップホルダー／ボトルホルダー ・・

グローブボックス ・・・・・・・・・・・・・・・・
インストロアボックス ・・・・・・・・・・・・
リッド付ポケット ・・・・・・・・・・・・・・・・
運転席アンダーポケット ・・・・・・・・・・
フロントセンターコンソール ・・・・・・
カップホルダー付シートサイド
テーブル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電源ソケット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電源コンセント
（ ・ ）・・・・・・・・・・・・・・
ロールサンシェード ・・・・・・・・・・・・・・
シートバックフック ・・・・・・・・・・・・・・
アシストグリップ ・・・・・・・・・・・・・・・・
ラゲッジアンダーボックス ・・・・・・・・
ラゲッジフック ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
フロアカーペット ・・・・・・・・・・・・・・・・

．車との上手なつきあいかた
快適ドライブのために ・・・・・・・・・・・・・・
雨の日の快適ドライブ ・・・・・・・・・・・・
夏の快適ドライブ ・・・・・・・・・・・・・・・・
寒冷時の取り扱い ・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤチェーンについて ・・・・・・・・・・
お手入れのしかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
外装のお手入れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

内装のお手入れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ウオッシャー液の補給 ・・・・・・・・・・・・
ワイパーの交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤの交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤ空気圧警報システム
（空気圧充填完了ガイド機能付）・・・・

．万一のとき
発炎筒の使いかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
路上で故障したときは ・・・・・・・・・・・・・・
けん引するときは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
他車にけん引してもらうとき ・・・・・・
後ろ側のフックについて ・・・・・・・・・・
オーバーヒートしたときは ・・・・・・・・・・
バッテリーがあがったときは ・・・・・・・・
ヒューズを点検・交換するときは ・・・・
電球（バルブ）を交換するときは ・・・・

工具・タイヤパンク
応急修理キットについて ・・・・・・・・・・・・
格納場所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ジャッキアップのしかた
（ディーラーオプション）・・・・・・・・・・
パンクしたときは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤ応急修理のしかた ・・・・・・・・・・
事故がおきたときは ・・・・・・・・・・・・・・・・

サービスデータ
サービスデータ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

さくいん
五十音さくいん ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アルファベットさくいん ・・・・・・・・・・・・
警告灯・警告表示さくいん ・・・・・・・・・・



イラスト目次（外観）

※別冊：ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
※車両により異なる装備、オプション装備なども含んでいます。

①エンジンフード………………………
②フロントワイパー…………………
③ツインサンルーフ……………………
④ドアミラー……………………………
⑤方向指示器兼非常点滅表示灯
　……………………………… 、
⑥アラウンドビューモニターカメラ
　（アラウンドビューモニター付車）
　……………………………… 、別冊
⑦方向指示器兼非常点滅表示灯
　……………………………… 、

⑧フォグランプ……………… 、
⑨ヘッドランプ……………… 、
⑩車幅灯……………………… 、
⑪タイヤ……………………… 、
⑫前席ドア………………………………
⑬サイドアンダーミラー………………
　アラウンドビューモニターカメラ
　（アラウンドビューモニター付車）
　……………………………… 、別冊
⑭チャイルドセーフティドアロック…
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イラスト目次（外観）

※別冊：ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
※車両により異なる装備、オプション装備なども含んでいます。

①尾灯………………………… 、
②リヤワイパー………………………
③ハイマウントストップランプ……
④リヤウインドーデフォッガー……
⑤燃料補給口……………………………
⑥制動灯………………………………
⑦方向指示器兼非常点滅表示灯
　……………………………… 、

⑧後退灯………………………………
⑨アラウンドビューモニターカメラ
　（アラウンドビューモニター付車）
　……………………………… 、別冊
⑩番号灯……………………… 、
⑪電磁式バックドアオープナースイッチ
　…………………………………………



イラスト目次（室内）

※別冊：ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
※車両により異なる装備、オプション装備なども含んでいます。

①ルームミラー…………………………
②サンバイザー………………………
③コミュニケーションミラー………
④マップランプ………………………
⑤サンルーフスイッチ（前席スイッチ）
　…………………………………………
⑥ロックノブ……………………………
⑦パワーウインドースイッチ…………
　ドアロックスイッチ………… 、
　ドアミラースイッチ…………………
⑧ カーテンエアバッグシステム
　………………………………………
⑨後席ディスプレイ………………… 別冊
⑩サンルーフスイッチ（後席スイッチ）
　…………………………………………
⑪エアコンスイッチ（後席用）……
⑫パーソナルランプ…………………

⑬ロールサンシェード………………
⑭サードシート用カップホルダー…
⑮シートベルト
　…………………………………………
⑯助手席オットマン……………………
⑰フロントセンターコンソール……
⑱フロントシート………………………
⑲シートバックフック………………
⑳セカンドシートオットマン…………
㉑セカンドシート………………………
㉒カップホルダー付シートサイド
　テーブル……………………………
㉓アームレスト（セカンドシート）
　………………………………………
㉔アームレスト（サードシート）……
㉕サードシート…………………………
㉖シートバックフック………………
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イラスト目次（運転席まわり）

※別冊：ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
※車両により異なる装備、オプション装備なども含んでいます。

①助手席 エアバッグシステム
　………………………………………
②エアコン……………………………
③モニター
　（ナビゲーションシステム付車）… 別冊
④リヤウインドーデフォッガースイッチ
　………………………………………
⑤セレクトレバー……………………
⑥非常点滅表示灯スイッチ…………
⑦エンジンスイッチ…………………
⑧電源コンセントメインスイッチ…
⑨メーター……………………………
⑩発炎筒………………………………
⑪グローブボックス…………………
⑫インストロアボックス……………
　オーディオ
　（ナビゲーションシステム付車）… 別冊

⑬シートヒータースイッチ（助手席）
　…………………………………………
⑭リッド付ポケット…………………
　ディスク挿入口
　（ナビゲーションシステム付車）… 別冊
⑮電源ソケット………………………
⑯カップホルダー（インスト部）…
⑰カップホルダー　
　（フロントセンターコンソール前端）
　………………………………………
⑱シートヒータースイッチ（運転席）
　…………………………………………
⑲パーキングブレーキ………………
⑳ハンドル位置調節レバー……………



イラスト目次（ハンドルまわり）

※別冊：ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
※車両により異なる装備、オプション装備なども含んでいます。

①ワイパー・ウオッシャースイッチ
②イルミネーションコントロール
　スイッチ……………………………
③ライトスイッチ……………………
　フォグランプスイッチ……………
　方向指示器スイッチ………………
④ スイッチ ………………
⑤決定スイッチ 選択スイッチ●

　………………………………………
⑥トリップ切り替えスイッチ………
⑦助手席側オートスライドドアスイッチ
　…………………………………………
⑧運転席側オートスライドドアスイッチ
　…………………………………………
⑨ステアリングスイッチ（オーディオ、
　ナビゲーションシステム）……… 別冊

⑩運転席 エアバッグシステム
　………………………………………
⑪ステアリングスイッチ……………
⑫ モードスイッチ ……………
⑬踏み間違い衝突防止アシスト
　スイッチ……………………………
⑭オートバックドア運転席スイッチ…
⑮駆動モード切り替えスイッチ……
⑯オートドアメインスイッチ
　ワンタッチオートスライドドア……
　リモコンオートバックドア…………
⑰エンジンフードオープナー…………
⑱フューエルフィラーリッドオープナー
　…………………………………………
⑲ヒューズボックス…………………
　運転席アンダーポケット…………
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●お出かけまえには……………………………………
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必ずお読みください
お車を安全にお使いいただくため、必ず守っていただき
たい「警告」「注意」をまとめて記載しています。
ご使用前には各章と合わせて必ずお読みください。



お出かけまえには

重要です。しっかりお読みください。

日常点検は必ず実施
●車を安全にお使いいただくため、日常点検は
必ず実施してください。
車の状態に応じて、適切な時期に実施するこ
とが法律で義務づけられています。
メンテナンスノートをお読みください。

●いつもと違うことに気がついたら日産販売
会社で点検を受けてください。
（音、振動、臭い、水・油漏れなど）

タイヤの空気圧を点検する
●タイヤの空気圧が不足したまま走行すると、
バースト（破裂）するなど思わぬ事故につな
がるおそれがあります。日常点検でタイヤの
空気圧を点検してください。
タイヤ空気圧の点検…

バッテリーの液量を点検する
●バッテリーの液量が下限（ ）
以下になったまま使用、又は充電すると、バッ
テリーが爆発するおそれがあります。日常点
検でバッテリーの液量を点検してください。
メンテナンスノートをお読みください。

車にあった燃料を補給
●指定以外の燃料は補給しないでください。
●軽油や有鉛ガソリン、粗悪な燃料を使用する
と車に悪影響を与えます。
エンジン型式 指定燃料

無鉛レギュラーガソリン
無鉛プレミアム
（無鉛ハイオク）ガソリン

● エンジン搭載車は、無鉛プレミア
ムガソリンが入手できない場合、無鉛レギュ
ラーガソリンも使用できますが、エンジン出
力低下などの現象が発生します。

車庫や屋内ではエンジンをかけたままにしない
●車庫や屋内など換気が悪い所では、排気ガス
が充満しやすいため、エンジンをかけたまま
にしないでください。排気ガスには無色無臭
で有害な一酸化炭素が含まれているため、吸
い込むと一酸化炭素中毒になるおそれがあり
ます。
●排気管に穴や亀裂がある場合や排気音に異
常があるときは、日産販売会社で点検を受け
てください。排気ガスが車内に侵入するおそ
れがあり危険です。
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重要です。しっかりお読みください。

正しい運転姿勢に調節
●走行前にシート、ハンドル、ヘッドレストの
位置を正しい運転姿勢がとれるように調節
し、ドアミラー、ルームミラーなどを後方視
界が十分確認できる位置に調節してくださ
い。
正しい運転姿勢…

シートベルトは正しく着用
●走行する前に必ず全員がシートベルトを着
用してください。
●シートベルトは正しく着用しないと、ベルト
の効果が十分発揮できなかったり、ベルトに
よりケガをするおそれがあります。正しい着
座姿勢で正しく着用してください。

運転席足元には物を置かない
●足元のまわりにあき缶などの物を置かない
でください。
●ブレーキペダルやアクセルペダルに物が挟
まると、ペダルの操作ができなくなり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

シートベルトの正しい着用…

車に合わないフロアカーペットは使わない
●この車（年式）専用のフロアカーペットを、
床の上にしっかりと固定して正しく使用して
ください。フロアカーペットがずれて各ペダ
ルと干渉し、思わぬスピードが出たりブレー
キが効きづらくなるなど、重大な傷害につな
がるおそれがあります。

フロアカーペット…



お出かけまえには

重要です。しっかりお読みください。

インストルメントパネルの上に物を置かない
●アクセサリーや芳香剤などを置かないでく
ださい。 エアバッグが作動したときの
衝撃で飛び、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
●走行中に移動しやすい物や、視界を妨げるよ
うな大きい物は置かないでください。安全運
転の妨げになり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

荷物を積みすぎない
●助手席や後席に荷物を重ねて積まないでく
ださい。急ブレーキなどのとき荷物が落ちて
きて、思わぬ事故につながるおそれがありま
す。
●ラゲッジルーム（荷室）に荷物を置くときは、
背もたれの高さを越えないようにしてくださ
い。

燃料が入った容器やスプレー缶などを積まない
●ガソリンや可燃性ガスの入ったスプレー缶
などは積まないでください。引火や爆発する
おそれがあり危険です。

アクセサリーの取り付けに注意
●ウインドーにアクセサリーを取り付けると、
視界の妨げになったり、吸盤がレンズの働き
をして火災を起こしたり、 エアバッグ
が作動したときアクセサリーが飛んでケガを
するなど、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
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重要です。しっかりお読みください。

お子さまは後席に
●助手席に乗せるのは避けてください。お子さ
まの動作が気になったり、スイッチ、レバー
類のいたずらなど安全運転の妨げになるおそ
れがあります。
また、助手席 エアバッグの格納部に近
づいていると、万一の事故などで エア
バッグが作動したときに強い衝撃を受け、重
大な傷害につながるおそれがあります。

チャイルドシートは後席に
●チャイルドシートは後席に取り付け、走行す
る前に確実に固定されていることを確認して
ください。
固定方法及び取り扱いかたは、チャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくださ
い。
詳しくは、 の「チャイルドシート」も合
わせてお読みください。

●助手席には、チャイルドシートを後ろ向きに
取り付けることはできません。 エアバッ
グが作動したときに強い衝撃を受け、生命に
かかわる重大な傷害につながるおそれがあり
ます。やむを得ず助手席に取り付けるときは、
シートをできるだけ後ろに下げ、必ず前向き
に取り付けてください。
●チャイルドシートは使用していないときで
もシートにしっかりと固定するか、荷室など
に収納してください。室内に放置したままに
すると、急ブレーキ時などに思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

お子さまにもシートベルトを着用
●お子さまにも必ずシートベルトを着用させ
てください。お子さまを抱いていると、衝突
時などに支えることができず重大な傷害を受
けるおそれがあります｡
シートベルトの着用のしかた…

●シートベルトが首や顔に当たったり、腰骨に
掛からないような小さなお子さまには、チャ
イルドシートをお使いください。
チャイルドシート…

チャイルドシート…



お子さまを乗せるときは

重要です。しっかりお読みください。

窓やサンルーフから手や顔を出さない
●お子さまが手や顔を出さないように注意し
てください。急ブレーキ時に窓枠などにぶつ
かったり、車外の障害物に当たったりして、
重大な傷害につながるおそれがあります。

ドア、ウインドーなどは大人が操作
●ドア、ウインドー、サンルーフなどの開閉は、
お子さまには操作させないでください。開閉
時に手、首、足などを挟んだりして、重大な
傷害につながるおそれがあります。
●チャイルドセーフティドアロック（ ）
やパワーウインドーロックスイッチ
（ ）を使用し、お子さまが操作できな
いようにしてください。

車内にお子さまだけを残さない
●車から離れるときは、必ずお子さまを一緒に
降ろしてください。炎天下では車内が高温に
なり、生命にかかわるおそれがあり危険です。
●お子さまのいたずらで車の発進、火災など、
思わぬ事故につながるおそれがあります。
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重要です。しっかりお読みください。

長い下り坂ではエンジンブレーキを併用
●ブレーキペダルを踏み続けると、ブレーキが
過熱して効きが悪くなるおそれがあり危険で
す。坂の勾配に応じてエンジンブレーキを併
用してください。（エンジンブレーキとは走
行中アクセルペダルから足を離したときに発
生するブレーキ力です。）
● 車は坂の勾配に応じて最適なエンジン
ブレーキになるよう自動化してありますが、
坂の勾配に応じてマニュアルモードを低速ギ
ヤに入れます｡
下り坂の走行…

走行中はエンジンを止めない
●エンジンが止まると、極度にハンドル操作力
が重くなったり、ブレーキの効きが悪くなり、
思わぬ事故につながるおそれがあります。
●エンジンをかけないで坂道を利用した移動
は、極度にブレーキの効きが悪かったり、ハ
ンドル操作力が重くなり、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

車のためにならし運転を
●エンジン本体、駆動系などこの車両の持って
いる性能を十分に引き出すためには、ならし
運転が必要です。
走行距離約 までは適度な車速、エ
ンジン回転数で運転してください。

走行中は電話をしない
●運転しながらのハンズフリー以外の自動車
電話や携帯電話などの使用はやめてくださ
い。周囲への注意力が低下し、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。



走行するときは

重要です。しっかりお読みください。

雨天時の走行は速度を落とす
●路面がぬれると滑りやすくなります。
通常より注意して安全運転に心がけてくださ
い。
●わだちなどにできた水たまりに高速で進入
すると、タイヤが水に乗った状態（ハイドロ
プレーニング現象）になり、ハンドルやブレー
キが効かなくなり危険です。スピードを落と
して走行してください。特に摩耗したタイヤ
は、ハイドロプレーニング現象が起こりやす
いので注意してください。
●冠水路など深い水たまりは走行しないでく
ださい。エンジン破損や車両故障につながる
おそれがあります。

水たまり走行後はブレーキの効きを確認
●水たまり走行後や洗車後は、ブレーキの効き
が悪くなることがあります。ブレーキペダル
を軽く踏んで効きを確認してください。
●効きが悪いときは、周囲の安全に十分注意し
ながら低速で走行し、効きが回復するまでブ
レーキペダルを繰り返し軽く踏んでくださ
い。

滑りやすい路面を走行するときは慎重に
●ぬれた路面や凍結路、積雪路などではスピー
ドを落としてください。
●急加速、急ブレーキ、急ハンドル、急激なエ
ンジンブレーキは避けてください。
タイヤがスリップしやすく、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

タイヤを傷つける運転をしない
●道路の縁石などにタイヤの側面を接触させ
たり、道路上の凹みや突起物の乗り越しなど
は避けてください。タイヤを傷つけるおそれ
があります。
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重要です。しっかりお読みください。

横風が強いときは
●横風を受け、車が横に流されるようなとき
は、ハンドルをしっかり握ってスピードを
徐々に落としてください。
●トンネルの出口、橋の上、切り通しなどは特
に横風が発生しやすいので注意してくださ
い。

走行中に異常があったら
●警告灯（ 、 ）が点灯したら、
ただちに安全な場所に停車し、適切な処置を
してください。
そのまま走行すると思わぬ事故につながるお
それがあります。
●走行中にタイヤがパンクやバースト（破裂）
したときは、あわてずにハンドルをしっかり
握ってスピードを徐々に落とし、安全な場所
に停車してください。急ブレーキや急ハンド
ルを行うと、車両がコントロールできなくな
り危険です。
●床下に強い衝撃を受けたときは、ただちに安
全な場所に停車し、ブレーキ液や燃料の漏れ、
マフラーなど車体下部の各部に損傷がないか
確認してください。漏れや損傷がある場合は、
日産販売会社に連絡してください。ブレーキペダルに足をのせたままにしない

●ブレーキペダルに足をのせたまま走行しな
いでください。ブレーキの部品が早く摩耗し
たり、ブレーキが過熱し効きが悪くなるおそ
れがあります。



走行するときは

重要です。しっかりお読みください。

車を後退させるときは周囲に注意
●バックミラーやアラウンドビューモニター
では確認できない視界があります。車から降
りて後方の人や障害物を確認してください。

車を発進させるときは周囲に注意
●この車は構造上通常の乗用車に比べ、車両の
前方及び左斜前方が確認しにくいので発進時
などは周囲に十分注意をはらってください。
サイドアンダーミラー…
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重要です。しっかりお読みください。

燃えやすい物の上や近くに駐・停車しない
●枯れ草、紙、木材、油など燃えやすい物の上
や近くには駐・停車しないでください。排気
管や排気ガスは高温になるため着火するおそ
れがあり危険です。

仮眠や長時間駐車するときは必ずエンジンを止める
●無意識にセレクトレバーを動かしたり、アク
セルペダルを踏み込んだりして思わぬ事故や
エンジン過熱による火災などにつながるおそ
れがあり危険です。
●以下の状況ではエンジンをかけたままにし
ないでください。一酸化炭素中毒になるおそ
れがあります。
雪が積もった場所や降雪時
壁などに囲まれた換気の悪い場所
他車の排気口が近くにあるとき

車から離れるときは必ずエンジンを止め施錠する
●無人で車が動き出したり、盗難など思わぬ事
故につながるおそれがあります。車から離れ
るときは、必ずパーキングブレーキをかけ、
エンジンを止めてから施錠してください。
●お子さまや介護が必要な方を車内に残した
ままにしたり、貴重品を置いたままにしない
でください。
●坂道駐車はパーキングブレーキを確実にか
け、セレクトレバーをPに入れてください｡
更にタイヤに輪止めをすると効果がありま
す。

ハンドルをいっぱいに切った状態を長く続けない
●車庫入れなどで、エンジンをかけたままハン
ドルをいっぱいに切った状態を長く続ける
と、ハンドル操作力が重くなることがありま
すが異常ではありません。
詳しくは、電動ポンプ式油圧パワーステアリ
ング警告灯… をお読みください。



オートマチック車を運転するときは

重要です。しっかりお読みください。

クリープ現象に注意
●エンジンがかかっているとき、セレクトレ
バーをP、N以外に入れると、アクセルペ
ダルを踏まなくても車が動き出します。（こ
れをクリープ現象といいます。）
●停車中はブレーキペダルをしっかりと踏ん
でください。特にエンジン始動直後やエアコ
ン作動時など、エンジン回転数が上がってい
るときは、動く力が強くなりますので、しっ
かりと踏んでください。

ペダルの位置を確認
●ペダルの踏み間違いは思わぬ事故につなが
ります。エンジンをかける前に必ずペダルの
位置を確認してください。
●アクセルペダルとブレーキペダルは右足で
操作してください。

オートマチック車はその特性や操作上の注意をよく理解することが大切です。
詳しくは、 の「オートマチック車の運転のしかた」も合わせてお読みください。

キックダウンは適切に
●セレクトレバーがDで走行中にアクセルペ
ダルをいっぱいに踏み込むと、エンジン回転
数が上がって、自動的に低速ギヤに切り替わ
り急加速します。（これをキックダウンとい
います。）
●滑りやすい路面や急カーブではキックダウ
ン操作を避けてください。キックダウンする
と、タイヤがスリップして思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

セレクトレバーの操作は正しく確実に
●発進時はブレーキペダルを踏んでセレクト
レバーを操作してください。アクセルペダル
を踏んだ状態で操作すると、急発進して危険
です。
●後退したあとは、すぐセレクトレバーをR
からNに戻す習慣をつけてください。
セレクトレバーの使いかた…
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重要です。しっかりお読みください。

セレクトレバー位置は目で確認
●エンジンをかけるときはP、前進するとき
はD、後退するときはRにあることを目で
確認してください。
●電源ポジションが のとき、セレクトレ
バーをRに入れると、後退位置を知らせる
ブザーが車内で鳴ります。（車外の人に注意
するものではありません。）

走行中はNにしない
●走行中にセレクトレバーをNにすると、エ
ンジンブレーキが全く効かなくなり、思わぬ
事故につながるおそれがあります。また、ト
ランスアクスルが故障する原因となります。

無用な空吹かしはしない
●万一、セレクトレバーがP、N以外に入っ
ていると、急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

駐車するときはPにする
●エンジンがかかったまま、セレクトレバーが
P、N以外に入っていると、クリープ現象
で車が動き出したり、誤ってアクセルペダル
を踏み込むと急発進したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

シフトロックシステム
よく理解して正しく操作してください。
●電源ポジションが のときは、ロック装置
が作動し、ブレーキペダルを踏んでいないと、
Pからセレクトレバーを動かすことができ
ません。
●セレクトレバーをPに入れないと、電源ポ
ジションが になりません｡
●セレクトレバーのボタンを押したままブ
レーキペダルを踏むと、セレクトレバーを動
かせないことがあります。
ブレーキペダルを踏んでから、セレクトレ
バーのボタンを押してセレクトレバーを動か
してください。



こんなことにも注意

重要です。しっかりお読みください。

ラジエーターが熱いときはキャップを外さない
●ラジエーターやリザーバータンクが熱いと
きはキャップを外さないでください。
蒸気や熱湯が噴き出し危険です。
●冷却水の補給は温度が下がってから行って
ください。

炎天下で駐車するときは
●炎天下で駐車するときは、車内にライターや
炭酸飲料の缶、サングラス、カメラなどを置
いたままにしないでください。車内が高温に
なり、爆発したり変形するおそれがあります。

工具や布などの置き忘れに注意
●点検や清掃に使用した工具や布などを、エン
ジンルーム内に置き忘れないようにしてくだ
さい。故障や車両火災につながるおそれがあ
ります。

ガスライターにも注意
●操作部が露出しているガスライターをグ
ローブボックスなどに入れておいたり、床や
シートのすき間に落としたままにしないでく
ださい。荷物を押し込んだときやシートを動
かしたときに、ガスが噴出して、火災につな
がるおそれがあります。

違法改造はしない
●車の性能や機能に適さない部品を装着した
り、自己流のエンジン調整や配線などを行わ
ないでください。正常な性能を発揮できな
かったり、故障や火災など思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
●日産が国土交通省に届け出をした部品以外
の物を装着すると、違法改造になることがあ
ります。

●次のような場合には日産販売会社にご相談
ください。
タイヤ、ロードホイールの交換
指定以外のタイヤやロードホイールを装着し
ないでください。性能や機能に支障をきたし、
安全な走行ができなくなるおそれがありま
す。
電装品、無線機などの取り付け
適切でない電装品や無線機などを取り付けな
いでください。電子機器部品に悪影響を及ぼ
したり、誤った配線は故障や火災など、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。
また、バッテリー端子に電装品やアース線な
どを直接つながないでください。バッテリー
があがる可能性があります。
（詳しくは、日産販売会社へご相談ください。）
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重要です。しっかりお読みください。

ハンドルの取り外しや交換
ハンドルの取り外しや交換を不適切に行う
と、 エアバッグが正常に作動しなかっ
たり、不意に作動したりして、思わぬ傷害を
受けるおそれがあります。

冷却水に添加剤などを入れない
●冷却水には、市販されている水漏れ防止剤な
どの添加剤を入れないでください。冷却装置
に悪影響を及ぼし、車両故障につながるおそ
れがあります。
●冷却水は、日産純正スーパーロングライフ
クーラントを必ずご使用ください。

フロントバンパーと路面の干渉に注意
●エアロバンパー装着車は路面との間隔が狭
いため、段差の大きい場所や縁石などに特に
注意してください。フロントバンパーが路面
と干渉して、破損するおそれがあります。



こんなときは異常ではありません

重要です。しっかりお読みください。

ブレーキペダルを踏むと音がする
●朝一番及び長時間駐車後の走り始め、又は降
雨後や洗車後など湿気が多いときにブレーキ
ペダルを踏むと、“キー”という音がする場
合があります。この音はブレーキパッドが水
分を吸収し、表面の摩擦力が一時的に変化し
たためで異常ではありません。
●これらの音がときどきするのは異常ではあ
りませんが、頻繁に音がする場合は、すみや
かに日産販売会社で点検を受けてください。

ヘッドランプなどのレンズ内面がくもる
●ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走行や洗
車などにより、レンズ内面が一時的にくもる
ことがあります。またヘッドランプ内と外気
との温度差により、レンズ内面が結露するこ
ともあります。これは雨天時などに窓ガラス
がくもるのと同様の現象で、機能上の問題で
はありません。
また、レンズの構造上、レンズのふちに水滴
が付着することがありますが、機能上の問題
ではありません。
ただし、ランプ内に水がたまっている場合や
レンズ内面に大粒の水滴が付着している場合
は、日産販売会社にご相談ください。



イベントデータレコーダ
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重要です。しっかりお読みください。

車両データの記録・蓄積について
●この車両に装備されている以下システムの
各コンピュータは （イベントデータレ
コーダ）機能を備えています。
以下システムの各コンピュータは正常に作動
しているかどうかを常に診断し、 で車
両が衝突したときの車両データを記録・蓄積
しています。

エアバッグシステム
● エアバッグシステムが作動したときに
下記車両データを記録・蓄積します。
エアバッグシステムの作動に関する情報
エアバッグシステムの故障診断情報

知識
● （イベントデータレコーダ）は一般的なデー
タレコーダとは異なり、会話などの音声や映像は
記録しません。

データの扱いについて
●日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、 に記録されたデータを日産自
動車の車両衝突安全性能の向上を目的とし
て、取得・利用することがあります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託し
た第三者は、取得したデータを以下の場合を
除き、第三者へ開示・提供することはありま
せん。
車両の使用者の同意がある場合
裁判所命令など、法的強制力のある要請に
基づく場合
統計的な処理を行うなど、使用者や車両が
特定できないように加工したデータを研究
機関などに提供する場合
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●インテリジェントキー…………………………………
インテリジェントキー機能について ……………………
キーについて ………………………………………………

●各部の開閉のしかた……………………………………
ドアについて ………………………………………………
前席ドア ……………………………………………………
スライドドア ………………………………………………
バックドア …………………………………………………
キー封じ込み防止機能 ……………………………………
エンジンフード ……………………………………………
パワーウインドー …………………………………………
燃料補給口 …………………………………………………
ツインサンルーフ …………………………………………

●ハンドル・シート・ミラーの調節のしかた ………
正しい運転姿勢 ……………………………………………
ハンドル ……………………………………………………
フロントシート ……………………………………………
シートヒーター ……………………………………………
パーソナルドライビングポジションメモリーシステム…
セカンドシート ……………………………………………
サードシート ………………………………………………
ドアミラー …………………………………………………
ルームミラー ………………………………………………
サイドアンダーミラー ……………………………………

●シートベルトの着用のしかた…………………………
シートベルトの正しい着用 ………………………………
シートベルトの着用のしかた ……………………………
前席ロードリミッター付プリテンショナーシートベルト…

●チャイルドシート………………………………………
チャイルドシートについて ………………………………
チャイルドシート適合表 …………………………………

対応チャイルドシート固定専用アンカーについて…

● エアバッグ ………………………………………
エアバッグの作動 ……………………………………
エアバッグが作動するとき・しないとき …………

走行する前に



インテリジェントキー
インテリジェントキー機能とは、インテリジェントキーを携帯することにより、
キーを取り出すことなくドアの施錠・解錠やエンジンの始動が可能になる大変便
利なシステムです。従来通り、リモートコントロールエントリー機能も使えます。

注意
インテリジェントキーは運転者が必ず携帯してください。
● エンジンの始動やドアの施錠・解錠など、車を操作するためにはなくてはならない
ものです。大切に保管してください。

アドバイス
● インテリジェントキーは微弱な電波を使用しています。
次のような使用環境では機能に障害が起こるため、インテリジェントキー機能やリモートコ
ントロールエントリー機能が正常に作動しない場合があります。その場合には、メカニカル
キーを使って操作を行ってください。
近くにテレビ塔や発電所、放送局など強い電波を発生する設備があるとき。
無線機や携帯電話などの無線通信機器を一緒に携帯しているとき。
インテリジェントキーが金属性のものに接したり、覆われたりしているとき。
近くで電波式リモートコントロールエントリーを使用しているとき。
インテリジェントキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いたとき。
コインパーキングに駐車したとき。（車両検出用の電波の影響があるため）
近くで電波式侵入警報装置を使用しているとき。
極端に気温が低いとき。（電池の性能が低下するため）

●インテリジェントキーは電波法の認証に適合しています。次のことを必ずお守りください。
電池を交換するとき以外は分解しない。（分解、改造したものを使用することは法律で
禁止されています。）
日本国内のみで使用する。

●インテリジェントキーは車両との通信のために常時受信動作をしているため、常に電池を消
耗しています。電池の寿命は使用状況によりますが約 年程度です。電池が切れた場合は、
新しい電池と交換してください。（ ）

●インテリジェントキーをテレビやパソコンなどの電化製品の近くに置かないでください。
電池を著しく消耗することがあります。

●インテリジェントキーの電池が切れたときは、応急処置としてエンジンの始動やドアの施錠・
解錠を行うことができます。
インテリジェントキーが正常に作動しないとき…

●本車両は電気的にステアリングロックを制御しているため、電源ポジションが のとき
にバッテリーがあがると、ステアリングロックの解除が行えなくなります。バッテリーあが
りには特に注意してください。

●万一バッテリーがあがったときは、すみやかにバッテリーを充電してください。（ ）

インテリジェントキー
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車内及び車外の作動範囲内でイン
テリジェントキーを携帯している
ときに操作できます。

■ドア施錠・解錠の作動範囲
●作動範囲は、各リクエストスイッ
チから周囲約 以内です。
ドアの施錠・解錠…
バックドアの施錠・解錠…

インテリジェントキー機能
について

アドバイス
● 車両（ドアガラスやドアハンドル、リヤ
バンパーなど）に近づきすぎている場合
などは作動しないことがあります。

●作動範囲は各リクエストスイッチを中心
に約 の球状になっているため、地
面近くや高い場所では作動しないことが
あります。

●インテリジェントキーの電池が消耗して
いるときや、強い電波、ノイズのある場
所では、作動範囲が狭くなったり、作動
しないことがあります。

知識

キー連動室内照明システム
● 運転席ドアを解錠すると、室内照明（

）が約 秒間点灯します。

アンサーバック機能
● ドアの施錠・解錠時に、作動確認のため
のブザーと非常点滅表示灯が作動しま
す。（施錠時 回、解錠時 回）

●アンサーバック機能を停止することがで
きます。日産販売会社にご相談ください。

オートロック機能
● リクエストスイッチ（又はインテリジェ
ントキーのドア解錠スイッチ）を押して、
解錠後約 秒以内に以下のいずれの操
作も行わなかった場合は、盗難防止のた
め自動的に全ドアが施錠されます。
（施錠されるまでの間に、再度インテリ
ジェントキーの解錠スイッチを押すと、
その時点から約 秒後に施錠されま
す。）
ドアを開ける。
エンジンスイッチを押す。

インテリジェントキー機能について



■エンジン始動の作動範囲
作動範囲は、車両室内です。（ラゲッ
ジルーム内は除きます。）

知識
● インテリジェントキーが作動範囲内にあ
れば、インテリジェントキーを携帯して
いる人以外でもリクエストスイッチを押
して施錠、解錠ができます。

●自車のインテリジェントキーが車内にあ
るときは、キー封じ込み防止のため、リ
クエストスイッチによるドアの施錠はで
きません。
施錠したいときは、以下のことを行って
ください。
車内にあるインテリジェントキーを取
り出し、リクエストスイッチを押す。
リモートコントロールエントリー機能
（ ）又はメカニカルキー機能
（ ）で施錠する。

アドバイス
● インテリジェントキーの電池が消耗して
いるときや、強い電波、ノイズのある場
所では、作動範囲が狭くなったり、作動
しないことがあります。

知識
● ラゲッジルーム内は作動範囲ではありま
せんが、エンジンの始動が可能になるこ
とがあります。

●車内でもインストルメントパネル上、グ
ローブボックス内、ドアポケット内など
にインテリジェントキーがあるときは、
エンジンの始動ができないことがありま
す。

●車外でもドアやドアガラスに近づきすぎ
た場合は、エンジンの始動が可能になる
ことがあります。

インテリジェントキー機能について
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●インテリジェントキー（メカニカルキー内蔵）が 個ついています。

助手席側ワンタッチオート
スライドドア付車

両側ワンタッチオートスライドドア、
リモコンオートバックドア付車

両側ワンタッチオート
スライドドア付車

キー番号タグ

メカニカルキーメカニカルキー

インテリジェントキーには以下の機能があります。
インテリジェントキー機能（ ）
リモートコントロールエントリー機能（ ）
メカニカルキー機能（ ）

キーについて

警告
● 植え込み型心臓ペースメーカー及び植え込み型除細動器（ ）を使用している方
は、アンテナから約 以内の範囲に装着部位が近づかないようにしてください。
ドア開閉時、各リクエストスイッチ操作時、エンジン始動時などにインテリジェ
ントキーの電波が植え込み型心臓ペースメーカー及び植え込み型除細動器（ ）
の作動に影響を与えるおそれがあります。

アンテナ

アンテナ アンテナ

アンテナ

● 植え込み型心臓ペースメーカー及び植え込み型除細動器（ ）以外の医療電気機
器を使用している方は、インテリジェントキーの電波が医療電気機器の動作に影
響を与える場合があるため、医療電気製造業者などへ影響を確認してからご使用
ください。

● 詳しくは、日産販売会社にお問い合わせください。

キーについて



警告
● 航空機内ではインテリジェントキーのスイッチを押さないでください。また、バッ
グなどに収納するときは、荷物などでスイッチが押されないようにしてください。
万一スイッチが押されると電波が発信され、航空機の運航に支障をきたすおそれが
あります。

アドバイス
● インテリジェントキーは送信機を内蔵している精密電子機器です。故障を防止するため、次
のことをお守りください。
長時間高温になる場所に置かない。
分解しない。
無理に曲げたり、落としたり、強い衝撃を与えたりしない。
水にぬらさない。
超音波洗浄器などにかけない。
磁気を帯びたキーホルダーなどを付けない。
テレビ、オーディオなど、磁気を帯びた機器の近くに置かない。

●インテリジェントキーはドアポケットに入れないでください。ドアを閉めるとき衝撃により
破損するおそれがあります。またドアポケット内に一緒に入れておいた物がドアを閉めた衝
撃で当たるなどして勝手にスイッチが入り、キーを車内に封じ込めるおそれがあります。

知識
● インテリジェントキーは同じ車両で最大 個まで使うことができます。ご購入やご使用開始
方法については、日産販売会社にご相談ください。

●キーを紛失したときは、盗難などを防ぐため、ただちに日産販売会社にご相談ください。
●キー番号を打刻したタグは大切に保管してください。キー番号を日産販売会社に連絡すると
購入できます。

●インテリジェントキーのスイッチを押しても作動しないときは、電池の消耗又は故障が考え
られます。日産販売会社にご相談ください。（ 電池の交換のしかた… ）

キーについて
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リモートコントロールエン
トリー機能について
離れたところ（約 ）からインテ
リジェントキーで全ドアの施錠・
解錠ができます。
また、ワンタッチオートスライド
ドア付車はスライドドアの開閉が、
リモコンオートバックドア付車は
バックドアの開閉ができます。

■使いかた
●車に近づき、インテリジェントキー
のスイッチを押します。

●リモートコントロールエントリー
機能で施錠したあとは、必ず施錠
されたことを確認してください。

スイッチ 作　　　動
①ドア施錠ス
イッチ 全ドアを施錠します。

②ドア解錠ス
イッチ 全ドアを解錠します。

③ワンタッチ
オートスライ
ドドア開閉ス
イッチ（助手
席側）

約 秒間押し続けると
ワンタッチオートス
ライドドア（ ）
が開閉します。※

④ワンタッチ
オートスライ
ドドア開閉ス
イッチ（運転
席側）★

⑤リモコンオー
トバックド
ア開閉スイッ
チ★

約 秒間押し続けると
リモコンオートバッ
クドア（ ）が
開閉します。※

※オート作動中にスイッチを押すと、作
動している方向と反対の方向に動き、
全開又は全閉して停止します。

知識
● ドアの施錠・解錠時にはキー連動室内照
明システム、アンサーバック機能、オー
トロック機能が作動します。（ ）

●ドア施錠スイッチを押したときに車外警
報ブザーが“ピピピピ･･･”と鳴ったと
きは、ドアが施錠されていません。以下
を確認し、再度施錠してください。
いずれかのドアが半ドアになっていな
いか。
ドアを閉める前にドア施錠スイッチを
押していないか。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

キーについて



メカニカルキー機能について
インテリジェントキーの電池が切
れたときや、車両のバッテリーが
あがったときなどにドアの施錠・
解錠ができます。

■メカニカルキーの取り外しかた
●インテリジェントキー裏側のロッ
クを外しながらメカニカルキーを
引き抜きます。

●元に戻すときは、ロックが戻るま
で確実に差し込みます。

注意
● インテリジェントキーは必ずメカニ
カルキーを内蔵した状態で携帯して
ください。

■作動しないとき
●次のような場合は、インテリジェ
ントキーのスイッチを押しても作
動しません。
電源ポジションが 、 のと
き。
ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき。（解錠のみできます。）
車から離れすぎているとき。
インテリジェントキーの電池が
切れているとき。

アドバイス
● 周囲の状況によっては、作動する距離が
変わることがあります。確実に作動させ
るためには、車両から約 まで近づい
てください。

キーについて



車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

エンジンイモビライザー
（盗難防止装置）

車両の盗難に対する防御性能を高
めるために、インテリジェントキー
に送信機を内蔵し、あらかじめ登
録されているインテリジェント
キー以外でのエンジンの始動を禁
止するシステムです。

●エンジンイモビライザーが働いて
いるときは、セキュリティーイン
ジケーター（ ）が点滅し
ます。

アドバイス
● 電源ポジションを にしたときセキュ
リティーインジケーターが点灯し続ける
場合は、システムの異常が考えられます。
日産販売会社で点検を受けてください。

知識
● インテリジェントキーに登録された信号
は、インテリジェントキーごとに異なり
ます。

●エンジンが始動できない場合は、一度電
源ポジションを にして、 秒以上経
過してから再始動してください。

●上記の操作を行ってもエンジンが始動で
きない場合は、日産販売会社で点検を受
けてください。

使用電池：リチウム電池

①インテリジェントキー裏側のロッ
クを外しながら、メカニカルキー
を引き抜きます。

②スリットにマイナスの精密ドライ
バーを差し込み、ひねって上下に
分解します。

電池の交換のしかた

警告
● 電池及び取り外した部品は、お子さ
まが飲み込まないように注意してく
ださい。

アドバイス
● 電池交換の際、キーを破損するおそれが
あります。日産販売会社での交換をおす
すめします。

アドバイス
● 本体に傷をつけるおそれがあるため、ド
ライバーに布などを当てて外してくださ
い。ドライバーを奥に差し込みすぎると
内部の基板を傷つけるおそれがありま
す。

キーについて



③古い電池を取り外し、新しい電池
の＋極を下側にしてはめ込みます。

アドバイス
● 電池の＋極と－極は必ず正しい向きにし
てはめ込んでください。

●内部回路、電子端子などに触れないでく
ださい。故障の原因となります。

④上下を組み付けます。

アドバイス
● 電池交換後は、インテリジェントキーシ
ステムの各機能が正常に作動するか必ず
確認してください。

キーについて
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各部の開閉のしかた
ドアについて

警告
● ドアの開閉はお子さまにはさせない
でください。手、首、足などを挟ん
だりして、重大な傷害につながるお
それがあります。

● ドアを開けるときは、周囲の安全を
十分確認してください。後続車や通
行人にぶつかるおそれがあります。
風が強いときは特に注意して開けて
ください。

● 走行する前にドアを確実に閉めてく
ださい。走行中に突然ドアが開き、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

注意
● 車から離れるときは、盗難や事故防
止のため、必ずエンジンを止め施錠
してください。

知識
● ドアハンドルを引きながら解錠しようと
すると、ドアが解錠できないことがあり
ます。一度ドアハンドルを戻すと自動的
に解錠し、再度ドアハンドルを引くとド
アを開けることができます。

キー連動室内照明システム
● 運転席ドアを解錠すると、室内照明（

）が約 秒間点灯します。

衝撃感知式ドアロック解除システム
● 電源ポジションが のとき、車両が前
後方向又は側面から強い衝撃を受けると
システムが作動し、約 秒後に全ドアが
自動的に解錠されます。衝撃の強さなど
によっては、作動しないことがあります。
システム作動後にシステムを解除させる
（ドアをロックする）には、一旦電源ポ
ジションを にしてください。

知識

電源ポジション連動ドアロック解除システ
ム
● 電源ポジションを から にすると
全ドアが自動的に解錠されます。

●電源ポジション連動ドアロック解除シス
テムの作動・非作動を切り替えることが
できます。（工場出荷時は「非作動」に
設定されています。）
次の手順で設定を切り替えます。
①全ドアを閉めます。
②電源ポジションを にします。
③電源ポジションを にしたあと、
秒以内にドアロックスイッチの解錠側
を 秒以上押し続け、作動と非作動を
切り替えます。
作動：非常点滅表示灯が 回点滅
非作動：非常点滅表示灯が 回点滅

車速検知式オート集中ドアロック
● 車速が約 以上になると、全ドア
が自動的に施錠されます。ただしそのあ
と解錠すると、再度施錠はされません。
再度作動させるには、いずれかのドアを
開けるか、電源ポジションを にし
ます。

●衝撃感知式ドアロック解除システム作動
後は、一旦電源ポジションを にす
るまでは作動しません。

●車速検知式オート集中ドアロック機能の
作動・非作動を切り替えることができま
す。（工場出荷時は「作動」に設定され
ています。）
次の手順で設定を切り替えます。
①全ドアを閉めます。
②電源ポジションを にします。
③電源ポジションを にしたあと、
秒以内にドアロックスイッチの施錠側
を 秒以上押し続け、作動と非作動を
切り替えます。
作動：非常点滅表示灯が 回点滅
非作動：非常点滅表示灯が 回点滅

ドアについて



知識
● インテリジェントキーを検知しているド
アハンドル・リクエストスイッチでのみ
施錠・解錠を行うことができます｡

● ドアの施錠・解錠時にはアンサーバック
機能、オートロック機能が作動します。
（ ）

作動しないとき
●次のような場合は作動しません。
電源ポジションが 、 のと
き。
ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき。
インテリジェントキーが施錠・
解錠作動範囲内（ ）にな
いとき。
携帯しているインテリジェント
キー以外に自車のインテリジェ
ントキーが車内にあるとき。（解
錠のみできます。）
インテリジェントキーの電池が
切れているとき。（ ）

■インテリジェントキー機能に
よる施錠・解錠
キーを取り出すことなく施錠や解
錠ができます。

ドアハンドル・
リクエストスイッチ

●インテリジェントキーを携帯して
いるとき、運転席ドア又は助手席
ドアの施錠・解錠作動範囲内でド
アハンドル・リクエストスイッチ
を押すと全ドアが施錠又は解錠し
ます。

●施錠したあとは、必ず施錠された
ことを確認してください。

前席ドア

前席ドア
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■リモートコントロールエント
リー機能による施錠・解錠

●車に近づき、インテリジェントキー
のスイッチを押します。
リモートコントロールエントリー機
能について…

■メカニカルキーによる施錠・
解錠
車両前方に回すと解錠し、車両後
方に回すと施錠します。

●運転席ドアを施錠・解錠すると、
全ドアが同時に、施錠・解錠します。
メカニカルキー機能について…

施錠 解錠

■キーを使わない施錠
●車内のロックノブを押し込み、ド
アハンドルを引きながらドアを閉
めます。

ロックノブ

アドバイス
● キー封じ込み防止のため、キーを携帯し
ていることを確認してから施錠してくだ
さい。
キー封じ込み防止機能…

知識
● インテリジェントキーが車内にあると
き、運転席ロックノブ又はドアロックス
イッチで施錠できません。

前席ドア



ロックノブ

ドアハンドル

■ロックノブによる施錠・解錠
●車内のロックノブを車両前方に押
し込むと施錠し、車両後方に押し
込むと解錠します。

●運転席のロックノブで施錠・解錠
すると、全ドアが同時に、施錠・
解錠します。

●ドアを開けるときは、解錠後ドア
ハンドルを引きます。

知識
● 運転席ドアは、施錠したままでもドアハ
ンドルを引くとドアが開けられます。
そのとき、全ドアが同時に解錠します。

■ドアロックスイッチによる施
錠・解錠

●運転席のドアロックスイッチを押
すと、全ドアの施錠・解錠ができ
ます。

スライドドア

注意
● 必ず次のことをお守りください。重
大な傷害や事故又は車両破損につな
がるおそれがあります。
必ずドアハンドルを持って開閉す
る。
傾斜地でスライドドアを開けると
きは、ロックするまで確実に開け
る。
スライドドアを強く開けない。
ドアハーネスやブラケットに手や
足などを掛けない。

スライドドアを閉めるときは、ス
テップの上に物が無いことを確認
する。

前席ドア／スライドドア
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施錠・解錠のしかた
■リモコン（インテリジェント
キー）による施錠・解錠

●車に近づき、リモコン（インテリ
ジェントキー）のスイッチを押し
ます。
リモートコントロールエントリー機
能について…

■ロックノブによる施錠・解錠
●車内のロックノブを押し下げると
施錠し、押し上げると解錠します。

ロックノブ

■ドアロックスイッチによる施
錠・解錠

●運転席のドアロックスイッチで、
スライドドアの施錠・解錠ができ
ます。

アドバイス
● ドアポケットに物を収納するときは、は
み出さず、確実に入っていることを確認
してください。スライドドア開閉の妨げ
になるだけでなく、開けるときに収納し
た物を破損したり、車と干渉し傷がつい
たり、故障の原因となります。

知識
● 燃料補給口を開けているときに助手席側
のスライドドアを開けると、リッドとの
干渉を防ぐために約半分開いたところで
止まります｡

● 助手席側のスライドドアが全開している
とき、燃料補給口を開けるとスライドド
アと干渉します。

スライドドア



ドアハンドル

■車内からの開閉
●解錠後、ドアハンドルを引きなが
らスライドドアを開閉します。

開閉のしかた
■車外からの開閉
●解錠後、ドアハンドルを手前に引
きながらスライドドアを開閉しま
す｡

知識
● スライドドアを全開すると全開位置で
ロックします｡ロックしているときに、
外側のドアハンドルを斜めに引いても
ロックが外れず閉められません。ドアハ
ンドルはスライドドアに対して垂直に引
いてください。また、ロックは内側のド
アハンドルを引いても外れます｡

スライドドア
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チャイルドセーフティドアロック
車内のロックノブの位置に関係な
く、スライドドアを車内から開け
られなくなります。

●お子さまを乗せるときに使います。

■施錠のしかた
●左右のスライドドアにあるロック
レバーを 側にしてスライド
ドアを閉めます。

●ロックを解除するときは、ロック
レバーを元に戻します。

■スライドドアを開けるとき
●ロック作動中にスライドドアを開
けるときは、車内のロックノブが
解錠していることを確認し、車外
からドアハンドルを引きます。

知識
● 車内から開けるときは、窓ガラスを下げ、
手を外に出して車外のドアハンドルを引
きます。

オートクロージャー
自動的にスライドドアを全閉させ
る機能です。
閉めるとき、半ドア状態まで閉め
ると自動的に全閉します。

注意
● スライドドアや車体側に手を触れて
いると、手を挟まれてケガをするお
それがあります。

● スライドドアを閉めるときは、スラ
イドドアのふちやその周辺に手を掛
けず、ドアハンドルを持って閉めて
ください。

アドバイス
● ドアハンドルを開方向に引いたままスラ
イドドアを閉めると、オートクロー
ジャーは作動しません。

●バッテリーが弱っている場合には、オー
トクロージャーが作動しないことがあり
ます。

●オートクロージャーの故障によりスライ
ドドアが閉まりきらないときは、スライ
ドドアを一旦開け、再度手で閉めてくだ
さい。

●オートクロージャーの故障によりスライ
ドドアが開かなくなった場合には、すみ
やかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

スライドドア



ワンタッチオートスライドドア★

スイッチを押すだけで、スライドドアを自動的に開閉させる機能です。

注意
● 確実に停車している状態で開閉操作をしてください。
● 開閉操作をするときは、車外及び車内のス
ライドドア周囲の安全を十分確認してから
行ってください。周囲の人の身体がスライ
ドドアや車体側に触れたままオート作動さ
せると、手や腕などを挟まれたり、頭や腕
を引き込まれて思わぬケガをするおそれが
あります。

スライドドア車体側

● 車が大きく傾いている状態ではオート作動させないでください。
● オート作動中にドアを押したり引いたりしないでください。反転して挟まれるおそ
れがあります。

アドバイス
● エンジン停止時に何回も作動させないでください。バッテリーがあがりエンジンの始動がで
きなくなります。

●オート作動中はエンジンを始動させないでください。正常に作動しなくなることがあります。
●車を発進させるときは、オートスライドドアが全閉していることを確認してください。
●次の場合は、オートドアメインスイッチを にしてください。
スライドドアが故障したとき
スライドドアを長時間開けたままにするとき
洗車や整備を行うとき
手動で使用するとき

●スライドドア前端部のタッチセンサーを傷つけな
いようにしてください。センサーが切断されると、
オートスライド機能は作動しなくなります。

●全開時には、スライドドアの外側又は内側のドアハンドルに不用意に手を掛けたり、ワンタッ
チスイッチに触れないでください。ドアハンドル又はスイッチを操作すると自動でドアが閉
まり始めます。

●バッテリーあがりやバッテリーの脱着を行ったあと、スライドドアが開いている状態で再び
バッテリーをつないだときは、必ず一旦手動でドアを全閉してからオート作動を行ってくだ
さい。全閉位置以外からスイッチ操作を行うと、ドアのオート開閉機能が正常に作動しない
ことがあります。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

スライドドア
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知識
● 閉作動時、半ドア位置までドアがスライドすると、オートクロージャー機能で全閉します。
オートクロージャー…

●オートドアメインスイッチが のとき、スライドドアを開けたまま車を動かすとブザーが
鳴ります。

●燃料補給口が開いているときは、リッドとの干渉を防ぐため助手席側スライドドアのオート
スライド（自動開閉）機能が作動しません。

■オートドアメインスイッチ
オートスライド（自動開閉）機能
の ・ ができます。
通常は にしておきます。

●オートスライド機能を使うときは、
側を押します。

●使わないときは、 側を押しま
す。

オート作動は、以下の状態が満た
されたときのみ作動させることが
できます。

アドバイス
● オート作動中に次の内容が満たされなく
なると、作動が停止しオート作動しなく
なることがあります。その場合、作動状
態を再度満たせばオート作動させること
ができます。

知識
● バッテリー電圧が極端に下がっている
（ 以下）と作動しません。

●車両が停止しているときは、電源
ポジションがどの位置にあっても
作動させることができます。

●電源ポジションが のときは、次
の状態も つ以上満たしていないと
作動させることができません。
セレクトレバーがPに入ってい
る
フットブレーキを踏んでいる
パーキングブレーキをかけてい
る

知識
● オートドアメインスイッチを にし
てもオートクロージャー（ ）は
作動します。

●オートドアメインスイッチを にす
るとバックドアのオート（自動開閉）機
能も になります。

スライドドア



■運転席スイッチによる開閉の
しかた
スライドドアを解錠してから操作
します。

●スライドドア全閉時にスイッチを
約 秒間押すと、自動的に開きます。

●スライドドア全開時にスイッチを
約 秒間押すと、自動的に閉まりま
す。

●オート作動中にスイッチを押すと、
作動している方向と反対の方向に
動き、全開又は全閉して停止しま
す。

助手席側 運転席側

■ワンタッチスイッチによる開
閉のしかた
スライドドアを解錠してから操作
します。

●スライドドア全閉時にワンタッチ
スイッチを押すと、自動的に開き
ます。

●スライドドア全開時にワンタッチ
スイッチを押すと、自動的に閉ま
ります。

●オート作動中にワンタッチスイッ
チを押すと、作動している方向と
は反対の方向に動き、全開又は全
閉して停止します。

ワンタッチスイッチ

スライドドア

スライドドア
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■ワンタッチアンロック機能
インテリジェントキーを携帯して
いれば、施錠状態でもワンタッチ
スイッチを押すだけでスライドド
アを開けることができます。

●インテリジェントキーを携帯し、
運転席ドア又は助手席ドアの施錠・
解錠作動範囲内でワンタッチス
イッチを押すと、スライドドアが
解錠し、自動的に開きます。
このとき、全ドアが同時に解錠し
ます。

■インテリジェントキーによる
開閉のしかた
スライドドアを解錠してから操作
します。

●スライドドア全閉時にインテリ
ジェントキーのワンタッチオート
スライドドア開閉スイッチを約 秒
間押すと、自動的に開きます。

●スライドドア全開時にワンタッチ
オートスライドドア開閉スイッチ
を約 秒間押すと、自動的に閉まり
ます。

●オート作動中にワンタッチオート
スライドドア開閉スイッチを押す
と、作動している方向と反対の方
向に動き、全開又は全閉して停止
します。
リモートコントロールエントリー機
能…

●スライドドアを閉めただけでは、
施錠状態にはなりません。スライ
ドドアを閉めたあとに車を離れる
場合は、必ず施錠してください。

知識
● インテリジェントキーを携帯してワン
タッチスイッチを押したときは、施錠・
解錠のみの操作はできません。

ワンタッチスイッチ

スライドドア

■全ドア連動ロック機能
●スライドドア全開状態で、スライ
ドドアのロックノブを押し下げた
あとにスライドドアを閉めると、
スライドドアが閉まると同時に全
ドアが施錠されます。
ロックノブによる施錠・解錠…

知識
● 電源ポジションが 又は のときは
施錠されません。（施錠後、すぐに全ド
アが解錠されます。）

スライドドア



■ドアハンドルによる開閉のし
かた
スライドドアを解錠してから操作
します。
スライドドアの外側又は内側のド
アハンドルをブザーが鳴るまで操
作します。

外側のドアハンドル
●スライドドア全閉時にドアハンド
ルを引くと、自動的に開きます。

●スライドドア全開時にドアハンド
ルを引くと、自動的に閉まります。

●オート作動中にドアハンドルを引
くと、作動している方向と反対の
方向に動き、全閉又は全開して停
止します。

内側のドアハンドル
●スライドドア全閉時にドアハンド
ルを開方向に操作すると、自動的
に開きます。

●スライドドア全開時にドアハンド
ルを開又は閉方向に操作すると、
自動的に閉まります。

●オート作動中にドアハンドルを開
又は閉方向に操作すると、作動し
ている方向と反対の方向に動き、
全閉又は全開して停止します。

知識
● チャイルドセーフティドアロックを

側にしているとき、スライドドア
内側のドアハンドルでは開けることがで
きません。

■挟み込み防止機構
●スライドドアがオート作動中に、
挟み込み、引っ掛かりなどを感知
すると、ドアが反対方向に動き、
全開又は全閉して停止します。

●スライドドアがオート閉作動中に
ドア前端部のタッチセンサーに触
れると、ドアが反対方向に動き、
全開位置で停止します。

注意
● 挟まれる物や挟まれかたによって
は、挟み込み防止機構が作動しない
場合があります。手などを挟まない
ように十分注意してください。

アドバイス
● スライドドア前端部のタッチセンサーを
傷つけないでください。

●タッチセンサーが切断されると、オート
スライド機能は作動しなくなります。

●タッチセンサーが切断されたときは、安
全のためすみやかに日産販売会社に連絡
してください。

●全開位置付近で挟み込みを感知すると、
ドアは反転せずに停止することがありま
す。

スライドドア
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バックドア

警告
● ラゲッジルーム（荷室）に人を乗せ
て走行しないでください。急ブレー
キをかけたときなど、重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● 走行前に、バックドアが確実に閉
まっていることを必ず確認してくだ
さい。バックドアを開けたまま走行
すると、車内に排気ガスが侵入し、
一酸化炭素中毒になるおそれがあり
ます。

注意
● バックドアは必ず全開してくださ
い。途中で止めると突然閉まるおそ
れがあります。

● 風が強いときに開けると、風にあお
られ急に閉まることがありますので
特に注意してください。

● バックドアを閉めるときは、手など
を挟まないよう注意してください。

アドバイス
● 電磁式バックドアオープナースイッチを
押したまま、リモコンでドアを施錠・解
錠しないでください。故障の原因になり
ます。

施錠・解錠のしかた
■インテリジェントキー機能に
よる施錠・解錠
キーを取り出すことなく施錠や解
錠ができます。

バックドア・リクエストスイッチ
●インテリジェントキーを携帯して
いるとき、作動範囲内でバックド
ア・リクエストスイッチを押すと
バックドア（ドアも同時に）が施
錠又は解錠します。

●施錠したあとは、必ず施錠された
ことを確認してください。

電磁式バックドアオープナースイッチ
●インテリジェンキーを携帯してい
るとき、作動範囲内で電磁式バッ
クドアオープナースイッチを押す
と、バックドアを解錠し開けるこ
とができます。この時、ドアも同
時に解錠します。

バックドア・
リクエストスイッチ

電磁式バックドア
オープナースイッチ

バックドア



■リモコン（インテリジェント
キー）による施錠・解錠

●車に近づき、リモコン（インテリ
ジェントキー）のスイッチを押し
ます。
リモートコントロールエントリー機
能について…

■ロックノブによる施錠・解錠
●運転席のロックノブで施錠・解錠
すると、バックドアが同時に施錠・
解錠します。

■ドアロックスイッチによる施
錠・解錠

●運転席のドアロックスイッチで
バックドアの施錠・解錠ができま
す。

ロックノブ

ドアハンドル

知識
● 施錠するときはバックドアを閉めてから
バックドア・リクエストスイッチを押し
ます。

●施錠・解錠時にはアンサーバック機能、
オートロック機能（ ）が作動し
ます。

バックドア
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開閉のしかた
■開けかた
●電磁式バックドアオープナース
イッチを押してバックドアを持ち
上げます。

■閉めかた
●ドアグリップに手を掛け、バック
ドアを降ろし確実にロックするま
で押しつけます。

注意
● バックドアや車体側に手を触れたま
まバックドアを閉めると、手を挟ま
れてケガをするおそれがあります。

● バックドアを閉めるときは、バック
ドアのふちやその周辺に手を掛けな
いでください。必ず外から押して閉
めてください。

アドバイス
● バックドアを閉めるときは、ストライ
カーに異物をかみ込まないようにしてく
ださい。ストライカーやバックドアの
ロックが破損し、バックドアが閉まらな
くなるおそれがあります。

バックドア



■バックドアが開けられなく
なったとき
バッテリーあがりなどにより、電
磁式バックドアオープナースイッ
チでバックドアを開けられなく
なったときは、次の操作をしてく
ださい。

①バックドア車内側にあるカバーの
下側をお手持ちのマイナスドライ
バーなどにあて布をして外します。

②レバーを矢印の方向に動かし、解
錠します。

③バックドアを持ち上げます。

アドバイス
● 操作後はなるべく早く日産販売会社で点
検を受けてください。

オートクロージャー
自動的にバックドアを全閉させる
機能です。
閉めるとき、半ドア状態まで閉め
ると自動的に全閉します。

注意
● バックドアや車体側に手を触れてい
たり、ドアグリップを握ったまま
バックドアを閉めると手を挟まれて
ケガをするおそれがあります。

● バックドアを閉めるときは、バック
ドアのふちやその周辺に手を掛けな
いでください。必ず外から押して閉
めてください。

バックドア
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アドバイス
● 次のような場合はバックドアオートク
ロージャーが作動しません。ドア開き警
告が表示されているときはバックドアを
一旦開け、再度閉め直してください。
バックドアを開けて 秒以内に閉め
たとき。
電磁式バックドアオープナースイッチ
を押したあと、バックドアを開けな
かったとき。

●バッテリーが弱っているとオートクロー
ジャーが作動しないことがあります。そ
の場合は、手で強く閉めるかエンジンを
かけてから閉め直してください。

●オートクロージャーの故障によりバック
ドアが閉まりきらないときは、バックド
アを一旦開け、再度手で閉めてください。

●荷物の積みすぎなどによりオートクロー
ジャーで閉めきれない状態を繰り返す
と、オートクロージャーが作動しなくな
ります。そのときは日産販売会社で点検
を受けてください。

バックドア



リモコンオートバックドア★

バックドアを自動的に開閉させる機能です。

注意
● 確実に停車している状態で開閉操作をしてください。
● 開閉操作をするときは、バックドア周囲の安全を十分確認してから行ってください。
● バックドアに当たり、ケガをしたり物を損傷するおそれがあります。
● 車が大きく傾いている状態ではオート作動させないでください。
● オート作動中にバックドアを押したり引いたりしないでください。反転して挟まれ
たり、バックドアに当たりケガをするおそれがあります。

アドバイス
● エンジン停止時に何回も作動させないでください。バッテリーがあがりエンジンの始動がで
きなくなります。

●オート作動中はエンジンを始動させないでください。正常に作動しなくなることがあります。
●車を発進させるときは、バックドアが全閉していることを確認してください。
●次の場合は、オートドアメインスイッチを にしてください。
バックドアが故障したとき。
バックドアを長時間開けたままにすると
き。
洗車や整備を行うとき。
手動で使用するとき。

●バックドア左右端部のタッチセンサーを傷つ
けないようにしてください。センサーが切断
されると、オート（自動開閉）機能は作動し
なくなります。
また、オート閉作動中に切断されると、ドア
が反転することがあります。

タッチセンサー

● バッテリーあがりなどでリモコンオートバックドアへの電源供給が断たれたときや、オート
作動中に反転作動（挟み込み防止機構を含む）を連続して作動させたときは、オート（自動
開閉）機能が正常に作動しないことがあります。その場合は、バックドアを一旦手動で全閉
にしてください。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

バックドア
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知識
● 閉作動時、半ドア位置までバックドアが閉まると、オートクロージャー機能で全閉します。
オートクロージャー…

●オート作動の開始時にはブザーが鳴り非常点滅表示灯が 回点滅します。また、オート作動
中はブザーが鳴ります。

●オートドアメインスイッチが のとき、バックドアを開けたまま車を動かすとブザーが鳴
ります。（停車又はバックドアを閉めると鳴り止みます。）

■オートドアメインスイッチ
オート（自動開閉）機能の ・

ができます。
通常は にしておきます。

●オート（自動開閉）機能を使うと
きは、 側を押します。

●使わないときは、 側を押しま
す。

注意
● オート作動中にオートドアメインス
イッチを にしないでください。
バックドアが突然開いたり、閉まっ
たりするおそれがあり、危険です。

知識
● オートドアメインスイッチを にし
てもオートクロージャー（ ）は
作動します。

●オートドアメインスイッチを にす
るとスライドドアのオートスライド（自
動開閉）機能も になります。

バックドア



■自動開閉の作動可能条件
●オート作動は、以下の条件が満た
されたときのみ作動させることが
できます。
オートドアメインスイッチが
のとき。
バックドアが解錠しているとき。
車両が停止しているとき。

アドバイス
● オート作動中に作動可能条件が満たされ
なくなると、作動が停止しオート作動し
なくなることがあります。その場合、作
動可能条件を再度満たすとオート作動さ
せることができます。

●電源ポジションが のとき、セレクト
レバーがPに入っていないと運転席ス
イッチによる開操作は行えません。

知識
● バッテリー電圧が極端に下がっている
（ 以下）と作動しません。

■運転席スイッチによる開閉の
しかた
開閉操作をするときは、バックド
ア周囲の安全を確認してください。

●バックドア全閉時にスイッチを約
秒間押すと、自動的に開きます。

●バックドア全開時にスイッチを約
秒間押すと、自動的に閉まります。

●オート作動中にスイッチを押すと、
作動している方向と反対の方向に
動き、全閉又は全開して停止しま
す。

■リモコンによる開閉のしかた
●車に近づき、リモコンのスイッチ
を押します。
リモートコントロールエントリー機
能…

バックドア
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■バックドアインナースイッチ
による閉めかた

●バックドアが全開しているとき、
スイッチを押すと自動的に閉まり
ます。
（バックドアインナースイッチによ
るオート開操作はできません。）
オート作動中にスイッチを押すと、
作動している方向と反対の方向に
動き、全開又は全閉して停止しま
す。

■挟み込み防止機構
●バックドアがオート作動中に、挟
み込み、引っ掛かりなどを感知す
ると、バックドアが反対方向に動
き、全開又は全閉して停止します。

●バックドアがオート閉作動中に
バックドア左右端部のタッチセン
サーに触れると、バックドアが反
対方向に動き、全開位置で停止し
ます。

注意
● 挟まれる物や挟まれかたによって
は、挟み込み防止機構が作動しない
場合があります。手などを挟まない
ように十分注意してください。

アドバイス
● バックドア左右端部のタッチセンサーを
傷つけないでください。
タッチセンサーが切断されると、オート
（自動開閉）機能は作動しなくなります。
●タッチセンサーが切断されたときは、安
全のためにすみやかに日産販売会社に連
絡をしてください。

●全開位置付近で挟み込みを感知すると、
バックドアは反転せずに停止することが
あります。

バックドア



キー封じ込み防止機能

インテリジェントキーを車内に入
れたまま施錠することを防ぐ機能
です。

アドバイス
● 次のような場所に置いているときは、
キー封じ込み防止機能が作動しないこと
があります。
インストルメントパネル上
グローブボックス内
ドアポケット内
金属製のバッグの中
金属製のものの近く

●周囲の電波環境によってはキー封じ込み
防止機能が作動しないことがあります。

●インテリジェントキーが車外にあって
も、車両（ドアやドアガラス、リヤバン
パーなど）に近づけすぎた場合、キー封
じ込み防止機能が作動することがありま
す。

●インテリジェントキーが車内にあ
るとき
⇒運転席ドアを開けた状態での運
転席のロックノブ又はドアロッ
クスイッチによる施錠ができま
せん。（施錠後、すぐに全ドアが
解錠されます。）

●ドアを開けた状態で運転席のロッ
クノブ又はドアロックスイッチに
より全ドアを施錠し、インテリジェ
ントキーを車内に入れてしまった
とき
⇒全ドアを閉めると、車外警報ブ
ザーが“ピピピピ…”と鳴り、
全ドアが解錠されます。

キー封じ込み防止機能
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■開けかた
①運転席右下にあるオープナーを引
きます。
ロックが外れエンジンフードの先
端が少し浮き上がります。

②エンジンフード先端のすき間に手
を入れ、レバーを横に押しながら
エンジンフードを持ち上げます。

エンジンフード

注意
● 風が強いときに開けると、風にあお
られますので、しっかり持ってゆっ
くり開けてください。

● エンジンフードを開けたときは、
フードに頭などをぶつけないように
注意してください。

● エンジンがかかっているとき、エン
ジンルーム内に手、衣服、工具など
を入れないでください。思わぬケガ
をするおそれがあります。

● エンジン停止直後は、排気系部品、
ラジエーターなどの高温部に触れな
いでください。やけどをするおそれ
があります。

アドバイス
● ワイパーアームを起こしたままエンジン
フードを開けないでください。エンジン
フードやワイパーを損傷します。

③ステーの操作部を持ってフックか
ら外し、エンジンルーム内にある
穴に確実に差し込みます。

操作部

エンジンフード



■閉めかた
①エンジンフードを支えながらス
テーの操作部を持って穴から外し、
フックに固定します。

②エンジンフードをゆっくり降ろし
て ～ の高さからエンジン
フードを落とし、確実にロックし
ます。

警告
● 走行前に、エンジンフードが確実に
閉まっていることを、必ず確認して
ください。ロックされていないと、
走行中エンジンフードが開いて、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

注意
● エンジンフードを閉めるときは、手
などを挟まないようにゆっくり降ろ
してください。

電源ポジションが のとき操作で
きます。

警告
● 走行中は顔や手、物などを車外に出
さないでください。車外のものに当
たったり、急ブレーキ時に重大な傷
害につながるおそれがあります。

● 窓ガラスを閉めるときは、手や首な
どを挟まないよう注意してください。

● お子さまを乗せているときは、パ
ワーウインドーロックスイッチを押
し込み、操作させないようにしてく
ださい。重大な傷害につながるおそ
れがあります。

知識
● 運転席のパワーウインドーロックスイッ
チが押し込まれているときは、助手席・
後席窓ガラスの操作ができません。

キー 後作動機構
● 運転席の窓ガラスは電源ポジションを

又は にしたあとでも、約 分
間は開閉することができます。ただし、
その約 分間に運転席ドアを開けて閉
める（ドアが開いているときは閉める）
と、窓ガラスの開閉はできなくなります。

パワーウインドー

エンジンフード／パワーウインドー
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運転席スイッチ
運転席スイッチで、各席の窓ガラ
スの開閉ができます。

運転席・

助手席
スライドドア
助手席側

スライドドア
運転席側

パワーウインドー
ロック

助手席・スライドドアスイッチ
助手席スイッチ、スライドドアス
イッチで自席の窓ガラスの開閉が
できます。

助手席
スイッチ

スライドドア
スイッチ

■ワンタッチ開閉のしかた
運転席の窓ガラスは、ワンタッチ
で開閉できます。

●スイッチを強く押すと全開します。
●スイッチを強く引き上げると全閉
します。

●途中で止めたいときは、スイッチ
を操作した反対側に軽く押すか引
きます。

■開閉のしかた
●スイッチを押している間、開きま
す。

●スイッチを引き上げている間、閉
まります。

パワーウインドー



■挟み込み防止機構
●運転席の窓ガラスを自動で閉めて
いるときやキー 後作動機構で
閉めているときに、車体と窓ガラ
スの間に異物の挟み込みを感知す
ると、窓ガラスの上昇が停止し、
自動で少し下降し止まります。

●環境や走行条件により、異物を挟
んだときと同じような衝撃や荷重
が窓ガラスに加わると作動するこ
とがあります。

注意
● 窓ガラスを確実に閉めるため、閉め
切る直前の部分では挟み込みを感知
できない領域があります。指などを
挟まれないよう注意してください。

アドバイス
● 故障などで挟み込み防止機構が作動して
しまい、窓ガラスを自動で閉めることが
できないときは、スイッチを上側へ引き
続けて閉めてください。

■パワーウインドーのロックの
しかた

●パワーウインドーロックスイッチ
を押し込むと、助手席とスライド
ドアの窓ガラスの開閉ができなく
なります。

●スイッチを押し戻すと開閉できます。
スイッチ位置 作　　動

ロックされます。

ロックが解除されます。

■正常に作動しないとき
バッテリーを外したり、開閉操作
を連続して行うと、運転席窓ガラ
スの自動閉操作、挟み込み防止機
構、キー 後作動機構が正常に
作動しないことがあります。
以下の操作を行い、初期設定して
ください。

①電源ポジションを にします。
②運転席・ スイッチを押し、
窓ガラスを全開にします。（すでに
全開しているときは、操作する必
要はありません。）

③運転席・ スイッチを引き上
げ続け、窓ガラスが全閉して 秒以
上たってから手を離します。
④正常に作動することを確認します。
正常に作動しないときは、再度上
記の操作を行ってください。

アドバイス
● 上記の操作で作動できない場合は、早め
に日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

パワーウインドー
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燃料補給口は助手席側の車両後方
にあります。

警告
● 燃料補給時は、以下のことを必ずお
守りください。
エンジンを止める。
車のドアや窓を閉める。
タバコなどの火気を近づけない。
気化した燃料を吸わない。

● 補給作業を行う前に、金属部分に触
れて身体の静電気を除去してくださ
い。放電による火花で燃料に引火し
たり、やけどをするおそれがありま
す。

● 補給作業はひとりで行ってくださ
い。作業中に車内に戻ったり、帯電
している人や物に触れると再帯電す
るおそれがあります。

● キャップを開けるときはゆっくり回
し、燃料タンク内の圧力を下げてか
ら外してください。急に開けると、
燃料が補給口から吹き返すおそれが
あります。

● 給油ノズルは確実に給油口へ挿入し
てください。給油ノズルの挿入が浅
いと、給油の自動停止が遅れるため、
燃料が吹きこぼれ火災につながるお
それがあります。

● 給油ノズルの自動停止後は、給油の
継ぎ足しをしないでください。継ぎ
足しをすると、燃料があふれて火災
につながるおそれがあります。

● ガソリンスタンド内に掲示されてい
る注意事項を守ってください。

燃料補給口 ■燃料の補給
●燃料タンクの容量は、約 ℓです。
エンジン型式 指定燃料

無鉛レギュラーガソリン
無鉛プレミアム
（無鉛ハイオク）ガソリン

アドバイス
● 指定以外の燃料は補給しないでくださ
い。

● エンジン搭載車は、無鉛プレ
ミアムガソリンが入手できない場合、無
鉛レギュラーガソリンも使用できます
が、エンジン出力低下などの現象が発生
します。

■開けかた
①運転席右下にあるオープナーを引
きリッドを開けます。

燃料補給口



②キャップを左にゆっくり回して開
けます。
補給時、キャップのひもはリッド
の裏側のホルダーに引っ掛けます。

■閉めかた
①キャップを“カチッ、カチッ”と、
回以上音がするまで右に回して閉
めます。

②リッドを閉めます。

警告
● キャップは確実に閉めてください。
閉まっていないと走行中に燃料が漏
れ、火災につながるおそれがありま
す。

● 日産純正品以外のキャップは使用し
ないでください。

アドバイス
● リッドを開閉するときは、助手席側スラ
イドドアが閉まっていることを確認して
ください。スライドドアと干渉するおそ
れがあります。

ツインサンルーフ★

電源ポジションが のとき操作で
きます。

警告
● 走行中は顔や手、物などを車外に出
さないでください。車外のものに当
たったり、急ブレーキ時に重大な傷
害につながるおそれがあります。

● サンルーフを開閉するときは、手や
首などを挟まないよう注意してくだ
さい。また、お子さまには操作させ
ないでください。重大な傷害につな
がるおそれがあります。

注意
● 運転中はサンルーフの開閉操作を行
わないでください。前方不注意とな
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。操作は信号待ちなどの停
車中に行ってください。

● ルーフに水や雪などがあるときは開
けないでください。突然の水や雪に
驚き、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

燃料補給口／ツインサンルーフ
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アドバイス
● 開口部に腰を掛けたり、荷物を載せるな
ど、大きな力をかけないでください。ルー
フが変形するおそれがあります。

●車から離れるときや洗車するときは、盗
難や故障などを防ぐためサンルーフを必
ず閉めてください。

●正常に作動しないときは、日産販売会社
で点検を受けてください。

■サンシェードの開閉
●手動で開閉します。
●サンルーフを開けると連動して開
きます。

●サンルーフを開けているときは、
開けているところまで閉めること
ができます。

＜フロント＞

＜リヤ＞

注意
● サンシェードを閉めるときは、サン
シェードとルーフの間に指を挟まな
いようにしてください。

■サンルーフの開閉
フロントサンルーフ

開閉のしかた
●スイッチのⒶ側を押すと自動で全
開します。

●スイッチのⒷ側を押している間、
閉まります。

チルトアップのしかた
フロントサンルーフが全閉してい
る状態で操作します。

●スイッチのⒷ側を押すと、自動で
後部が上がります。

●スイッチのⒶ側を押している間、
後部が下がります。

ツインサンルーフ



■挟み込み防止機構（リヤサン
ルーフ）
リヤサンルーフを自動で閉めると
きに、車体とサンルーフの間に異
物の挟み込みを感知すると、サン
ルーフが停止し、自動で開き始め
ます。

注意
● サンルーフを確実に閉めるため、閉
め切る直前の部分では挟み込みを感
知できない領域があります。指など
を挟まれないように注意してくださ
い。

アドバイス
● 故障などで挟み込み防止機構が作動して
しまい、サンルーフを自動で閉めること
ができないときは、スイッチを閉方向に
繰り返し押して閉めてください。

知識
● 環境や走行条件により、異物を挟んだと
きと同じような衝撃や荷重がサンルーフ
に加わると、挟み込み防止機構が作動す
ることがあります。

■リヤサンルーフのロックのし
かた

●運転席のパワーウインドーロック
を にすると、リヤサンルーフの
開閉ができなくなります。

●パワーウインドーロックを に
すると開閉できます。
パワーウインドーのロックのしかた
…

リヤサンルーフ
前席スイッチ

開閉のしかた
●前席スイッチ又は後席スイッチの
Ⓐ側を押すと自動で全開します。

●前席スイッチ又は後席スイッチの
Ⓑ側を押すと自動で全閉します。

チルトアップのしかた
リヤサンルーフが全閉している状
態で操作します。

●前席スイッチ又は後席スイッチの
Ⓑ側を押すと、自動で後部が上が
ります。

●前席スイッチ又は後席スイッチの
Ⓐ側を押すと、自動で後部が下が
ります。

後席スイッチ

ツインサンルーフ
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ハンドル・シート・ミラーの調節のしかた
正しい運転姿勢

警告
● ハンドル、シート、ミラーの調節は安全のため必ず走行前に行ってください。走行
中に調節をすると前方不注意となり危険です。

● 調節したあとは確実に固定されたことを確認してください。ハンドルやシートが固
定されていないと突然運転姿勢が変わり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

● 背もたれを倒したまま走行しないでください。シートベルトが効果を十分発揮せず、
衝突時などに重大な傷害を受けるおそれがあります。

注意
● 調節するときは、動いている部分に手や足などを近づけないでください。
挟まれてケガをするおそれがあります。

● マニュアルシートの背もたれを調節するときは、背もたれを支えながら調節してく
ださい。顔や身体に当たり思わぬケガをするおそれがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションなどを入れないでください。運転姿勢が不安定に
なり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

● 室内を清掃するときやシートの下に落とした物を拾うときなど、シートの下に手を
入れるときは十分に注意してください。シートレールやシートフレームに当たりケ
ガをするおそれがあります。

正しい運転姿勢がとれるよう、ハンドル、シート、ミラーを調節してください。

正しい運転姿勢



ハンドル

前後・上下調節
①レバーを押し下げます。
②ハンドルを前後又は上下に動かし、
適切な位置で止めます。

③レバーを引き上げ固定します。

ハンドル
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フロントシート

マニュアルシートの調節★

調節箇所 レバー 操　作 運転席助手席

前後位置
（スライド） ※

● 引いたまま調節したい
方向にシートを動かし
ます。

○ ○

背もたれの角度
（リクライニング）

●引いたまま調節したい
方向に背もたれを動か
します。

○ ○

上下位置
（リフター）

●引き上げると高くなり
ます。

●押し下げると低くなり
ます。

○ －

※オットマン付車のみ

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

フロントシート



前後位置
上下位置

背もたれの角度

腰部の張り出し量

パワーシートの調節★

調節箇所 スイッチ 操　作 運転席助手席

前後位置
（スライド）

●調節したい方向に動か
します。 ○ ○

背もたれの角度
（リクライニング）

●調節したい方向に動か
します。 ○ ○

上下位置
（リフター）

●シート全体を調節する
ときは、後ろ側を動か
します。

●シートの前側を調節す
るときは、前側を動か
します。

○ －

腰部の張り出し量
（ランバーサポート）

●調節したい方向を押し
ます。 ○ －

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

フロントシート
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ヘッドレストの使いかた
■上下調節のしかた
ヘッドレストの中心が、耳の高さ
になるように調節します。

●上げるときは、そのままヘッドレ
ストを引き上げます。

●下げるときは、ボタンを押しなが
らヘッドレストを下げます。

■脱着のしかた
●取り外すときは、ボタンを押しな
がらヘッドレストを引き上げます。

●取り付けるときは、ボタンを押し
ながらヘッドレストを差し込みま
す。

警告
● ヘッドレストは外したまま走行しな
いでください。万一のとき、頭部へ
の衝撃を防ぐことができなくなり、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

注意
● 取り付けるときは、前後の向きを間
違えないでください。

● 取り付けたあとは、ヘッドレストを
持ち上げ、抜け出さないことを確認
してください。万一のとき、ヘッド
レストが効果を十分発揮せず、思わ
ぬケガをするおそれがあります。

フロントシート



■前席アクティブヘッドレスト
について
追突されたときに背もたれが乗員
を受け止める力を利用して、ヘッ
ドレストが瞬時に前方に移動しま
す。
ヘッドレストの移動により、頭部
の過度な後方への傾きを防ぎ、首
への負担を軽減します。
いわゆる「むち打ち症」が多く発
生するといわれている、低速から
中速までの追突時に効果を発揮し
ます。

注意
● ヘッドレストのステーにテーブル、
テレビなどの用品を取り付けないで
ください。万一の追突時にアクティ
ブヘッドレストの機能が損われるお
それがあります。

知識
● アクティブヘッドレストは、追突時のみ
作動し、追突後は元の位置に戻ります。

●アクティブヘッドレストの調節方法は、
通常のヘッドレストと同じです。正しく
調節してください。

アームレストの使いかた
●使うときはアームレストを前に倒
します。格納するときは引き上げ
ます。

■角度調節のしかた
●アームレスト位置を無段階に調節
することができます。
①アームレストをAとBの範囲内
に上げます。

②Cの位置まで下ろします。
③ゆっくり上げるとBとCの範囲
内の止めたところで固定します。

注意
● 調節したあとは固定されていること
を確認してください。

知識
● リクライニングの角度に合わせて、アー
ムレストの角度を調節してお使いくださ
い。

フロントシート
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助手席オットマン機構
シート下のオットマン（ふくらは
ぎ部）を調節することで、楽な姿
勢をとることができます。また、
足の疲労も軽減することができま
す。

注意
● シート位置が前方にあるときにオッ
トマンを前方に調節すると、足を挟
まれるおそれがあります。

● 乗降時及び使用後はシート下に格納
してください。格納していないと、
オットマンにつまずいて転倒するな
ど、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

アドバイス
● オットマンの上には乗らないでくださ
い。破損するおそれがあります。

●使用後は、格納位置に戻します。

マニュアルオットマン付車
①シートを後方に動かします。

前後位置調節…
②レバーを引いてオットマンをお好
みの位置まで上げます。

●元に戻すときは、レバーを引きな
がらオットマンを押し下げて格納
します。

パワーオットマン付車
①シートを最後方に動かします。

前後位置調節…
②スイッチの前側を上又は下に押し
て調節します。

③シートの前後位置を調節します。

フロントシート



電源ポジションが のとき使えま
す。
フロントシートを温めます。

●スイッチの 側又は 側を押しま
す。
（スイッチの表示灯が点灯）
●止めるときは、スイッチを中立位
置にします。
（スイッチの表示灯が消灯）

助手席用 運転席用

シートヒーター★ 注意
● 長時間の連続使用は低温やけどの原
因となります。特に皮膚の弱い方、
乳幼児、病人、お年寄り、身体の不
自由な方、眠気をもよおす薬を服用
された方、深酒や疲労の激しい方は
注意して使ってください。

● シートに毛皮や座布団を載せたり、
日産純正以外のシートカバーを使わ
ないでください。過熱するおそれが
あります。

● 固くて重い物や突起がある物をシー
トに載せたり、ピンや針などの鋭い
物でシートをつきさしたりしないで
ください。

● シートを清掃するときは、シンナー、
ベンジン、アルコールなどの有機溶
剤を使用しないでください。

● 水などをこぼしたときは、乾いた布
ですぐにふき取ってください。

アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、エン
ジンをかけた状態で使ってください。ま
た、アイドリング状態での連続使用は避
けてください。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

シートヒーター
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●以下の機能があります。
シートの退避・復帰機能
メモリー機能（シート、ドアミラー
鏡面角度）
インテリジェントキー連動機能

知識
● 全ての機能は、セレクトレバーがPのと
きに作動します。

●エンジン始動時は作動が一時停止します
が、エンジン始動後に再開します。

●以下のいずれかの操作を行うと作動が停
止します。
セレクトレバーをP以外にしたとき。
（シートの復帰機能は停止しません。）
シート、ドアミラーの調節スイッチを
操作したとき。
セットスイッチ、メモリースイッチの
いずれかを押したとき。

●バッテリーを外すと、記憶された設定が
消去されます。

シートの退避・復帰機能
運転席シートが自動的に動き、乗
り降りを楽にします。

■退避機能
●電源ポジションを にして運転
席ドアを開けると、運転席シート
が乗り降りしやすい位置に動きま
す。

■復帰機能
●電源ポジションを にすると、
運転席シートが退避する前の位置
に戻ります。

知識
● 退避した位置でシートを調節すると、復
帰機能は作動しません。

●バッテリーを外したときは、電源ポジ
ションを から に切り替え、ド
アを 回開閉して作動状態にしてくださ
い。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

パーソナルドライビングポ
ジションメモリーシステム★

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム



設定の切り替え
シートの退避・復帰機能の作動・
非作動を切り替えることができま
す。

表示灯

メモリースイッチ

セットスイッチ

①電源ポジションを にします。
②セットスイッチを 秒以上押し続
け、作動と非作動を切り替えます。
表示灯の点滅回数 設定状態

回 作　動
回 非作動

知識
● シートの退避・復帰機能はモニターの車
両設定でも設定を切り替えることができ
ます。

メモリー機能
名分の運転ポジション（シート、
ドアミラー鏡面角度）をスイッチ
に記憶させ、呼び出すことができ
ます。

■記憶のしかた
①セレクトレバーをPにします。
②電源ポジションを にします。
③正しい運転姿勢がとれる運転席ポ
ジションに調節します。
パワーシートの調節…
ドアミラー…

④セットスイッチを押し、押してか
ら 秒以内に記憶させたい方のメモ
リースイッチを 秒以上押します。
記憶させたスイッチの表示灯が約
秒間点灯します。

知識
● セットスイッチを押したとき、記憶され
ていると約 秒間、されていないと約
秒間、表示灯が点灯します。

■呼び出しかた
①セレクトレバーをPにします。
②電源ポジションを にします。
③記憶を呼び出したいメモリース
イッチを 秒以上押します。
呼び出し中は、スイッチの表示灯
が点滅し、完了すると約 秒間点灯
します。

知識
● 電源ポジションが でも、ドア解錠
後に運転席ドアを開けてから約 秒間
は呼び出すことができます。

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム
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インテリジェントキー連動機能
メモリースイッチに記憶させた運
転ポジションをインテリジェント
キーに登録すると、運転席ドアを
解錠したときに運転ポジションが
自動的に呼び出されます。

■登録のしかた
①セレクトレバーをPにします。
②電源ポジションを にします。
③セットスイッチを押します。
（スイッチの表示灯が点灯）
④表示灯点灯中に記憶させたい方の
メモリースイッチを押しながら、
インテリジェントキーのドア解錠
スイッチを押します。
（スイッチの表示灯が点滅）

■呼び出しかた
登録したインテリジェントキーを
携帯し、運転席ドアハンドル・リ
クエストスイッチ又はリモートコ
ントロールエントリー機能で解錠
します。

●記憶させた運転ポジションが自動
的に呼び出されます。

パーソナルドライビングポジションメモリーシステム



セカンドシート

前後位置調節（スライド）
左右別々に調整することができま
す。

①シートの横にある前側のレバーを
引いたまま、シートを前後に動か
します。

②レバーから手を離し、固定する位
置までスライドさせます。

注意
● シートは必ず固定する位置で使用し
てください。

背もたれの角度調節（リクライ
ニング）
左右別々に調節することができま
す。
①シートの横にある後ろ側のレバー
を引いたまま、背もたれを傾けま
す。
②レバーから手を離したところで固
定します。

警告
● 背もたれを倒したまま走行しないで
ください。シートベルトが効果を十
分発揮せず、衝突時などに身体が
シートベルトの下に入り込み、ベル
トにより重大な傷害を受けるおそれ
があります。

注意
● 背もたれを起こすときは、背もたれ
を手で押さえ、ゆっくり戻してくだ
さい。急に戻すと顔や身体などに当
たり、思わぬケガをするおそれがあ
ります。

※車種により形状が異なります。

※車種により形状が異なります。

アドバイス
● シートを操作するときは、左右のシート
ベルトをシートベルトクリップで留めて
ください。

シートベルトクリップ

セカンドシート
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ヘッドレストの使いかた
ヘッドレストの使いかたは、フロ
ントシートと同じです。（大型セン
ターアームレスト付車の中央席を
除く）
ヘッドレストの使いかた…

●大型センターアームレスト付車の
中央のヘッドレストは、格納位置
からロックする位置まで上げた状
態で使います。

注意
● 大型センターアームレスト付車の中
央のヘッドレストはロック位置まで
上げ、確実に固定されていることを
確認してから使用してください。格
納状態では機能が十分に発揮できま
せん。

サードシートへの乗り降り
サードシートへ乗り降りするとき、
セカンドシートを前方へスライド
させ、乗り降りを楽にすることが
できます。

①セカンドシートのリクライニング
レバー（後ろ側）又はセカンドシー
ト後ろ側のウォークインレバーを
引くと背もたれが倒れます。

②セカンドシートを前方へスライド
させます。

●元に戻すときは、シートを後方へ
スライドさせたあと、背もたれを
起こして固定させます。

注意
● セカンドシートを操作するときは背
もたれを手で押さえ、ゆっくり作動
させてください。
急に背もたれが倒れたりシートがス
ライドすると、顔や身体などに当
たったり、手や足を挟んだりして思
わぬケガをするおそれがあります。

● 物や飲物などを置いたままシートを
前方へスライドさせないでくださ
い。物を壊したり室内を汚すおそれ
があります。

● 背もたれを起こして元に戻したとき
は、シートが確実に固定されたこと
を確認してください。

● 走行するときは必ずシートを固定さ
せてください。思わぬ事故やケガに
つながるおそれがあります。

セカンドシート



シートバック中折れ機能（コン
フォタブルキャプテンシート）★

セカンドシート背もたれ上部が中
折れし、快適な姿勢に調節できる
機構です。

●シート背もたれ内側下のレバーを
上側に引くと背もたれ上部が前方
に傾きます。

●元に戻すときは、レバーを引きな
がらシート背もたれ上部を手で押
し戻します。

注意
● 背もたれを傾けるときは、背もたれ
上部を手で押さえ、ゆっくり傾けて
ください。急に傾けると顔や身体な
どに当たり、思わぬケガをするおそ
れがあります。

アームレストの使いかた
角度調整式アームレスト付車
使いかたは、フロントシートと同
じです。
アームレストの使いかた…

大型センターアームレスト付車
●前に倒して使います。
●格納するときは引き上げます。
●中央のアームレストはレバーを引
いて前に倒します。

レバー

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

セカンドシート
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★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

オットマン機構★

使いかたは、助手席マニュアルオッ
トマンと同じです。
助手席オットマン機構（マニュアル
オットマン付車）…

セカンドシート



サードシート

背もたれの角度調節（リクライ
ニング）
左右別々に調節することができま
す。

①ストラップを引いたまま、背もた
れを傾けます。

②ストラップから手を離したところ
で固定します。

警告
● 背もたれを倒したまま走行しないで
ください。シートベルトが効果を十
分発揮せず、衝突時などに身体が
シートベルトの下に入り込み、ベル
トにより重大な傷害を受けるおそれ
があります。

注意
● 背もたれを起こすときは、背もたれ
を手で押さえ、ゆっくり戻してくだ
さい。急に戻すと顔や身体などに当
たり、思わぬケガをするおそれがあ
ります。

背もたれの倒しかた
スイッチ★又はストラップ操作 つ
でサードシートを折りたたみ、ラ
ゲッジルームのスペースを広げる
ことができます。

警告
● ラゲッジルーム（荷室）に人を乗せ
て走行しないでください。急ブレー
キをかけたときなど、重大な傷害に
つながるおそれがあります。

注意
● シート脇のストラップで背もたれを
倒すときは、背もたれを手で押さえ、
ゆっくり倒してください。急に倒す
と顔や身体などに当たり、思わぬケ
ガをするおそれがあります。

● サードシートに人が乗っていたり、
シートクッションの上や下に物や飲
物などを置いたまま操作を行うと、
ケガをしたり、物を壊したり、室内
を汚すおそれがあります。特に車外
（ラゲッジルーム）から背もたれを
倒すときはサードシートが見えにく
いので注意してください。

● サードシートを折りたたむときは
シートクッションが下方向へ下がる
ため、手や足、物などを挟まないよ
うに注意してください。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

サードシート
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アドバイス
● サードシート中央のシートベルトは必ず
格納してから操作してください。
格納のしかた…

●シートを操作するときは、左右のシート
ベルトをシートベルトクリップで留めて
ください。

シートベルトクリップ

■車内からの操作
●サードシート背もたれの左右にあ
るストラップを引き、背もたれを
倒します。

●戻すときは、背もたれを起こし、
手で後方へ押し付けてロックしま
す。

サードシート



■車外（ラゲッジルーム）から
の操作
手動
●サードシート背もたれの後ろ側に
あるストラップを引き背もたれを
倒します。

電動★

●ラゲッジルーム左右にあるスイッ
チのⒶ側を約 秒間押します。

●戻すときは、ラゲッジルーム左右
にあるスイッチⒷ側をシートが元
に戻るまで押し続けます。

知識
● スイッチを操作したときと、背もたれが
元に戻ったときにブザーが鳴ります。

ヘッドレストの使いかた
ヘッドレストは、格納位置からロッ
クする位置まで上げた状態で使い
ます。

注意
● ヘッドレストはロック位置まで上
げ、確実に固定されていることを確
認してから使用してください。格納
状態では機能が十分に発揮できませ
ん。

●ヘッドレストの脱着は、フロント
シートと同じです。
ヘッドレストの脱着のしかた…

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

●戻すときは、ストラップを引きロッ
クする位置まで背もたれを引き上
げます。

サードシート
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アームレストの使いかた
●前に倒して使います。
●格納するときは引き上げます。

サードシート



ドアミラー

電源ポジションが 又は のと
き操作できます。

■角度調節のしかた
①調節するドアミラー側にスイッチ
を回します。
（左側は 、右側は ）
②スイッチを動かして、鏡面角度を
調節します。

警告
● 鏡面の調節は走行前に行ってくださ
い。走行中の調節は前方不注意とな
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

アドバイス
● ミラーの映像は実際より遠くに見えるの
で注意してください。

■格納するとき
●スイッチを押すごとに切り替わり
ます。

スイッチ位置 作　動

格納します。

元に戻ります。（使用位置）

注意
● ミラーが動いているときは手を触れ
ないでください。手を挟んだり、ミ
ラーが故障する原因になるおそれが
あります。

● ミラーを格納したまま走行しないで
ください。後方確認ができないため
危険です。

● 手動で開閉すると走行中ミラーが前
方又は後方に倒れるおそれがありま
す。手動で開閉したあとは、走行前
に電動で開閉操作を行ってくださ
い。

ドアミラー
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アドバイス
● スイッチ操作を連続して行うと、途中で
停止することがありますが、故障ではあ
りません。しばらくしてから再度操作し
てください。

●手動で開閉した場合、格納スイッチの位
置により、電源ポジションを 又は
にしたときにミラーが動き出すこと

があります。

知識

ヒーター付ドアミラー★

● 電源ポジションが のときにリヤウイ
ンドーデフォッガースイッチ（ ）
を押すと、バックドアガラスのくもりを
取るのと同時にドアミラーの霜やくもり
を取ります。

■リバース連動下向ドアミラー★

セレクトレバーをRにすると（後
退時）、左右両側のドアミラーの角
度が後輪の外側付近を映すように
作動します。

①電源ポジションを にし、左右切
り替えスイッチを左右どちらかに
動かします。（左右どちらに動かし
ても作動します。）

②セレクトレバーをRにします。
③ドアミラーが下向きに作動します。

●セレクトレバーをR以外にするか、
スイッチを中立位置にすると元の
角度に戻ります。

知識
● 電源ポジションを 以外にしてもドア
ミラーは元の角度に戻ります。

●使用している鏡面角度によっては、リ
バース時に鏡面が作動範囲まで動いたあ
とも動こうとしますが異常ではありませ
ん。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

ドアミラー



ルームミラー

警告
● ミラーの調節は走行前に行ってくだ
さい。また、防眩への切り替えは必
要なときのみ行ってください。思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。

通常は防眩切り替えレバーを前方
に押した状態で使います。

●ミラー本体を持って、後方視界が
十分確認できる位置に高さと角度
を調節します。

●後続車のヘッドライトがまぶしい
ときは、防眩切り替えレバーを手
前に引くと反射が弱くなります。

サイドアンダーミラー

※アラウンドビューモニター付車は
付きません。

発進時、車両の左側すぐ下の状況
を確認するために使います。

サイドアンダーミラー

注意
● 発進時には安全のためサイドアン
ダーミラーによる周囲の確認と合わ
せて直接目視確認してください。

● サイドアンダーミラーは車の近くを
確認するため、角度が下向きにセッ
トされています。進行中後方を見る
ときはドアミラーで確認してくださ
い。

アドバイス
● サイドアンダーミラーは固定式です。破
損するおそれがありますので無理に動か
さないでください。

ルームミラー／サイドアンダーミラー
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シートベルトの着用のしかた

●走行する前に全員が必ずシートベルトを着用してください。
●シートベルトは正しい姿勢で正しく着用しないと、シートベルトの効果が十分
発揮できなかったり、ベルトによりケガなどをするおそれがあります。

●次の使用方法、警告にしたがって正しく着用してください。

シートベルトの正しい着用

警告
● 走行する前に全員がシートベルトを着用してください。着用しないと、万一の事故
時や急ブレーキ時に、生命にかかわる重大な傷害につながるおそれがあります。

● シートベルトを正しく着用しないと、万一のとき重大な傷害につながるおそれがあ
ります。着用するときは以下のことを必ずお守りください。
運転者は正しい運転姿勢で、同乗者は正しい着座姿勢で着用してください。
ベルトは 人用です。 人以上で 本のベルトを使わないでください。
ベルトはねじれた状態で着用しないでください。ねじれがあるとベルトの幅が狭
くなり、万一のとき衝撃力が分散できず、局部的に強い力を受けることがありま
す。
腰部ベルトは腰骨のできるだけ低い位置にぴったりと着用してください。ベルト
が腰骨からずれていると、腹部に強い圧迫を受けることがあります。
肩ベルトは脇の下を通さず、確実に肩に掛けてください。肩に十分掛かっていな
いと、上半身を拘束しないことがあります。
シートベルトをクリップなどで故意にたるみをつけ、身体から浮いた状態に調節
しないでください。ベルトにたるみがあると、十分な効果を発揮しないことがあ
ります。

シートベルトの正しい着用



警告
● シートの背もたれを倒したまま走行しな
いでください。シートベルトが効果を十
分発揮せず、衝突時などに身体がシート
ベルトの下に入り込み、ベルトにより重
大な傷害を受けるおそれがあります。

● バックルや巻き取り装置の中に異物を入
れないでください。シートベルトが正常
に機能を発揮せず、万一のとき重大な傷
害につながるおそれがあります。

● 妊娠中や疾患のある方も、万一のときの
ためにシートベルトを着用してくださ
い。ただし、局部的に強い圧迫を受ける
おそれがありますので医師に相談し、注
意事項を確認してください。妊娠中の方
は、腰ベルトを腹部から避けて腰部ので
きるだけ低い位置にぴったりと着用して
ください。肩ベルトは、確実に肩を通し、
腹部を避けて胸部に掛かるように着用し
てください。

● お子さまにも必ずシートベルトを着用さ
せてください。お子さまをひざの上に抱
いていると、衝突時などにお子さまを支
えることができず、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

● シートベルトが首や顔に当たるなど、適
正な着用ができない小さなお子さまに
は、チャイルドシートをお使いください。
チャイルドシート…

● 一度強い衝撃を受けたシートベルトやベ
ルト部分に傷がついたり破れたりしてい
るシートベルトは、機能を十分発揮しな
いことがあります。事故などにより衝撃
を受けたり傷がついた場合は、日産販売
会社に点検を依頼してください。

シートベルトの正しい着用
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警告
● シートベルトの清掃は中性洗剤かぬるま湯で行い、乾かしてからお使いください。
ベンジンやガソリンなどの有機溶剤は絶対に使わないでください。ベルトの性能が
落ち、シートベルトが機能を十分発揮しないことがあります。

知識
● 運転者がシートベルトを着用していないと、警告灯（ ）や警報（ ）が作動
します。

シートベルトの正しい着用



（緊急固定）付 点式シー
トベルト（フロント・セカンド
シート、サードシート左右）
通常は身体の動きに合わせて伸縮
しますが、衝突時など強い衝撃を
受けると、ベルトが自動的にロッ
クし身体を固定します。

①タングを持ってベルトをゆっくり
引き出します。
ベルトがロックして引き出せない
ときは、一度ベルトを強く引いて
からゆるめ、再度ゆっくり引き出
してください。

②ベルトを腰骨のできるだけ低い位
置に掛け、たるみがないように密
着させます。

③ベルトがねじれないようにして、
タングをバックルに“カチッ”と
音がするまで確実に差し込みます。

シートベルトの着用のしかた

④肩ベルトのアンカー位置の高さを
調節します。（フロント・セカンド
シート左右のみ）
ノブを引きながらアンカー部を上
下させ、ベルトが肩に確実に掛か
る位置に調節し手を離します。
手を離したあと、“カチッ”と音が
するまで動かし固定させます。

シートベルトの着用のしかた
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●外すときは、バックルのボタンを
押し、タングを持ってゆっくり戻
します。

警告
● 肩ベルトのアンカー位置は確実に肩
に掛かるように調節してください。
また、アンカーは確実に固定されて
いることを確認してください。ベル
トが肩から外れたり、万一のとき
シートベルトが十分効果を発揮せ
ず、重大な傷害につながるおそれが
あります。

（緊急固定）付 点式シー
トベルト（サードシート中央）
■着用のしかた
①タング を持ってベルトをゆっくり
引き出します。
ベルトがロックして引き出せない
ときは、ベルトをゆるめ再度ゆっ
くり引き出してください。
※ベルトが格納されている場合は、取
り出しかた… をお読みくださ
い。

②ベルトを腰骨のできるだけ低い位
置に掛け、たるみがないように密
着させます。

タング

③ベルトがねじれないようにして、
タング をバックル に“カチッ”
と音がするまで確実に差し込みま
す。

タング

バックル

シートベルトの着用のしかた



警告
● サードシート中央用のタングとバッ
クルは 個ずつあります。着用する
ときは必ずタング と 、バックル
と を正しく差し込んでお使いくだ
さい。正しく固定されていないと、
万一のときシートベルトが十分効果
を発揮せず、重大な傷害につながる
おそれがあります。

●外すときは、バックル のボタンを
押し、タングを持ってゆっくり戻
します。

ボタン

押
す

バックル

アドバイス
● ベルトを外すとき、タングが急に戻るこ
とがありますので、タングから手を離さ
ないでください。

知識

バックル は、「 」と表示され
ているものをご使用ください。

■格納のしかた
サードシート中央を使用しないと
きやサードシート背もたれを倒す
ときは、ラゲッジルームの天井に
タングを格納します。

①タング を持ってバックル の白い
ボタンをキーなどで押し込んで
ロックを解除します。

バックル

タング

アドバイス
● ベルトを外すとき、タングが急に戻るこ
とがありますので、タングから手を離さ
ないでください。

シートベルトの着用のしかた
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②タング を持ってゆっくりと格納場
所まで戻します。

③タング を車両前方側の格納部に差
し込みます。

タング

④タング を手で押さえながらタング
のベルトを少し引き出し、タング
を片端ずつ車両後方側の格納部に
差し込みます。

■取り出しかた
①タング を車両後方側の格納部から
抜き出したあと、タング を車両前
方側の格納部から抜き出します。

タング

タング

②タング をゆっくり引き出し、タン
グ の▼マークをバックル の▲
マークに合わせて“カチッ”と音
がするまで確実に差し込みます。

バックル

タング

シートベルトの着用のしかた



■プリテンショナーシートベル
ト付車の取り扱いについて

警告
● プリテンショナーシートベルトの部
品や配線を修理したり、電気テス
ターを使ってプリテンショナーのシ
ステムの回路診断をしないでくださ
い。誤って作動したり、正常に作動
しなくなるおそれがあります。

注意
● 廃車にするときやプリテンショナー
シートベルトを廃棄するときは、必
ず日産販売会社にご相談ください。

アドバイス
● プリテンショナーが作動したとき作動音
や白煙が出ますが、火災ではありません。

●プリテンショナーは、一度作動すると再
使用できません。衝突を起こしたときは
必ず日産販売会社で点検を受け、作動済
みの場合は交換してください。

正面衝突など車両前方から強い衝
撃を受けたとき、装着したシート
ベルトを瞬時に巻き取るプリテン
ショナーと乗員に加わるシートベ
ルトの拘束力を一定レベルに保つ
ロードリミッターが付いています。

●運転席・助手席 エアバッグシ
ステムと同時に作動します。

エアバッグが作動するとき・し
ないとき…

前席ロードリミッター付プリ
テンショナーシートベルト

警告
● 使用方法は通常のシートベルトと同
じです。正しく着用しないと、プリ
テンショナー及びロードリミッター
の効果が十分発揮できず、重大な傷
害につながるおそれがあります。

注意
● 電源ポジションを 後約 秒間は
システムチェックを行うため、プリ
テンショナーは作動しません。

エアバッグ警告灯が消灯して
から走行してください。

前席ロードリミッター付プリテンショナーシートベルト
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チャイルドシート
チャイルドシートについて

乳児用チャイルドシート、チャイ
ルドシート、ジュニアチャイルド
シートの総称として「チャイルド
シート」と呼んでいます。
チャイルドシートの固定機構を
使ってチャイルドシートを固定す
ることができます。

注意
● お子さまの年齢や体格にあった、適
切なチャイルドシートをお選びくだ
さい。

● 固定方法及び取り扱いかたは、チャ
イルドシートに付属の取扱説明書に
従ってください。

知識
● この車は ※の基準に適合した

対応チャイルドシート固定専用
アンカーを標準装備しています。

※ はチャイルドシートに関
する国際法です。

認可マークについて
の基準に適合した汎用

（ユニバーサル）チャイルドシート
には、下記の認可マークが表示さ
れています。必ず の基準
に適合したチャイルドシートをお
使いください。

①法規番号
②チャイルドシートのカテゴリー
（ は汎用品の認可であ
ることを表します。）

③対象となるお子さまの体重範囲
④当該装置を認可した国番号
⑤当該装置認可番号

チャイルドシートについて



チャイルドシートの種類（例）
■乳児用チャイルドシート
● 基準のグループ 、 ＋に
相当します。

■チャイルドシート
● 基準のグループ ＋、Ⅰに
相当します。

■ジュニアチャイルドシート
● 基準のグループⅡ、Ⅲに
相当します。

チャイルドシートの質量グループ
■質量グループについて

の基準に適合するチャイ
ルドシートはお子さまの体重によ
り以下のように分類されます。
質量グループ お子さまの体重
グループ まで
グループ ＋ まで
グループⅠ ～ まで
グループⅡ ～ まで
グループⅢ ～ まで

チャイルドシートについて
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チャイルドシート適合表

チャイルドシートの固定方法には、シートベルトで取り付ける方法と、
対応チャイルドシート固定専用アンカーで取り付ける方法があります。次

の表から各着席位置でどのチャイルドシートが使用できるかを確認してくださ
い。

シートベルトで取り付けるチャイルドシートについて
■選択の目安
詳しくは、チャイルドシートに付属の取扱説明書をお読みください。

質量グループ

着席位置

助手席
セカンドシート サードシート

人乗り 人乗り 全席左右 左※ 中央 右
（ まで） × × ×
＋（ まで） × ×
Ⅰ（ ～ ）
Ⅱ（ ～ ）
Ⅲ（ ～ ）
凡例
　：この質量グループでの使用を認可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーのチャ

イルドシートに適合しています。
　 ：以下の表に記載されている日産純正チャイルドシートの取り付けが可能です。
×　：チャイルドシートを取り付けることはできません。
※セカンドシート左側のシートを最後端から （ ノッチ）以上前にスライドさ
せてから、チャイルドシートを取り付けてください。（ノッチとは、スライドがロッ
クする位置の数です。）

■日産純正チャイルドシート
質量グループ 取り付け向き 商品名
（ まで） － －
（ まで） 後向き 対応チャイルドセーフティシート

（ ）
チャイルドセーフティシート
（ ）Ⅰ（ ～ ） 前向き

Ⅱ（ ～ ） 前向き ジュニアセーフティシート
（ ）Ⅲ（ ～ ） 前向き

注意
● 表に記載されていないチャイルドシートを使用するときは、チャイルドシート製造
業者又は販売業者にご相談ください。

チャイルドシート適合表



■日産純正 対応チャイルドシート
質量グループ サイズ等級 固定具 商品名 取り付け向き カテゴリー
＋（ まで） 日産純正 対応ベビーシート 後向き 準汎用

対応チャイルドシート固定専用アンカーで取り付けるチャイ
ルドシートについて
■選択の目安
詳しくは、チャイルドシートに付属の取扱説明書をお読みください。

質量グループ サイズ等級 固定具
車両 位置

セカンドシート左右 セカンドシート中央

キャリーコット
× －
× －

（ まで） × －

＋（ まで）
－

× －
× －

Ⅰ（ ～ ）

× －
× －

－
－
－

Ⅱ（ ～ ） － （ ） × －
Ⅲ（ ～ ） － （ ） × －

凡例
　：この質量グループでの使用を認可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの

対応前向きチャイルドシートに適合しています。
　　：この質量グループでの使用を認可された、以下の表に記載されている「日産純

正 対応ベビーシート」に適合しています。
×　　：チャイルドシートを取り付けることはできません。
（ ）　：サイズ等級表示の無いチャイルドシートの各シート位置での 対応チャ

イルドシート固定機構の取り扱いについては販売業者にご相談ください。

注意
● 日産純正 対応ベビーシートの取り付けには別売りのベースキットが必要で
す。

● 対応のチャイルドシートをすでにお持ちの場合、ご使用前に の
基準に適合していることを確認してください。適合していないチャイルドシートは
取り付けられません。詳しくは、日産販売会社にご相談ください。

チャイルドシート適合表
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セカンドシート左右には 対
応チャイルドシートを取り付ける
ためのアンカー（固定装置）が装
備されています。

注意
● 対応チャイルドシートを取
り付けるときは、ヘッドレストを最
下段のロックする位置にしてくださ
い。

■アンカーの場所
● 対応チャイルドシート用ロ
アアンカーは、マーク下側にあり
ます。

●テザーアンカーは、背もたれ後ろ
側の下側にあります。

●取り付けかた及び取り外しかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説
明書をお読みください。

警告
● チャイルドシートを取り付けるとき
は、アンカー部周辺に異物がないこ
とや、シートベルトなどのかみ込み
がないことを確認してください。異
物やシートベルトなどをかみ込むと
チャイルドシートが固定されず、衝
突時や急ブレーキ時にお子さまが重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● チャイルドシートは確実に固定して
ください。確実に固定されていない
と、衝突時や急ブレーキ時にお子さ
まが重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

知識
● シートカバーを装着するときは、スリッ
トがあるものを使用してください。日産
純正シートカバーをおすすめします。

対応チャイルドシート
固定専用アンカーについて

マーク

対応チャイルドシート固定専用アンカーについて



エアバッグ
エアバッグの作動

エアバッグは、シートベルトと併用することで安全性を高めます。シート
ベルトは必ず着用してください。
※ とは、 の略でシートベルトの補助拘束
装置の意味です。

●電源ポジションが のとき作動可能です。

■運転席・助手席 エアバッグシステム
車両前方から強い衝撃を受けたとき エ
アバッグが瞬時に膨らみ、乗員の頭部にか
かる衝撃を緩和するシステムです。

●運転席 エアバッグは、ハンドル部に格
納されています。

●助手席 エアバッグは、助手席側インス
トルメントパネル部に格納されています。
乗員がいなくても運転席と同時に作動しま
す。

■運転席・助手席 サイドエアバッグシステム
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃
を受けた側の サイドエアバッグが瞬時
に膨らみ、乗員の主に胸部にかかる衝撃を
緩和するシステムです。

● サイドエアバッグは、シート背もたれ
側面（外側）に格納されています。助手席
は乗員がいなくても作動します。

格納部

■ カーテンエアバッグシステム
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃
を受けた側の カーテンエアバッグが瞬
時に膨らみ、乗員の主に頭部にかかる衝撃
を緩和するシステムです。

● カーテンエアバッグは左右のルーフサ
イドに格納されています。助手席側は乗員
がいなくても作動します。

エアバッグの作動
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警告
● エアバッグはシートベルトを補助する装置です。 エアバッグだけでは、
身体の飛び出しなどを防止することはできません。 エアバッグの効果を発揮
させるため、必ずシートベルトを正しい姿勢で正しく着用してください。

● 乗車するときは必ず次のことをお守りください。守らないと、 エアバッグが
誤って作動したり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
ハンドルまわり、車両前部、インストルメントパネルまわり、フロントシートま
わり、センターピラー（ロックピラー）まわり、センターコンソールまわり、ルー
フサイド部などの エアバッグ格納部を修理するときは、日産販売会社にご
相談ください。また、 エアバッグ格納部に傷がついていたりひび割れがあ
るときは、そのまま使用せず日産販売会社で交換してください。

エアバッグ格納部に過度の衝撃を与えないでください。
電気テスターを使って エアバッグの回路診断をしたり、回路を変更しない
でください。
エアロパーツなどを取り付けたりサスペンションを改造するときは、日産販売会
社にご相談ください。不適正な改造をすると衝撃を正しく検知できません。

運転席 エアバッグシステム
● 必ず次のことをお守りください。守らないと、 エアバッグ作動時に強い衝撃
を受けたり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
ハンドルから顔をできるだけ（約
以上）離し、ハンドルにもたれかかるな
ど エアバッグ格納部に手や顔、胸
などを不必要に近づけないでください。
また、内がけでのハンドル操作はしない
でください。
不適正なハンドルに交換したり、セン
ターパッド部（ エアバッグ格納部）
にステッカーなどを貼らないでくださ
い。
前面ガラスにアクセサリーなどを付けな
いでください。

エアバッグの作動



警告
助手席 エアバッグシステム
● 必ず次のことをお守りください。守らないと、 エアバッグ作動時に強い衝撃
を受けたり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
インストルメントパネル（ エアバッ
グ格納部）に手や足を置いたり、顔や胸
などを近づけないでください。また、お
子さまを エアバッグ格納部の前に
立たせたりひざの上に抱いたりせず、後
席に乗せてください。

チャイルドシートは後席シートに取り付
けてください。やむを得ず助手席シート
に取り付けるときは、シートをできるだ
け後ろに下げ、必ず前向きに取り付けて
ください。
チャイルドシート…
チャイルドシートは走行する前に確実に
固定されていることを確認してくださ
い。固定方法及び取り扱いかたは、チャ
イルドシートに付属の取扱説明書に従っ
てください。
インストルメントパネル上面にステッ
カーなどを貼ったり、アクセサリーや芳
香剤などを置かないでください。

運転席・助手席 サイドエアバッグシステム及び カーテンエアバッグシステム
● 必ず次のことをお守りください。守らないと、 エアバッグ作動時に強い衝撃
を受けたり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
ドアにもたれるなど、フロントシート背
もたれ側面（外側）の サイドエア
バッグ格納部及び各シートの窓ガラスや
ピラートリムなどの カーテンエア
バッグ格納部付近に近づかないでくださ
い。特にお子さまが窓から腕を出したり、
フロントシートの背もたれを抱えたりし
ないように注意してください。
前席ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ないでください。 エアバッグが誤
作動するおそれがあります。

エアバッグの作動
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警告
フロントシートの サイドエアバッグ格納部付近に傘やカバンなどを置かな
いでください。また、センターピラー（ロックピラー）まわり、ルーフサイド部
などの カーテンエアバッグ格納部付近に、アクセサリーやハンガーなどを
取り付けないでください。
シートカバーはフロントシート背もたれ側面を覆わないものをお使いください。
日産純正シートカバーをおすすめします。

注意
● 電源ポジションを にしたあと約 秒間はメーター内の エアバッグ警告灯が
点灯し、システムチェックを行うため、 エアバッグは作動しません。警告灯
が消灯してから走行してください｡

● エアバッグは膨らんだあと高温になるため、 分以内はさわらないでくださ
い。やけどをするおそれがあります。

● エアバッグは高温のガスにより高速で膨らむため、事故の状態によっては、
擦過傷、打撲、やけどなどを負うことがあります。

● エアバッグが膨らむとき、作動音や白煙が出ますが火災ではありません。また、
発生するガスによりむせることがありますが毒性はありません。ただし、 エ
アバッグ作動時の残留物（カス）などが目や皮膚に付着したときは、できるだけ早
く水で洗い流してください。皮膚の弱い方などは、まれに皮膚に刺激を感じること
があります。

● 廃車にするときや エアバッグを廃棄するときは必ず日産販売会社にご相談く
ださい。 エアバッグの作動により、思わぬ傷害を受けるおそれがあります。

アドバイス
● エアバッグは、一度膨らむと再使用できません。日産販売会社で交換してください。

知識
● 助手席 エアバッグが作動した衝撃で前面ガラスが割れることがあります。
●運転席、助手席 エアバッグは膨らんだあとすぐにしぼむので、視界の妨げになること
はありません。

エアバッグの作動



エアバッグが作動するとき・しないとき

正面衝突時や側面衝突時において、乗員がシートベルトを正しく着用していて
も重大な傷害を受けるおそれのあるような衝撃を受けた場合に作動します。し
かし衝撃が車体で吸収又は分散され、車両の損傷は大きくても乗員への衝撃が
強くならない場合には、必ずしも作動するとはかぎりません。

■作動するとき
運転席・助手席 エアバッグシステム
次のような衝撃が強いときに作動します。

● 以上の速度で厚いコンクリート
のような壁に正面衝突したとき

● 車両前方左右、約 度以内の方向から
強い衝撃（左図と同等）を受けたとき

次のような、車両下部に強い衝撃を受けたときも作動することがあります。
（車両の損傷は少なくても乗員への衝撃は強いとき）
● 高速で縁石などに衝突し
たとき

● 深い穴や溝に落ち込んだ
とき

● ジャンプして地面にぶつ
けたとき

運転席・助手席 サイドエアバッグシステム、
カーテンエアバッグシステム

次のような衝撃が強いときに作動します。
● 一般的な乗用車に 以上の速度で側面に真横から衝突されたとき

エアバッグが作動するとき・しないとき
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■作動しにくいとき
次のような衝撃が弱いときは作動しないことがあります。
衝突したものが変形したり移動したときや、衝突したものの形状や衝突の状態
によって衝突時の衝撃が緩められたときは、作動しにくくなります。
運転席・助手席 エアバッグシステム
● 停車している同ク
ラ ス の 車 に 約

以下の速
度で衝突したとき

● 衝突時に折れない電
柱などに約
以下の速度で正面衝
突したとき

● トラックなどの荷
台の下にもぐり込
んだようなとき

● 斜め前方からガー
ドレールなどに衝
突したとき

運転席・助手席 サイドエアバッグシステム、
カーテンエアバッグシステム

● 側面に斜め方向から衝突
されたとき

● 側面にバイクが真横から
衝突したとき

● エンジンルーム（ラゲッジ
ルーム）に衝突されたとき

● 横転、転覆したとき ● 斜め前方から衝突したとき ● 電柱などに衝突したとき

■作動しないとき
一度、 エアバッグが作動したあとに衝突しても作動しません。また、次の
ようなときは作動しません。

運転席・助手席 エアバッグシス
テム

運転席・助手席 サイドエアバッグシステム、
カーテンエアバッグシステム

● 横方向や後ろから
衝突されたとき

● 横転、転覆したと
き

● 停車中や走行中の車
に正面衝突したとき

● 後ろから衝突され
たとき

エアバッグが作動するとき・しないとき
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●メーター・表示灯・警告灯の見かた……………
メーター …………………………………………
表示灯 ……………………………………………
警告灯 ……………………………………………
インテリジェントキー機能の警報について …
警報装置 …………………………………………

●スイッチの使いかた………………………………
ライトスイッチ …………………………………
方向指示器スイッチ ……………………………
非常点滅表示灯スイッチ ………………………
ワイパー・ウオッシャースイッチ ……………
リヤウインドーデフォッガースイッチ ………
ホーンスイッチ …………………………………

●運転のしかた………………………………………
エンジンスイッチ ………………………………
パーキングブレーキ ……………………………
セレクトレバーの使いかた ……………………
オートマチック車の運転のしかた ……………

（ 輪駆動）車の扱いかた ………………
× ………………………………

（ビークルダイナミクスコントロール）…
インテリジェントクルーズコントロール ……

モード ………………………………………
ブレーキアシスト（プレビュー機能付）………
インテリジェントブレーキアシスト …………
踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）…

………………………………………………

走行するとき



メーター・表示灯・警告灯の見かた

タコメーター
レッドゾーン

イルミネーションコントロール

スピードメーター
燃料計

決定スイッチ  /選択スイッチ
トリップ切り替えスイッチ

オーバーヒート
範囲

オドメーター
トリップメーター

水温計車両情報
ディスプレイ

①スピードメーター（速度計）
走行速度を表示します。

メーター

知識
● 電源ポジションを にしてからしば
らくして指針が振れることがありますが
故障ではありません。

メーター内の装備は、車種、グレードなどの違いにより異なります。
電源ポジションを にすると表示します。

知識
● エンジンを始動すると、指針がスイープ動作をします。（スピードメーター及びタコメーター
の指針が一度最大値付近を指し、戻ります。）

②タコメーター（エンジン回転計）
分間あたりのエンジン回転数を表
示します。
（車種により目盛りが異なります。）

注意
● レッドゾーン（赤色表示部）に入ら
ないように運転してください。レッ
ドゾーンではエンジンが過回転とな
り故障の原因になります。

メーター
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⑤オドメーター（積算距離計）
総走行距離を で表示します。

⑥トリップメーター（区間距離計）
AとBで 種類の区間走行距離を
で表示します。

※イラストは、Aの表示です。

知識
● バッテリーを外したときは、AとBの記
憶が消去され に戻ります。

③燃料計
燃料の残量を表示します。

●燃料タンクの容量は約 ℓです。

知識
● 坂道やカーブなどでは、タンク内の燃料
が移動するため、燃料計の表示が上下す
ることがあります。

④水温計
エンジン冷却水の温度を表示しま
す。

警告
● オーバーヒートを示したときは、た
だちに安全な場所に車を止めて処置
してください。そのまま走行を続け
ると、エンジン故障の原因となり、
火災につながるおそれがあります。
オーバーヒートしたときは…

●トリップ切り替えスイッチを押す
ごとにAとBが切り替わります。

●リセットするときは にしたいほう
を表示させ、トリップ切り替えス
イッチを約 秒以上押します。

メーター



⑦車両情報ディスプレイ
以下の情報を表示します。
●イルミネーションコントロール
レベル表示…

●ドライブコンピューター…

●インテリジェントキー表示・警
告…

●インテリジェントクルーズコン
トロール★…

⑧イルミネーションコントロール
メーター照明の明るさを調節しま
す。

●スイッチを押して調節します。
：明るくなる
：暗くなる

●明るさのレベル表示は、車両情報
ディスプレイに表示されます。

知識
● バッテリーを外すと調節した記憶は消去
されます。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

メーター
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ドライブコンピューター
車両情報ディスプレイに表示されます。

■切り替えかた
●決定スイッチ を押すごとに表示が切り替わります。

決定 選択

設定
メンテナンス

アラーム メーター演出
次へ

詳細
決定 選択

警告
次へ

外気温走行時間
走行距離

航続可能距離

押す 押す

押す

押す

押す 押す
外気温

押す

瞬間燃費、平均燃費

平均燃費、平均車速

走行時間、走行距離

警告 設定

航続可能距離

知識
● ⑤外気温の表示は、外気温によって表示が一部異なります。

決定スイッチ

車両情報ディスプレイ

選択スイッチ

メーター



■表示について

知識
● 表示される数値は、走行状況などにより実際の数値と異なる場合があります。

①瞬間燃費
●走行を開始してからの瞬間燃費を
表示します。

④航続可能距離
●現在の燃料残量と平均燃費から航
続可能な距離を表示します。

●燃料残量警告（ ）が表示
されると、航続可能距離の距離表
示が点滅します。

●燃料残量警告表示後も燃料を補給
しないと「 」と表示します。

知識
● 数値は約 秒ごとに算出しています。

③走行時間、走行距離
●リセットしてから次にリセットす
るまでの走行時間、走行距離を表
示します。

●リセットするときは、選択スイッ
チ●を約 秒以上押します。（走行
時間、走行距離を同時にリセット
します。）

⑤外気温
●外気温を表示します。

知識
● 次の場合には、正しく外気温が表示され
ないことがあります。
外気温が－ ℃以下、又は ℃以上
のとき。
停車又は低速走行（約 以下）
しているとき。

●外気温が ℃以下になると「 」と表
示します。

②平均燃費、平均車速
●リセットしてから次にリセットす
るまでの平均燃費、平均車速を表
示します。

●リセットするときは、選択スイッ
チ●を約 秒以上押します。（平均
燃費と平均車速を同時にリセット
します。）

知識
● バッテリー接続後やリセット後は「 」
と表示します。

●数値は約 秒ごとに更新します。

平均燃費
●リセットしてから次にリセットす
るまでの平均燃費を右上に表示し
ます。

知識
● 瞬間燃費の表示が平均燃費（◆マーク）
を上回るように運転すると平均燃費が向
上します。
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アラーム
走行時間、凍結注意の表示を設定
できます。

⑥設定
アラーム、メンテナンス、メーター演出を設定することができます。

知識
● 以下の場合は、設定することができません。
走行しているとき。
インテリジェントキー表示・警告を表示しているとき。
インテリジェントクルーズコントロール★の表示をしているとき。

戻る

アラーム

●走行時間
設定した時間まで連続走行したこ
とを知らせます。 戻る

アラーム

凍結注意

●凍結注意
外気温が ℃以下になったことを知
らせます。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

メーター



設定のしかた
●選択スイッチ●で項目を選び、決
定スイッチ で決定して各設定画
面にします。

〈走行時間の設定〉

設定
メンテナンス　

アラーム

メーター演出
次へ

決定 選択

決定 選択

決定 選択

決定 変更

決定 選択

決定 変更

アラーム

走行時間
凍結注意

設定 設定

走行時間 凍結注意

戻る

戻る

走行時間 凍結注意

戻る

設定画面

知識
● 設定の最初の画面に戻るときは、決定ス
イッチ を約 秒以上押します。

例：走行時間の設定の場合

●凍結注意の設定画面で選択スイッ
チ●を押して ／ を切り替え
ます。

：アラーム設定
：アラーム解除

決定 変更

走行時間

●最大 時間まで設定できます。
●走行時間設定画面で選択スイッチ
●を押して時間を切り替えます。

　短く押す：
（ 分）単位で切り替わる

　長く（約 秒以上）押す：
（ 分）単位で切り替わる

●設定しないときは、「－」にします。

〈凍結注意表示の設定〉

決定 変更

凍結注意
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メンテナンス
各種交換時期の設定ができます。

●設定した距離を超えると、以下の表示で知らせます。

知識
● 走行距離を元にお知らせしているもので、実際の車両状態を示したものではありません。目
安としてお使いください。

●「その他」には、お好みの部品の交換時期を設定してください。

戻る

メンテナンス
エンジン
オイル

戻る

メンテナンス

タイヤ

エンジンオイル タイヤ

戻る

メンテナンス
オイル
フィルタ

戻る

メンテナンス

その他

オイルフィルタ その他の部品

メーター



〈設定のしかた〉
●選択スイッチ●で項目を選び、決
定スイッチ で決定して各設定画
面、リセット画面にします。

〈距離の設定〉
●最大 まで設定できます。
●各設定画面で選択スイッチ●を押
して距離を切り替えます。
短く押す：

単位で切り替わる
長く（約 秒以上）押す：

単位で切り替わる
●設定しないときは、「－」にします。

〈距離のリセット〉
●走行した距離をリセットできます。
●リセット画面で選択スイッチ●を
押して決定スイッチ で決定しま
す。

知識
● リセット後にもう一度選択スイッチ●を
押すと、積算距離が元に戻ります。

決定 選択

設定

メーター演出
メンテナンス次へ

決定 選択
アラーム

決定 選択
設定 リセット

オイル
戻る

決定 変更

オイル

決定 リセット

オイル

メンテナンス

オイル
タイヤ
フィルタ その他

戻る

設定画面 リセット画面

例：エンジンオイルの設定の場合

知識
● 設定の最初の画面に戻るときは、決定ス
イッチ を約 秒以上押します。
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メーター演出
エンジンをかけたとき、指針がス
イープ動作（スピードメーター及
びタコメーターの指針が一度最大
値付近を指し戻る）するかしない
かを設定することができます。

設定のしかた
●選択スイッチ●で項目を選び、決
定スイッチ で決定して各設定画
面にします。

決定 選択

設定

メーター演出
メンテナンス次へ

アラーム

設定

メーター演出
戻る

決定 選択

メーター演出

決定 変更

設定画面

●メーター演出の設定画面で選択ス
イッチ●を押して切り替えます。

：メーター演出あり
：メーター演出なし

メーター



⑦警告
●以下の内容を検知するとマスター
ウォーニング（ ）が点灯し、
警告を表示します。

●警告が表示されたときは、すみやかに
適切な処置をしてください。放置する
と故障や思わぬ事故につながるおそれ
があります。

マスターウォーニング

●警告表示中に決定スイッチ を押すと、元の表示に戻す（また、処置されてい
ない警告を確認する）ことができます。

インテリジェントキー持ち出し警告

キーが
見つかりません

ドア開き警告

ドア
バックドア
が開いて
います

●電源ポジションが のとき、イン
テリジェントキーが車外へ持ち出
されると表示します。

処置
● インテリジェントキーが車外へ持ち出さ
れていないか確認してください。

●電源ポジションを 又は にし
てください。

知識
● 次の場合に表示が消えます。
インテリジェントキーが車内に戻って
きたとき

●ドアが確実に閉まっていないとき、
開いている位置を表示します。

処置
● ドアを確実に閉めてください。

注意
● 走行前に表示が消えていることを確
認してください。ドアが完全に閉
まっていない（半ドア）と走行中に
突然開き、思わぬ事故につながるお
それがあります。
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パーキングブレーキ戻し忘れ警告

パーキング
ブレーキを解除
してください

●パーキングブレーキ（ ）
を戻し忘れたまま走行すると（約

以上）、表示します。

処置
● すみやかにパーキングブレーキを解除し
てください。

アドバイス
● 低速走行時には表示されない場合があり
ます。走行するときは必ずパーキングブ
レーキを解除してください。

燃料残量警告

●燃料が少なくなると表示します。
残っている燃料で航続可能な距離
を表示します。

処置
● すみやかに指定の燃料を補給してくださ
い。

知識
● 燃料の残量が約 ℓ以下で表示します。
●車両姿勢、走行状況によっては、燃料が
タンク内で移動するため、警告が表示さ
れるタイミングが変わる場合がありま
す。
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〈警告の確認のしかた〉
●選択スイッチ●で「詳細」を選び、
決定スイッチ で決定します。

決定 選択

●警告が複数ある場合は、決定スイッ
チ を押して表示を切り替えます。

知識
● 設定の最初の画面に「警告× 」と表示
している場合は、警告事項がありません。
その場合、「＞詳細」「●選択」を表示
しません。

タイヤ空気圧警告

タイヤ空気圧不足
点検して下さい

●タイヤ空気圧が低下すると、表示
します。

処置
● すみやかに安全な場所に停車し、タイヤ
を確認してください。

知識
● タイヤ空気圧警告が表示された場合、タ
イヤ空気圧警告灯が点灯します。

タイヤ空気圧警告灯…
タイヤ空気圧警報システム（空気圧
充填完了ガイド機能付）…

踏み間違い衝突防止アシスト作動警
告★

踏み間違い
衝突防止アシスト
が作動しました

●踏み間違い衝突防止アシストが作
動すると、表示します。
（低速衝突軽減ブレーキ機能（

）が作動したときは表示し
ません。）

処置
● ブレーキペダルと間違えて、アクセルペ
ダルを踏んでいないか確認してくださ
い。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車
枠検知機能付）…

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。
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インテリジェントキー表示・警告
●警告を表示したときは、同時に警報ブザーが鳴ります。
インテリジェントキー機能の警報について…

■エンジン始動操作表示

●ブレーキペダルを踏みながらエン
ジンを始動することを表示します。

処置
● ブレーキペダルを踏みながら、エンジン
スイッチを押してください。

知識
● 次の場合に表示が消えます。
エンジンを始動したとき。
電源ポジションを にしてから約
秒経過したとき。

リモートコントロールエントリー機
能、又はリクエストスイッチでドアを
施錠したとき。
セレクトレバーがP以外になったと
き。

■ステアリングロック未解除表示

●ステアリングロックを解除できな
いときに表示します。

処置
● ハンドルを軽く左右に回しながらエンジ
ンスイッチを押してください。

知識
● 次の場合に表示が消えます。
ステアリングロックを解除したとき。
表示から約 秒経過したとき。
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■インテリジェントキー電池切
れ表示

●インテリジェントキーの電池切れ
が近くなると電池の交換を知らせ
ます。

処置
● 新しい電池に交換してください。
（ ）

知識
● 次の場合に表示が消えます。
表示から約 秒経過したとき。
電源ポジションを 以外にしたと
き。

■インテリジェントキー非作動
時エンジン始動表示

インテリジェントキーの電池が切
れたときや、使用環境により、イ
ンテリジェントキーと車両の通信
が正常に行われないときに表示し
ます。

処置
● ブレーキを踏みながら、インテリジェン
トキーの裏面をエンジンスイッチに接触
させてください。（ ）
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■インテリジェントキー持ち出し
警告

キーが
見つかりません

●電源ポジションが のとき、イ
ンテリジェントキーが車外へ持ち
出されると表示します。

処置
● インテリジェントキーが車外へ持ち出さ
れていないか確認してください。

●電源ポジションを 又は にし
てください。

知識
● 次の場合に表示が消えます。
インテリジェントキーが車内に戻って
きたとき。

●インテリジェントキーを携帯して
いないときに表示します。

処置
● インテリジェントキーを携帯してくださ
い。

●携帯しているインテリジェント
キーの電池が切れているときに表
示します。

処置
● 新しい電池に交換してください。
　（ ）

●登録されていないインテリジェン
トキーを携帯しているときに表示
します。

処置
● 自車のインテリジェントキーであること
を確認してください。

知識
● 表示から約 秒経過すると表示が消えま
す。
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■P戻し忘れ警告 ■電源ポジション 忘れ警告

●電源ポジションが でP戻し忘
れ警告の表示中に、セレクトレバー
を操作してPにしたときに表示し
ます。

●上記を操作後、エンジンスイッチ
を押して電源ポジションを にし
たときに表示します。

処置
● 電源ポジションを にしてください。

知識
● 次の場合に表示が消えます。
電源ポジションを にしたとき。
エンジンを始動したとき。
セレクトレバーをP以外にしたとき。

●セレクトレバーがP以外のとき、
電源ポジションを から にす
ると表示します。

●セレクトレバーがP以外にあるこ
とをお知らせします。

処置
● セレクトレバーをPにしてください。

知識
● 次の場合に表示が消えます。
セレクトレバーをPにしたとき。
電源ポジションを にしたとき。
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メーター内の装備は、車種、グレードなどの違いにより異なります。
電源ポジションを にすると表示します。

方向指示表示灯

ポジション
インジケーター

モード
インジケーター
ヘッドランプ
上向き表示灯

フォグランプ表示灯

テールランプ表示灯

駆動モード表示灯 
( ) 

駆動モード表示灯( )

 表示灯

表示灯セキュリティー 
インジケーター

インテリジェント　
ブレーキアシスト 表示灯

①方向指示表示灯

方向指示器又は非常点滅表示灯を
作動させると点滅します。

表示灯

知識
● 方向指示器のランプの電球が切れたとき
は点滅が速くなります。電球を交換して
ください。
電球（バルブ）を交換するときは…

方向指示器スイッチ…
非常点滅表示灯スイッチ…

知識
● 電源ポジションを にすると、 表
示灯が約 秒間点灯しますが、表示灯の
チェックのためで異常ではありません。

表示灯



セレクトレバーのセット位置を表
示します。

●セレクトレバーをマニュアルシフ
トゲートに入れると、マニュアル
モードを示す「 」と設定したシ
フトポジションの位置を表示しま
す。
セレクトレバーの使いかた…

②ポジションインジケーター ④フォグランプ表示灯

フォグランプを点灯させると点灯
します。
フォグランプの点灯・消灯…

③ヘッドランプ上向き表示灯

ヘッドランプの上向きを点灯させ
ると点灯します。
ヘッドランプの上向き、下向き切り
替え…

⑤テールランプ表示灯

車幅灯、尾灯、番号灯を点灯させ
ると点灯します。
ライトの点灯・消灯…

表示灯
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⑦駆動モード表示灯（ ）★

電源ポジションを にすると約
秒間点灯後消灯します。

●エンジン回転中は駆動モード切り
替えスイッチ（ ）を
に切り替えると、駆動モード表示
灯（ ）と合わせて点灯します。

⑥駆動モード表示灯（ ）★

電源ポジションを にすると約
秒間点灯後、消灯します。

●エンジン回転中は駆動モード切り
替えスイッチ（ ）を
に切り替えると点灯します。

⑧ 表示灯

スイッチを押すと点灯し
ます。

…

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

表示灯



★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

⑨セキュリティーインジケーター

電源ポジションが 以外のときに
点滅します。

アドバイス
● 電源ポジションを にしたあとも点灯
し続けるときは、システムの異常が考え
られます。日産販売会社で点検を受けて
ください。

エンジンイモビライザー（盗難防止
装置）…

⑩インテリジェントブレーキアシス
ト 表示灯★

インテリジェントブレーキアシス
トを にすると点灯します。
インテリジェントブレーキアシスト
…

⑪ モードインジケーター

● モードスイッチを にする
と点灯します。

モード…

表示灯
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警告灯が点灯又は点滅したときは、すみやかに適切な処置をしてください。
放置すると故障や思わぬ事故につながるおそれがあります。
メーター内の装備は、車種、グレードなどの違いにより異なります。
電源ポジションを にすると表示します。

電動ポンプ式油圧パワー
ステアリング警告灯

エアバッグ
警告灯

インテリジェント　
ブレーキアシスト警告灯

インテリジェント
クルーズコントロール 
警告灯
プレビュー機能
警告灯

警告灯

マスターウォーニング
油圧警告灯
ブレーキ警告灯
充電警告灯

警告灯

シートベルト
警告灯

タイヤ空気圧警告灯
故障警告灯( )

警告灯

警告灯
警告灯

踏み間違い衝突防止
アシスト警告灯

警告灯

警告灯



①油圧警告灯

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯しま
す。

●エンジン回転中、エンジン内部を
潤滑しているオイルの圧力が低下
すると点灯します。

処置
● 点灯したときは、ただちに安全な場所に
停車してエンジンを止め、日産販売会社
に連絡してください。

注意
● 点灯したまま走行しないでくださ
い。エンジンを破損するおそれがあ
ります。

②故障警告灯（ ）

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯します。

●エンジン回転中、エンジン電子制
御システムに異常があると点灯又
は点滅します。

処置
● 点灯又は点滅したときは、ただちに日産
販売会社に連絡してください。

③充電警告灯

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯しま
す。

●エンジン回転中、バッテリーの充
電系統に異常があると点灯します。

処置
● 点灯したときは、すみやかに安全な場所
に停車して、日産販売会社に連絡してく
ださい。

注意
● 点灯したまま走行しないでくださ
い。バッテリーが破損したり、エン
ジンが突然停止し、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

警告灯
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④ 警告灯（ 車）

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯しま
す。

●エンジン回転中、 システムに
異常があると点灯します。

又は モードで走行中、
前後輪の回転数の差が大きい状態
が続き、駆動系部品の油温が異常
に高くなると、速く点滅します。

●前後輪のタイヤ径差が大きすぎる
と、遅く点滅します。

処置
●点灯したとき

システムに異常が発生しているた
め 状態になっています。高速走行
をせず、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。

●点滅したとき
速い点滅をしたとき
（約 秒間に 回）
すみやかに安全な場所に停車し、アイド
リング状態にしてください。点滅中は駆
動系部品の保護のため、駆動モード表示
灯が点灯しているにもかかわらず
状態になっています。しばらくして点滅
しなくなると、 モードに復帰し、
走行できます。
遅い点滅をしたとき
（約 秒間に 回）
駆動モード切り替えスイッチを に
切り替え、高速走行をせず、すみやかに
最寄りの日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

駆動モード切り替えスイッチ…

注意
● 警告灯が点灯したときは
走行になります｡走行には十分気を
つけてください。

アドバイス
● 走行中に点灯しても、その後消灯し、再
度点灯しなければ正常です。

●消灯しないときは、日産販売会社で点検
を受けてください。

知識
● 警告灯が点灯すると駆動モード表
示灯は消灯します。

警告灯



ブレーキ液が不足しているとき。
（エンジン始動後でパーキングブ
レーキを解除しているとき。）

処置
● パーキングブレーキを解除しても点灯し
続けるときは、ただちに安全な場所に停
車して、日産販売会社に連絡してくださ
い。この場合はブレーキの効きが極度に
悪くなっているおそれがあります。ブ
レーキの効きが悪いときは、ブレーキペ
ダルを強く踏んで停車してください。

のシステムに異常があると
き。（パーキングブレーキを解除
し、ブレーキ液量が正常で
警告灯と同時に点灯したとき。）

処置
● エンジン始動後や走行中に点灯したとき
は、高速走行や急ブレーキを避け、すみ
やかに日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

警告
● パーキングブレーキを解除しても点
灯し続けるときは、点灯したまま走
行しないでください。また、ブレー
キ液が規定量以下になっていたら走
行しないでください。ブレーキの効
きが極度に悪くなり、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

⑤ブレーキ警告灯

パーキングブレーキを解除してい
るとき、電源ポジションを にす
ると点灯し、エンジンがかかると
消灯します。

●電源ポジションが で、次のよう
な場合に点灯します。
パーキングブレーキをかけたと
き。

処置
● 走行中はパーキングブレーキを解除して
ください。

注意
● パーキングブレーキの解除のし忘れ
に注意してください。パーキングブ
レーキをかけたまま走行すると、
パーキングブレーキ戻し忘れ警告
（ ）が表示され、パーキン
グブレーキ戻し忘れ警報（ ）
が鳴ります。

警告灯
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⑥ 警告灯

電源ポジションを にすると数秒
間点灯後、消灯します。

●電源ポジションが のとき、
のシステムに異常があると点灯し
ます。

処置
● 電源ポジションを にしても点灯しな
いとき、又はエンジン始動後や走行中に
点灯したときは、高速走行や急ブレーキ
を避け、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。

アドバイス
● 点灯したときは は作動しませんが、

のない普通のブレーキ性能は確保
されています。この場合は、滑りやすい
路面でのブレーキ時や急ブレーキ時にタ
イヤがロックすることがあります。

…

⑦電動ポンプ式油圧パワーステアリ
ング警告灯

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯しま
す。

●エンジン回転中、電動パワーステ
アリングのシステムに異常がある
と点灯します。

処置
● 点灯したときは、すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。

アドバイス
● 停車中又は極低速走行中にハンドル操作
を繰り返したり、ハンドルに力をかけた
状態を長く続けると、電動パワーステア
リングシステムの過熱を防ぐためにシス
テムの働きを制限します。そのためハン
ドル操作力が重くなりますが、異常では
ありません。
ただし、さらにハンドル操作を続けた場
合、電動パワーステアリングは作動を停
止し、電動ポンプ式油圧パワーステアリ
ング警告灯が点灯することがあります。
その場合は、エンジンを停止させ、電源
ポジションを にしてからしばらく
ハンドル操作を控えると、電動パワース
テアリングシステムの温度が下がり、再
度エンジン始動後は通常のハンドル操作
力に戻り、電動ポンプ式油圧パワーステ
アリング警告灯が消灯します。

●電動パワーステアリングシステムが過熱
するようなハンドル操作を繰り返すと、
電動パワーステアリングシステムが故障
する原因となります。

警告灯



⑧シートベルト警告灯

電源ポジションが のとき、運転
者がシートベルトを着用していな
いと点灯します。

処置
● 点灯したときはシートベルトを着用して
ください。

警告
● 走行中は全員がシートベルトを着用
してください。着用しないと、万一
の事故時や急ブレーキ時に、死亡や
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

知識
● 点灯したまま走行すると、シートベルト
非着用警報（シートベルトリマインダー）
（ ）が鳴ります。

知識
● 点灯しているときは、電動パワーステア
リングは作動しませんが、マニュアルス
テアリングの性能は確保されています。
この場合は、ハンドル操作力が重くなり
ます。

●ハンドル操作時に、車両前方から機械が
作動するような音が聞こえることがあり
ますが、異常ではありません。

警告灯
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⑨ エアバッグ警告灯

電源ポジションを にすると約
秒間点灯後、消灯します。

●電源ポジションが のとき、
エアバッグのシステム、プリテン
ショナー機能に異常があると、点
灯又は点滅を続けます。

処置
● 電源ポジションを にしても点灯しな
いとき、又は約 秒間たっても点灯、点
滅を続けるときは、すみやかに日産販売
会社で点検を受けてください。

警告
● 電源ポジションを にしても点灯
しないときや、点灯、点滅を続ける
ときは、放置したまま走行しないで
ください。万一のとき エアバッ
グ、プリテンショナーシートベルト
が正常に作動せず、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

エアバッグ…
前席ロードリミッター付プリテン
ショナーシートベルト…

⑩ 警告灯

電源ポジションを にすると数秒
間点灯後、消灯します。

● 作動中に点滅します。
●電源ポジションが のとき、
のシステムに異常があると点灯し
ます。

処置
● 点灯したときは、すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。

アドバイス
● 点灯したときは の作動は停止しま
すが、 のない普通の車として走行
できます。滑りやすい路面では注意して
走行し、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。

…

警告灯



⑪ 警告灯

電源ポジションを にすると約
秒間点灯後、消灯します。

●ステアリングロックやインテリ
ジェントキーのシステムに異常が
あると点灯します。

処置
● 点灯したときは日産販売会社に連絡して
ください。エンジンがかからないことや
電源ポジションが から動かないこ
とがあります。

インテリジェントキー…

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

⑫インテリジェントクルーズコント
ロール警告灯★

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯します。

●エンジン回転中、インテリジェン
トクルーズコントロールのシステ
ムに異常があると、“ピー”という
ブザー音とともにインテリジェン
トクルーズコントロールを解除し
ます。

処置
● 点灯したときは、安全な場所に停車して、
一度エンジンを止めてから再度セット操
作をしてください。

アドバイス
● 上記の操作をしても点灯し続ける、又は
セットできないときは、システムの異常
が考えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を受け
てください。

インテリジェントクルーズコント
ロール…

警告灯
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⑬インテリジェントブレーキアシス
ト警告灯★

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯しま
す。

●エンジン回転中、インテリジェン
トブレーキアシストに異常がある
と“ピー”というブザー音ととも
に点灯します。

●エンジン回転中、インテリジェン
トブレーキアシストが一時的に作
動しない状態にあるとき点灯しま
す。（ブザー音は鳴りません。）

処置
●“ピー”というブザー音とともに点灯し
た場合は、安全な場所に停車し、一度エ
ンジンを止めてから、センサー部が汚れ
ていないか確認してください。汚れてい
るときは、汚れている部分を柔らかい布
で清掃し、再度エンジンをかけ直してく
ださい。センサー部が汚れていないとき
は、再度エンジンをかけ直してください。

アドバイス
● 上記の操作をしても表示が点灯し続ける
ときは、システムの異常が考えられます。
通常走行には支障はありませんが、日産
販売会社で点検を受けてください。

インテリジェントブレーキアシスト
…

⑭プレビュー機能警告灯★

電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯します。

●エンジン回転中、プレビュー機能
に異常があると、“ピー”というブ
ザー音とともに点灯します。

処置
● 点灯したときは、安全な場所に停車して、
一度エンジンを止めてから再度エンジン
を始動してください。

アドバイス
● 上記の操作をしても表示が点灯し続ける
ときは、装置の異常が考えられます。通
常走行には支障はありませんが、日産販
売会社で点検を受けてください。
※プレビュー機能警告灯は、インテリ
ジェントクルーズコントロール警告灯
と兼用しています。

●エンジン回転中に警告灯が点灯したとき
は、プレビュー機能の作動は停止します
が、プレビュー機能のない普通のブレー
キとして使えます。

ブレーキアシスト（プレビュー機能
付）…

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

警告灯



⑯タイヤ空気圧警告灯

●電源ポジションを にすると約
秒間点灯後、消灯します。

●タイヤ空気圧警報システムに異常
があると約 分間点滅後、点灯しま
す。

●タイヤ空気圧が低下し、タイヤ空
気圧警告を表示すると点灯します。

処置
● タイヤ空気圧警報システムに異常があっ
たときは、すみやかに安全な場所に停車
し、日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

●タイヤ空気圧が低下したときは、安全な
場所に停車し、タイヤを確認してくださ
い。

知識
● 温度による空気圧の変化や自然に空気圧
が減少したときにも点灯しますが、適切
な空気圧に調整して消灯すれば故障では
ありません。

●高速走行時は警告灯が点灯することがあ
りますが、減速して消灯すれば故障では
ありません。

タイヤ空気圧警告…
タイヤ空気圧警報システム（空気圧
充填完了ガイド機能付）…

⑮ 警告灯

電源ポジションを にすると約
秒間点灯後、消灯します。

●電源ポジションが のとき、アク
ティブ のシステムに異常があ
ると点滅します。

処置
● 点滅したときは、日産販売会社で点検を
受けてください。

アクティブ について…

警告灯
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⑰マスターウォーニング

●車両情報ディスプレイに警告が表
示されると点灯します。

処置
● 点灯したときは車両情報ディスプレイの
警告表示を確認して、適切な処置をして
ください。

知識
● 警告された要因が処置されると消灯しま
す。

●車両情報ディスプレイの表示を切り替え
ても、警告された要因を処置しないとマ
スターウォーニングは消灯しません。

車両情報ディスプレイ（警告）…

⑱踏み間違い衝突防止アシスト警告
灯★

●電源ポジションを にすると約
秒間点灯後、消灯します。

●踏み間違い衝突防止アシストが作
動中に点滅します。

●踏み間違い衝突防止アシストのシ
ステムに異常があると点灯します。

●踏み間違い衝突防止アシストを
にすると点灯します。（踏み間

違い衝突防止アシストスイッチの
表示灯が消灯）

処置
● 踏み間違い衝突防止アシストスイッチの
表示灯が点灯している状態で、警告灯が
点灯したときは、安全な場所に停車して、
一度エンジンを止めてから再度エンジン
を始動してください。

アドバイス
● 上記の操作をしても警告灯が点灯し続け
るときは、システムの異常が考えられま
す。通常走行には支障はありませんが、
日産販売会社で点検を受けてください。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車
枠検知機能付）…
踏み間違い衝突防止アシストスイッ
チの使いかた…

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

警告灯



インテリジェントキー機能では、
誤操作などによる予期せぬ車両の
動き出しや、車両盗難などを防ぐ
ため、車内外で警報ブザーを鳴ら
します。

●警報ブザーが鳴ったときは、必ず
車両及びインテリジェントキーの
確認を行ってください。

■ドア開閉時の警報
ドアを閉めたときに、車外警報ブザー
が“ピッピッピッ”と鳴ったとき

ドアを閉めたときに、車内警報ブザー
が“ピピッピピッピピッ”と鳴った
とき

●電源ポジションが 又は のま
ま、インテリジェントキーが車外
へ持ち出されていませんか？
⇒インテリジェントキーを車内に
戻してください。

⇒電源ポジションを 又は
にしてください。

アドバイス
● インテリジェントキーがインストルメン
トパネル上、グローブボックス内、ドア
ポケット内、ラゲッジルーム内などにあ
ると警報ブザーが作動することがありま
す。

知識
● 警報と同時に車両情報ディスプレイにイ
ンテリジェントキー表示・警告（

）を表示する場合があります。

インテリジェントキー機能
の警報について

インテリジェントキー機能の警報について
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ドアを閉めたときに、車外警報ブザー
が“ピピピピ･･･”と鳴ったとき
●無意識にリクエストスイッチを押
していませんか？
⇒リクエストスイッチに触れない
ようにして ドアを閉めてくださ
い。

ドアを閉めたときに、車外警報ブザー
が“ピー”と鳴り続けたとき
●セレクトレバーがP以外に入って
いるときに、インテリジェントキー
が車外へ持ち出されていません
か？
⇒セレクトレバーをPにしてから
インテリジェントキーを持ち出
してください。

知識
● 車外警報ブザーはセレクトレバーをPに
戻すと停止します。

運転席ドアを開けたときに、車内警
報ブザーが“ピピピピッ、ピピピピッ
…”と鳴ったとき
●電源ポジションが になって
いますか？
⇒電源ポジションを にして
ください。

知識
● 車内警報ブザーは下記のいずれかの操作
を行うと停止します。
電源ポジションを にする。
運転席ドアを閉める。

インテリジェントキー機能の警報について



■ドア施錠時の警報
リクエストスイッチを押したときに、
車外警報ブザーが“ピピピピ…”と
鳴ったとき
●電源ポジションが 又は
になっていますか？
⇒電源ポジションを 又は

にしてください。

●インテリジェントキーを車内又は
ラゲッジルーム内に置き忘れてい
ませんか？
⇒インテリジェントキーを取り出
してください。

●いずれかのドアが半ドアになって
いませんか？
⇒ドアを閉め直してください。

●ドアを閉める前にリクエストス
イッチを押していませんか？
⇒ドアを閉めてからリクエストス
イッチを押してください。

知識
● 警報ブザーが鳴ったときは、施錠されて
いません。原因を確認し、再度施錠して
ください。

●次の場合にインテリジェントキーのドア
施錠スイッチを押しても警報ブザーが作
動します。
いずれかのドアが半ドアのとき。
ドアを閉める前にドア施錠スイッチを
押したとき。

■エンジンスイッチを押したと
きの警報

車内警報ブザーが“ピピピピピピッ”
と鳴ったとき
●セレクトレバーがPになっていま
すか？
⇒セレクトレバーをPにしてくだ
さい。

車内警報ブザーが“ピピッピピッピ
ピッ”と鳴ったとき
●インテリジェントキーを携帯して
いますか？
⇒インテリジェントキーを携帯し
てください。

⇒携帯している場合は、電池を交
換（ ）してください。

■セレクトレバーをPにしたと
き

車内警報ブザーが“ピピピピピピッ”
と鳴ったとき
●電源ポジションが になってい
ますか？
⇒電源ポジションを にしてく
ださい。

インテリジェントキー機能の警報について
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■警報ブザー音別一覧表
警報ブザー音 車両情報

ディスプレイ
何をしたときに
鳴ったか？ 確認すること

車
外
警
報
ブ
ザ
ー

ピピピピ…

－

リクエストスイッチ
を押したとき

電源ポジションが 又は のまま
になっていませんか？

－
インテリジェントキーを車内又はラ
ゲッジルーム内に置き忘れていません
か？

－ いずれかのドアが半ドアになっていま
せんか？

－ ドアを閉める前にリクエストスイッチ
を押していませんか？

－
インテリジェント
キーのドア施錠ス
イッチを押したとき

ドアを閉める前にドア施錠スイッチを
押していませんか？
いずれかのドアが半ドアになっていま
せんか？

－ ドアを閉めたとき 無意識にリクエストスイッチを押して
いませんか？

ピッピッピッ
キーが

見つかりません

キーが
見つかりません

ドアを閉めたとき
電源ポジションが 又は のまま、
インテリジェントキーが車外へ持ち出
されていませんか？

ピー
キーが

見つかりません

ドアを閉めたとき セレクトレバーがPになっています
か？

車
内
警
報
ブ
ザ
ー

ピピピピッ、
ピピピピッ…

運転席ドアを開けた
とき

電源ポジションが 又は のまま
になっていませんか？

ピピッピピッ
ピピッ

キーが
見つかりません

キーが
見つかりません

ドアを閉めたとき
電源ポジションが 又は のまま、
インテリジェントキーが車外へ持ち出
されていませんか？

キーが
見つかりません

キーが
見つかりません エンジンスイッチを

押したとき
インテリジェントキーを携帯していま
すか？（※）

ピピピピピピッ

エンジンスイッチを
押したとき

セレクトレバーがPになっています
か？

セレクトレバーをP
にしたとき

電源ポジションが 又は のまま
になっていませんか？

※：インテリジェントキーを携帯していても警報ブザーが鳴るときは、インテリジェン
トキーの電池を交換してください。（ ）

インテリジェントキー機能の警報について



■ブレーキパッド摩耗警報
ディスクブレーキのパッド（摩擦
材）が摩耗すると、走行中にブレー
キ付近から金属音（キーキー音）
が発生します。

●金属音が発生したときは、すみや
かに日産販売会社で点検を受けて
ください。

注意
● 金属音が発生したまま走行を続ける
と、ブレーキが効かなくなり、事故
につながるおそれがあります。

■ヘッドランプ消し忘れ警報
ライトを点灯したまま、電源ポジ
ションを 、 又は に
して運転席ドアを開けると、ブザー
が鳴ります。
ライトスイッチ…

警報装置

■リバースブザー
電源ポジションが のとき、セレ
クトレバーをRにすると、車内で
ブザーが鳴ります。

知識
● ブザーを鳴らして、セレクトレバーがR
に入っていることを運転者に知らせま
す。車外の人に対する警報ではありませ
ん。

■パーキングブレーキ戻し忘れ
警報
パーキングブレーキを戻し忘れた
まま走行すると（約 以上）、
ブザーが鳴ります｡

●すみやかにパーキングブレーキを
解除してください。

警告
● パーキングブレーキをかけたまま走
行しないでください。ブレーキが過
熱し、ブレーキの効きが悪くなり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

パーキングブレーキ…

■シートベルト非着用警報
（シートベルトリマインダー）
運転者がシートベルトを着用して
いない状態で走行すると（約

以上）、約 秒間ブザーが
鳴ります。

警告
● 走行中は全員がシートベルトを着用
してください。着用しないと、万一
の事故時や急ブレーキ時に、死亡や
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

知識
● 走行前にメーター内のシートベルト警
告灯（ ）が消灯していることを
確認してください。

■フォグランプ戻し忘れ警報
ライトスイッチが 位置かつ
フォグランプが で電源ポジショ
ンを にすると、約 秒間ブザー
が鳴ります。

インテリジェントキー機能の警報に
ついては、 をお読みください。

警報装置
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スイッチの使いかた

スイッチ
位　　置

ヘッドランプ
（前照灯）

車幅灯・尾灯
番号灯

消　灯 消　灯
自動点灯・消灯

消　灯 点　灯

点　灯 点　灯

オートライトシステムの使いかた…

ライトの点灯・消灯
スイッチを回し、●の位置にマーク
を合わせると、次のように点灯・
消灯します。

ライトスイッチ

アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させないで
ください。バッテリーがあがりエンジン
の始動ができなくなります。

知識
● ライトを点灯したままエンジンを止めて
運転席ドアを開けると、ヘッドランプ消
し忘れ警報（ ）が鳴ります。

バッテリーセーバー
● ライトを点灯したままエンジンを止め、
リモートコントロールエントリー機能又
はリクエストスイッチで施錠するとバッ
テリーあがりを防止するためライトが消
灯します。（次回運転席ドアを開けると
ライトが再点灯します。）

●ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走行
や洗車などにより、レンズ内面が一時的
にくもることがありますが異常ではあり
ません。
ヘッドランプなどのレンズ内面がくもる
…

ライトスイッチ



■キセノンヘッドランプについて
光量が多く太陽光に近い白色であ
るため、明るく自然で見やすいヘッ
ドランプです。

警告
● キセノンヘッドランプは、点灯時高
電圧になります。感電防止のため、
ランプの分解、改造はしないでくだ
さい。ランプの脱着、バルブの交換
は、日産販売会社にご相談ください。

アドバイス
● ランプが切れかかったときには、一般の
蛍光灯と同じように、著しく明るさが低
下したり、点滅したり、赤味を帯びた色
になることがあります。そのような現象
が現れたときは、日産販売会社にご相談
ください。

知識
● ヘッドランプ点灯時は、安定するまで若
干明るさや色が変化することがありま
す。

オートレベライザー
● ヘッドランプが下向き点灯時に乗車人員
や荷物量の違いにより車両姿勢が変化す
ると自動的に照射方向を調整するシステ
ムです。

■アクティブ について
ヘッドランプが自動的に進行方向
を照射し、夜間走行時に曲路の視
覚認識を高めるシステムです。

●ヘッドランプ点灯時、カーブや交
差点などでハンドルを操作すると
作動します。

警告
● ランプの脱着、バルブの交換は、日
産販売会社にご相談ください。

知識
● 左側はセレクトレバーがP、R以外のと
き作動し、右側はセレクトレバーがP、
R以外で、車速が約 以上のとき
作動し、車速が 以下になると作
動を停止します。

●エンジン始動時、ヘッドランプが細かく
動きますが、システムの作動をチェック
しているためで異常ではありません。

警告灯…

ライトスイッチ



車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

オートライトシステムの使いかた
■オートライトシステムについ
て
本車両のオートライトは、車外の
明るさに応じてライトを自動的に
点灯・消灯させるシステムです。

■使いかた
電源ポジションが のときに使え
ます。

●スイッチを回し、●の位置にマーク
（ ）を合わせると、次のよう
に点灯・消灯します。

ワイパー
車外 作動中 停止

明るいとき 点灯 消灯
薄暗いとき 点灯 点灯
暗いとき 点灯 点灯

●電源ポジションを にすると消
灯します。

アドバイス
● センサーの上に物を置いたり、ガラスク
リーナーなどを吹きかけないでくださ
い。センサーの感度が低下し、正常に作
動しなくなります。

オートライト用
センサー

知識
● ワイパー作動時は、ワイパーが数回作動
すると点灯します。

●ライトスイッチが のときフォグラ
ンプスイッチを にすると、車外の明
るさに関係なくフォグランプとヘッドラ
ンプが点灯します。

フロントワイパー連動・薄暮れ感知機能
● 夜間やトンネルなどの走行時に加え、歩
行者事故等が多く発生している夕暮れ時
や雨天でのフロントワイパー作動時もラ
イトを点灯させることにより、自車両を
目立たせ、周囲の歩行者やドライバーへ
の注意を喚起します。

ライトスイッチ



下向き

上向き

上向き

ヘッドランプの上向き、下向き切り替え
●ヘッドランプ点灯時、スイッチを
車両前方に押すと上向き（ハイビー
ム）になります。
（メーター内の表示灯が点灯）
●スイッチを元の位置に戻すと下向
き（ロービーム）になります。

●ライトスイッチの位置に関係なく、
スイッチを手前に引いている間も、
ヘッドランプの上向きが点灯しま
す。

アドバイス
● 対向車があるときや市街地走行などでは
下向きにしてください。

ヘッドランプ上向き表示灯…

フォグランプの点灯・消灯
ライトが点灯しているときに使え
ます。
霧などで視界が悪いときに使いま
す。

●スイッチの マークを●の位置に
合わせると点灯します。
（メーター内の表示灯が点灯）
●消灯するときは、 に合わせま
す。
（メーター内の表示灯が消灯）

ライトの点灯・消灯…

ライトスイッチ
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故障などでやむを得ず路上駐車す
るときや、非常時に使います。

●スイッチを押すと、すべての方向
指示器のランプとメーター内の方
向指示表示灯（ ）が点滅
します。

●止めるときは、スイッチを押し戻
します。

非常点滅表示灯スイッチ

アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させないで
ください。バッテリーがあがりエンジン
の始動ができなくなります。

電源ポジションが のとき使えま
す。

●スイッチを①の位置まで上又は下
に動かすと、方向指示器のランプ
が点滅します。
（メーター内の表示灯が点滅）
●車線変更などのときには、スイッ
チを②の位置まで上又は下に軽く
押さえます。
スイッチを押さえている間は点滅
し、手を離すと消灯します。

左側ランプ点滅

右側ランプ点滅

方向指示器スイッチ

アドバイス
● 方向指示器のランプとメーター内の方
向指示表示灯の点滅が速くなったとき
は、方向指示器のランプの電球切れな
どのおそれがあります。電球を交換し
てください。
電球（バルブ）を交換するときは…

方向指示表示灯…

方向指示器スイッチ／非常点滅表示灯スイッチ



電源ポジションが のとき使えま
す。

■ワイパーの使いかた

アドバイス
● 雪が降りそうなときや降雪時にはワイ
パーアームを起こしておいてください。
ワイパーに雪が積もり、破損するおそれ
があります。

●ワイパーアームを起こすときは、運転席
側のワイパーアームを先に起こしてくだ
さい。

●ワイパー作動中、雪などの障害物により
ワイパーが作動できなくなると、モー
ター保護のためにワイパーの作動が停止
することがあります。その場合は、スイッ
チを にし障害物を取り除いたあと、
モーターが冷えるまで（約 分程度）待っ
てから、再度スイッチを にしてくだ
さい。ワイパーが作動を開始します。

●凍結などでブレードがガラスに張り付い
ているときは、作動させないでください。
ワイパーが損傷したり、モーターが故障
するおそれがあります。

●ガラスが乾いているときは、ウオッ
シャー液を噴射してからワイパーを使っ
てください。ガラスが乾いた状態でワイ
パーを使用すると、ガラスやブレード（ゴ
ム部）を傷つけるおそれがあります。

ワイパー・ウオッシャース
イッチ

短い
長い

スイッチ位置 作　　動
回 作 動

停　　　　止
自 動 制 御
低速連続作動
高速連続作動

知識
● の位置では、スイッチを押し上げ
ている間ワイパーは作動し、手を離すと
自動的に 位置に戻り停止します。

●間けつ作動の間隔は、車速が速くなると
短くなる車速感知式です。

●ライトスイッチが 位置のときにワ
イパーが数回作動すると、車外の明るさ
に関係なくライトが点灯します。
オートライトシステムの使いかた…

フロントワイパー
●スイッチを下げる（ は上げる）
と、次のようにワイパーが作動し
ます。

●止めるときは、 の位置に戻し
ます。

●間けつ作動の間隔を調節するとき
は、スイッチを回します。

ワイパー・ウオッシャースイッチ
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リヤワイパー
●スイッチを回し、●の位置にマーク
を合わせると次のように作動しま
す。
スイッチ位置 作　　動

停　　　止
間けつ作動
連 続 作 動

■ウオッシャーの使いかた
●フロント側はスイッチを手前に引
くと、リヤ側は車両前方に軽く押
すとウオッシャー液が噴射し、ワ
イパーが数回作動します。

警告
● 寒冷時は、ウインドーガラスに吹き
つけられたウオッシャー液が凍結
し、視界を妨げ、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
ウオッシャー液を噴射する前に、
ヒーターを使ってウインドーガラス
を温めてください。また、ウオッ
シャー液は外気温に合わせた希釈割
合にしてください。
ウオッシャー液の濃度点検…

アドバイス
● ウオッシャー液が出ないときは、そのま
まで 秒以上作動させないでください。
モーターが故障する原因となります。

●ウオッシャー液を補給しても液が出ない
ときは、日産販売会社にご相談ください。

ワイパー・ウオッシャースイッチ



電源ポジションが のとき使えま
す。
バックドアガラス内側のくもりを
取るときに使います。

●スイッチを押すと約 分間作動し
ます。
（スイッチの表示灯が点灯）
●作動中に止めるときは、スイッチ
をもう一度押します。
（スイッチの表示灯が消灯）

リヤウインドーデフォッ
ガースイッチ

●ハンドルのラッパマークがある
パッド面（Ⓐの部分）を押すと、ホー
ンが鳴ります。

ホーンスイッチ

アドバイス
● 連続して長時間使用しないでください。
消費電力が大きいためバッテリーあがり
の原因になります。

●ヒーター付ドアミラー（ ）付車は、
リヤウインドーデフォッガースイッチを
押すと、ドアミラーヒーターも同時に作
動します。

知識
● パッド面の上部の方が中央部よりも比較
的軽い操作で鳴ります。

リヤウインドーデフォッガースイッチ／ホーンスイッチ
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運転のしかた

電源ポジション 働　　き
ステアリングロックが
作動する位置
オーディオ、ドアミ
ラーなどが使える位置
すべての電装品が使え
る位置

（ ）※消灯 電源が切れる位置

■電源ポジションの切り替えかた
インテリジェントキーを携帯しているとき、ブレーキペダルを踏まずにエンジ
ンスイッチを押すと電源ポジションが切り替わります。

●電源ポジションが のとき、いずれかのドアを開けるか、又は閉めると
に切り替わります。

アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、以下の条件がそろった状態で約 分経過すると自動的
に電源が になります。
電源ポジションが のとき。
全ドアが閉まっているとき。
セレクトレバーがPのとき。

●エンジンを止めたままオーディオなどを長時間つけておいたり、電源ポジションを 又は
にしたまま長時間放置しないでください。バッテリーがあがり、エンジンの始動やステ

アリングロックの解除ができなくなります。

知識
● インテリジェントキーの電池が切れているときは、電源ポジションを切り替えることができ
ません。対処方法については、以下のぺージをお読みください。
インテリジェントキーが正常に作動しないとき…
電池の交換のしかた…

●エンジンスイッチを押したときに「ステアリ
ングロック未解除表示」（ ）が表示
されたときは、ハンドルを軽く左右に回しな
がらエンジンスイッチをもう一度押してくだ
さい。

車両情報
ディスプレイ

エンジンスイッチ

エンジンスイッチ



③セレクトレバーがPにあることを
確認します。
セレクトレバーがNでも始動でき
ますが、安全のため必ずPで始動
してください。

エンジンの始動・停止のしかた
■エンジンの始動のしかた
運転するときは、インテリジェン
トキーを運転者が必ず携帯してく
ださい。
インテリジェントキーが作動範囲
内にあるとき、キーを取り出すこ
となくエンジンの始動ができます。
エンジン始動の作動範囲…

警告
● 換気の悪い車庫や屋内では、暖機運
転をしないでください。排気ガスに
よる一酸化炭素中毒を起こすおそれ
があります。

● ペダルの踏み間違いは思わぬ事故に
つながります。右足でアクセルペダ
ルとブレーキペダルを交互に踏み、
その位置を確実に覚えてください。

注意
● エンジンの始動は、必ず運転席に
座って行ってください。車外から行
うと、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

知識
● ブレーキペダルを踏んだり離したりした
とき、“カチッ”と音が聞こえることが
ありますが異常ではありません。

①アクセルペダルとブレーキペダル
の位置を確認します。
正しい運転姿勢（ ）がとれ
るようにハンドル、シート位置を
調節します。

②パーキングブレーキがかかってい
ることを確認します。

エンジンスイッチ
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④ブレーキペダルをしっかりと踏み
ます。

⑤アクセルペダルを踏まずに、エン
ジンスイッチを押すとエンジンが
始動します。
（一度押しただけでエンジンがかか
ります。）
エンジンがかからないときは、エ
ンジンスイッチを 秒以上押し続け
てください。

エンジンがかかりにくいときは
ブレーキペダルを踏みながら、ア
クセルペダルをいっぱいに踏み込
んでエンジンスイッチを約 秒間押
し続けてください。
そのあと、再度①～⑤の操作をし
てください。

アドバイス
● 緊急時以外は走行中にエンジンスイッチ
の操作を行わないでください。（走行中
にエンジンスイッチを 連打以上、又は
秒間押し続けるとエンジンが停止しま
す｡）

知識
● エンジンの始動を連続して行うと保護機
能が作動し、エンジンがかからなくなる
ことがあります。その場合は、 分以上
待ってから再度エンジンスイッチを押し
て始動してください。

■エンジンの停止のしかた
①停車後、セレクトレバーをPにし
ます。

②エンジンスイッチを押します。
電源ポジションが になり、エ
ンジンが停止します。

注意
● 車から離れるときは以下のことをお
守りください。
セレクトレバーをPに入れる。
電源ポジションを にする。

アドバイス
● セレクトレバーをPに戻す前にエンジン
スイッチを押すと になりません。
（P戻し忘れ警告（ ）が表示）
エンジンを停止するときは、必ずセレク
トレバーをPにしてからエンジンスイッ
チを押してください。

エンジンスイッチ



■インテリジェントキーが正常
に作動しないとき
インテリジェントキーの電池が切
れたときや、使用環境によりイン
テリジェントキーと車両の通信が
正常に行われないときには、以下
の手順でエンジンを始動してくだ
さい。

①セレクトレバーがPにあることを
確認し、ブレーキペダルを踏みま
す。

②インテリジェントキーの裏面を、
エンジンスイッチに接触させます。
（ブザーが“ピピッ”と鳴ります。）

③ の表示が点灯してから約
秒以内に、ブレーキペダルを踏ん
だままエンジンスイッチを押すと
エンジンが始動します。
ブレーキペダルから足を離してエ
ンジンスイッチを押すと、電源が
切り替わります。

アドバイス
● 上記の操作で始動できない場合は、早め
に日産販売会社へ連絡してください。

●エンジンを止めるときは、通常の
ときと同じように、セレクトレバー
をPにしてからエンジンスイッチ
を押してください。

知識
● ドアの施錠・解錠は、メカニカルキーを
使って行ってください。（ ）

●インテリジェントキーの電池が切れたと
きは、早めに電池を交換してください。

）

エンジンスイッチ
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●パーキングブレーキをかけるとき
は、右足でブレーキペダルを踏み
ながら、左足でパーキングブレー
キペダルをいっぱいに踏み込みま
す。

パーキングブレーキ

●解除するときは、右足でブレーキ
ペダルを踏みながら、左足でパー
キングブレーキペダルを“カチッ”
と音がするまで踏み、ゆっくりと
離します。

警告
● パーキングブレーキをかけたまま走
行しないでください。ブレーキが過
熱し、ブレーキの効きが悪くなり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

アドバイス
● 駐車するときは、必ずパーキングブレー
キをかけてください。

●パーキングブレーキをかけたあとに、
パーキングブレーキをかけ直したいとき
は、一度解除してから踏み込み直してく
ださい。

知識
● パーキングブレーキをかけると後輪が固
定されます。

●パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、パーキングブレーキ戻し忘れ警告
（ ）が表示され、パーキングブ
レーキ戻し忘れ警報（ ）が鳴り
ます。

パーキングブレーキ



■各セレクトレバー位置の働き
セレクトレバー位置 働　　　　　　　き

パーキング

駐車及びエンジンを始動するときの位置
電源ポジションを 又は に切り替えることがで
きます。
（P以外では電源ポジションを にできません。）

リバース
後退するときの位置
車内でブザーが鳴り運転者に知らせます。
（車外の人に注意するものではありません。）

ニュートラル
動力が伝わらない状態の位置
（Nでもエンジンの始動ができますが、安全のためPで
始動してください。）

ドライブ 通常走行するときの位置
速度に応じて無段階に自動変速します。

マニュアルモード

マニュアルモード走行する時の位置
セレクトレバーを （アップ）側に動かすとシフトアッ
プします。
セレクトレバーを－（ダウン）側に動かすとシフトダウ
ンします。

■セレクトレバーの操作

セレクトレバーの使いかた

セレクトレバーの使いかた
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警告
● 次のような操作は、トランスアクス
ルを破損し、思わぬ事故につながる
おそれがありますので、絶対にしな
いでください。
車が完全に停止する前にPに入れ
る。
車を前進させているときにRに入
れる。
車を後退させているときにDに入
れる。

アドバイス
● 印の操作は、ボタンを押さないで操
作する習慣をつけてください。ボタンを
押して操作すると、意に反してP、Rに
入れてしまうおそれがあります。

●Pから操作するとき、ボタンを押したま
まブレーキペダルを踏むと、セレクトレ
バーを動かせないことがあります。ボタ
ンは、ブレーキペダルを踏んでから押し
てください。

■マニュアルモードの使いかた
停車中や走行中に、セレクトレバー
をDからマニュアルシフトゲート
に入れると、マニュアルモードと
なり、手動でギヤを選択するマニュ
アル車のような運転ができます。

●セレクトレバーをDからマニュア
ルシフトゲートに入れます。
（ポジションインジケーターに「 」
と設定したシフトポジションを表
示します。）

シフトアップするとき
●セレクトレバーを＋（アップ）側
に動かします。
（高速ギヤに変速します。）

シフトダウンするとき
●セレクトレバーを－（ダウン）側
に動かします。
（低速ギヤに変速します。）

※セレクトレバーを同じ方向に連続
して動かしたときは、ギヤを連続
して変速します。

セレクトレバーの使いかた



マニュアルモードを解除するとき
●セレクトレバーをメインゲートに
戻すと、通常のD位置での走行状
態に戻ります。

知識
● マニュアルモードでは、走行性能の確保
や安全のため、セレクトレバーを操作し
ても希望する変速ギヤにシフトしないこ
とがあります。（その場合は、ポジショ
ンインジケーターが点滅し、ブザーが鳴
ります。）以下のような場合には自動的
に変速制御やエンジン回転制御が行われ
ますが、異常ではありません。
変速を希望するギヤに対して、エンジ
ン回転数が特に高いとき。
加速時などにあらかじめ設定されてい
るエンジン回転数を超えたとき。

●走行中にエンジンが高回転になったり、
が作動すると自動的にシフトアッ

プされ、その場の速度に応じたエンジン
回転数に制御されます。また、車速が下
がると自動的にシフトダウンし、停車前
に１速に入ります。

●外気温が非常に低いときは、トランスア
クスルが暖機されるまで、マニュアルシ
フトゲートに入れてもマニュアルモード
に入らず レンジのままになることがあ
ります。そのときは、セレクトレバーを
Dに戻して走行してください。（マニュ
アルシフトゲートに入れたまま走行した
場合は、トランスアクスルが暖機されて
もマニュアルモードには自動で切り替わ
りません。一度セレクトレバーをDに戻
してから操作してください。）

●アクセルを深く踏んだ高負荷な状態で長
く走り続けると、 油温を下げるた
めに通常より低いエンジン回転数で自動
的にシフトアップすることがあります。
高負荷な運転をやめ、 油温が下が
ると元に戻ります。

シフトロック解除ボタンの使い
かた
万一バッテリーあがりなどでセレ
クトレバーをPから動かせないと
きに使います。

①安全のためパーキングブレーキを
かけ、ブレーキペダルを踏み続け
ます｡

②先の細い物などでシフトロック解
除ボタンを押しながらシフトレ
バーのボタンを押して、シフトレ
バーを動かします。
傷つきを防ぐため、布などを当て
て押してください。

アドバイス
● セレクトレバーをPから動かせないとき
は、シフトロックシステム（ ）
などの故障が考えられます。すみやかに
日産販売会社で点検を受けてください。

セレクトレバーの使いかた
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■アダプティブシフトコント
ロール
急な上り下りや、カーブが連続す
るような道路状況でも快適で安全
な走りを実現できるよう自動的に
適切なギヤチェンジを行います。

上り坂での制御
変速回数の少ないなめらかな走行
ができるように、坂の勾配に応じ
て低速ギヤを保持します。

下り坂での制御
エンジンブレーキを併用させるこ
とで、フットブレーキを使う回数
を低減させるように坂の勾配に応
じて低速ギヤに切り替えます。

スポーティな走行での制御
アクセルペダルを踏み込んだとき
にもたつきのないスムーズな加速
が得られるように、加減速を繰り
返すような連続するカーブでは低
速ギヤを保持します。

注意
● オートマチックトランスアクスル
が、走行開始直後で暖まっていない
ときや、低速で高負荷な走行を繰り
返し過熱しているときは制御が作動
しない場合があります。その場合に
は必要に応じてセレクトレバーをマ
ニュアルモードに入れ、シフトダウ
ンしてください。

セレクトレバーの使いかた



オートマチック車は、クラッチ操
作が無くギヤチェンジを自動化し
てあるため、運転操作が簡単にな
りますが、オートマチック車特有
の取り扱いかたがありますので、
運転の基本操作を十分理解して、
正しく操作する習慣をつけてくだ
さい。

■発進のしかた
通常の発進
①ブレーキペダルを右足でしっかり
と踏んだまま、セレクトレバーを
動かします。
前進するときはD（又はマニュア
ルシフトゲート）に入れます。
後退するときはRに入れます。
セレクトレバー位置を、目で確認
してください。

警告
● 発進時は、絶対にアクセルペダルを
踏んだままのセレクトレバー操作を
しないでください。急発進して、重
大な事故につながるおそれがありま
す。

注意
● セレクトレバーがP、N以外にある
と、クリープ現象で車が動き出しま
す。エンジン始動直後やエアコン作
動時は、特に動き出す力が強くなり
ますので、ブレーキペダルをしっか
りと踏んでください。

オートマチック車の運転の
しかた

②パーキングブレーキを解除します。
③ブレーキペダルを徐々にゆるめた
あと、アクセルペダルをゆっくり
踏み発進します。

急な上り坂での発進
①セレクトレバーの位置を、目で確
認します。
②パーキングブレーキをかけたまま
で、ブレーキペダルを徐々にゆる
めます。
③アクセルペダルをゆっくり踏み、
車が動き出す感触を確認します。
④パーキングブレーキを解除し、発
進します。

オートマチック車の運転のしかた
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■走行のしかた

注意
● 走行中はセレクトレバーをNにしな
いでください。エンジンブレーキが
全く効かなくなり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、ト
ランスアクスルが故障する原因とな
ります。

● 次のような場合は、 保護のた
めにエンジン出力を抑制することが
あります。
エンジン回転数が急激に上がった
とき。
滑りやすい路面を走行したとき。
動力測定機で動力測定したとき。

通常の走行
●セレクトレバーをDに入れたまま
走行します。

●アクセルペダルとブレーキペダル
の操作だけで加速、減速を行いま
す。
アクセルペダルの踏みかげんと走
行速度や走行状況などにより、適
切なギヤに自動変速されます。

急加速したいとき
●アクセルペダルをいっぱいに踏み
込みます。
キックダウンし急加速します。

上り坂の走行
●速度が下がってきたら、セレクト
レバーはDのままでアクセルペダ
ルを踏み込みます。
坂の勾配に応じて、自動的に低速
ギヤに切り替わり、低速ギヤを保
持します。

●アクセルペダルの踏みかげんと走
行速度により、キックダウンする
ことがあります。

●マニュアルモード（ ）の
ときは、マニュアル車と同様に、
坂の勾配に応じて低速ギヤに入れ
ます。

オートマチック車の運転のしかた



■停車のしかた
●セレクトレバーはDのままで、ブ
レーキペダルをしっかりと踏みま
す。

●上り坂では、必要に応じてパーキ
ングブレーキをかけてください。

●停車時間が長くなるときは、セレ
クトレバーをNに入れます。

警告
● 停車中の空吹かしはしないでくださ
い。万一、セレクトレバーがP、N
以外にあると急発進し、思わぬ事故
につながるおそれがあります。停車
後の再発進は、セレクトレバーの位
置を、目で確認してください。

注意
● エアコン使用時はエンジン回転数が
変動するため、クリープ現象が断続
的に強くなることがあります。ブ
レーキペダルを特にしっかりと踏ん
でください。

アドバイス
● 上り坂ではクリープ現象を利用した停車
や、アクセルペダルを踏みながら停止状
態を保つような停車はしないでくださ
い。トランスアクスルが故障する原因と
なります。

下り坂の走行
エンジンブレーキを併用して走行
します。

●セレクトレバーがDでも、アクセ
ルペダルを戻すと自動的にエンジ
ンブレーキが得られます。

●マニュアルモード（ ）の
ときは、マニュアル車と同様に、
坂の勾配に応じて低速ギヤに入れ
ます。

警告
● セレクトレバーをDにしたまま下り
坂を走行すると、エンジンブレーキ
の効きが弱く、スピードが出すぎる
ことがあります。このようなときは、
フットブレーキだけを使い続ける
と、フットブレーキに負担がかかり、
過熱してブレーキの効きが悪くなる
おそれがあります。必ずエンジンブ
レーキを併用してください。

● 滑りやすい路面では、急激なエンジ
ンブレーキは効かせないでくださ
い。タイヤがスリップするおそれが
あり危険です。

オートマチック車の運転のしかた
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■駐車のしかた
①車を完全に停止させます。
②ブレーキペダルを踏んだまま、パー
キングブレーキをかけます。

③セレクトレバーをPに入れ、目で
確認します。
セレクトレバーをPに入れると駆
動輪が固定されるため、車が動き
出す心配がなく安全です。

④エンジンを止めます。

注意
● 車から離れるときは、必ずセレクト
レバーをPに入れ、エンジンを止め
てください。エンジンがかかったま
まで、セレクトレバーがP、N以外
に入っていると、クリープ現象で車
が動き出したり、誤ってアクセルペ
ダルを踏み込むと急発進し、思わぬ
事故につながるおそれがあります。

■そのほかに気をつけること

警告
● 坂道などでセレクトレバーをD、マ
ニュアルシフトゲートに入れたまま
惰性での後退をしたり、Rに入れた
まま惰性での前進をしないでくださ
い。エンジンが止まり、極度にハン
ドルの操作力が重くなったりブレー
キの効きが悪くなり、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

車を少し移動させるとき
●車を少し移動させるときも正しい
運転姿勢をとり、ブレーキペダル、
アクセルペダルが確実に踏めるよ
うにしてください。

車を後退させるとき
●後退時は身体をひねった状態とな
り、ペダルの操作を間違うおそれ
があります。ブレーキペダルが確
実に踏める姿勢をとるようにして
ください。

●少し後退したときなどは、セレク
トレバーをRに入れたことを忘れ
てしまうことがあります。後退し
たあとは、すぐにセレクトレバー
をNに戻す習慣をつけてください。

オートマチック車の運転のしかた



■ 車について
車は、滑りやすい路面などで

優れた走行性能を発揮しますが、
万能ではありません。

車特有の取り扱いかたを十分
理解し、正しい運転をしてくださ
い。

× …

■走行するときは
●オフロード（不整地）走行やラリー
走行用ではありません。
走行するときは以下のことを必ず
お守りください。
渡河などの水中走行はしないで
ください。
砂地、ぬかるみなど、前輪が空
転しやすいところでの連続走行
はしないでください。
脱輪などにより車輪が宙に浮い
ているときは、むやみに空転さ
せないでください。

●運転操作は一般車と同様です。ハ
ンドル、アクセル、ブレーキなど
の操作は慎重に行い、安全運転に
心がけてください。

（ 輪駆動）車の扱い
かた

■タイヤについて
●タイヤの交換は 輪とも同時に行い
必ず指定サイズで同一の銘柄、パ
ターン（溝模様）のタイヤを装着
してください。

●摩耗差が大きいものやサイズが異
なるタイヤを装着すると車の駆動
機構を破損するおそれがあります。
冬用タイヤも必ず 輪同じものを装
着してください。
タイヤ交換は日産販売会社にご相
談ください。

知識
● 砂地・渡河などのオフロード走行や脱輪
時の無理な操作などにより、前後輪間の
回転数差が大きい（車輪が空転する）状
態が続くと駆動系部品の油温が上昇しま
す。
この場合、駆動系部品の保護のため、

警告灯が速く点滅し、 状態に
切り替わります。しかしアイドリング状
態でしばらく停車し、点滅しなくなると

モードに復帰します。
● 車は 車に対し、制動距離が短
くなるわけではありません。

（ 輪駆動）車の扱いかた
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■ 車の特性
タイトコーナーブレーキング現象
●乾燥した舗装路を 状態で走行
中、ハンドルをいっぱいにきって
旋回すると、ブレーキをかけたよ
うな状態になることがあります。
この現象をタイトコーナーブレー
キング現象といいます。この現象
は旋回するとき前後輪に回転差が
生じるために起きる 車特有の
現象で異常ではありません。この
現象が発生したときはハンドルの
操作力が重くなります。

モード時の急旋回はしない
●乾燥した舗装路を モードで
急旋回するとタイトコーナーブ
レーキング現象が起きてハンドル
の操作力が重くなり運転しにくく
なります。
乾燥した舗装路では モード
で走行しないでください。

アドバイス
● タイトコーナーブレーキング現象が起き
るとタイヤのスリップ音や駆動系のきし
み音などが発生することがあります。

■走行のしかた
乾燥した舗装路を走行するとき
●駆動モード切り替えスイッチ（

）を 又は にして
走行します。

注意
● 乾燥した舗装路を モードで走
行しないでください。駆動系に無理
がかかり重大な故障の原因となりま
すので、絶対に避けてください。ま
た、タイヤが摩耗したり燃費が悪く
なることがあります。

雪道など舗装路以外を走行するとき
●駆動モード切り替えスイッチ（

）を 又は に切り
替えます。

●路面の状態に合わせて慎重に走行
します。

注意
● 急加速や急ハンドル、急ブレーキな
どはしないでください。
タイヤがスリップしたり、横滑りや
尻振りなどをおこし、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

（ 輪駆動）車の扱いかた



× ★

× は 通りのモード
（ 、 、 ）を備え、
走行状況に応じて任意の駆動モー
ドを選択できる システムで
す。

モードでは電子制御の働き
により多板クラッチの押付力をコ
ントロールし、前後輪の駆動トル
ク配分をほぼ ： （ ）～
： （ ）まで自動的に変

化させ、路面状況の変化に合わせ
た最適なトルク配分が得られます。

アドバイス
● エンジン暖機中はエンジンアイドル回転
数が高くなっています。 モードで
滑りやすい路面などを発進又は走行する
ときは十分注意してください。

●駆動モード切り替えスイッチは、車を直
進状態にして操作してください。

● モードに切り替えるときは、停車
状態か低車速で操作してください。車速
が 以上になると モードに
切り替えることはできません。

知識
● モードにしておくと、路面状態に
応じ前後輪へのトルク配分を自動的に変
更し、雪道や滑りやすい路面での走行性
能が高まります。

●旋回時及び加減速時に駆動モード切り替
えスイッチを操作したときや電源ポジ
ションを にしたときは、ショック
が発生することがありますが、故障では
ありません。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

駆動モード切り替えスイッチ
エンジン回転中に、スイッチを押
して駆動モードを切り替えます。

モード
●スイッチが中立位置の場合は、基
本的に モードになります。

モード
● モードに切り替えるときは、
スイッチの上側を押します。

● モードを解除するときは、ス
イッチの下側を押して中立位置に
戻します。

モード
● モードに切り替えるときは、
停 車 状 態 あ る い は 車 速 が 約

以下のときに、スイッチ
の下側を押します。
（メーター内の表示灯 が点灯）
● モードを解除するときは、
もう一度スイッチの下側を押しま
す。
（メーター内の表示灯 が消灯）

×
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■駆動モード切り替えスイッチの働き

駆動モード 駆動状態 駆動モード
表示灯 路面状況

前輪駆動 消　灯 乾いた舗装路を経済的に走行
したいとき。

前輪駆動から
輪駆動まで
自動調節

舗装路や滑りやすい路面を通
常に走行するとき。

直結 輪駆動
（低車速時）
＊ 、 、

ラフロードを走行するとき。

※ ：前後輪の回転差が大きい状態が続くとき、一時的に モードから
モードに切り替わりますが異常ではありません。

※ ：車速が上がると自動的に モードに切り替わります。（駆動モード表示
灯は点灯のまま）

※ ：車速が上がった状態で走行を続けた場合は モードが自動的に解除さ
れ、 モードに切り替わります。（駆動モード表示灯 が消灯）

注意
● 雪道などで前輪を空転させたまま駆動モード切り替えスイッチを操作しないでくだ
さい。車両が思わぬ方向へ飛び出すおそれがあります。

● 乾燥した舗装路を モードで走行しないでください。駆動系に無理がかかり、
重大な故障の原因になりますので絶対に避けてください。また、タイヤの早期摩耗
や燃費低下にもつながります。

● 車は万能ではありません。走行するときは以下のことを必ずお守りください。
渡河などの水中走行はしない。
砂地、ぬかるみなど、前輪が空転しやすいところでの連続走行はしない。
脱輪などにより車輪が宙に浮いているときは、むやみに空転させない。

知識
● モードを選択時、車速が上がると駆動モード表示灯は点灯したまま モードに自
動的に切り替わりますが、車速が下がると直結 輪駆動状態に自動的に戻ります。

● モードを選択時、車速が上がった状態で走行を続けると モードが自動的に解除
され、駆動モード表示灯が消灯し、 モードに切り替わります。

● モード選択時は、常時駆動モード表示灯が点灯しています。
●電源ポジションを にすると、 モードは自動的に解除されます。

×



■駆動モード表示灯

メーター内にあります。
●電源ポジションを にすると約
秒間点灯後、消灯します。

●エンジン回転中、駆動モード切り
替えスイッチで選択した位置を表
示します。

知識
● 警告灯が点灯すると駆動モード表
示灯は消灯します。

● モードで使用中、電源ポジション
を にすると、 モードが自動
的に解除されます。再度 モードで
使いたいときは、エンジン始動後にス
イッチを押して駆動モード表示灯を点灯
させてください。

●エンジン始動前にスイッチを押しても
モードの切り替えはできません。

詳しくは、駆動モード切り替えス
イッチの働き… をお読みくだ
さい。

■ 警告灯
メーター内にあります。

●電源ポジションを にすると点灯
し、エンジンがかかると消灯しま
す。

●エンジン回転中に システムに
異常があると、点灯又は点滅しま
す。
警告灯 点灯、点滅の条件

点　灯

システムに異常
があるとき

速い点滅

駆動系部品の油温が異
常に上昇したとき

遅い点滅

前後の車輪の回転差が
大きいとき
（著しく径が異なるタ
イヤを装着して走行し
た場合）

注意
● 消灯しないときは、すみやかに日産
販売会社で点検を受けてください。

知識

速い点滅
約 秒間に 回点滅

遅い点滅
約 秒間に 回点滅

詳しくは、 警告灯… を
お読みください。

×
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注意
● この装置は車両の走行安定性を向上
させるもので事故を防止するもので
はありません。 の作動にも限
界があるため、滑りやすい路面や
コーナーの手前では特にスピードを
落とし安全運転に心がけてくださ
い。

● 下記部品を純正品以外に交換した
り、改造したときに 警告灯が
点灯することがあります。
その場合は、 が正常に作動し
ないことがあります。
サスペンション関係部品（ショッ
クアブソーバー、ストラット、ス
プリング、ブッシュ類など）
タイヤ、ホイール（指定サイズ以
外）
ブレーキ関係部品（パッド、ロー
ター、キャリパーなど）
エンジン関係部品（マフラー、

〔エンジンコントロールモ
ジュール〕など）
車体補強関係部品（ロールバー、
タワーバーなど）

● サスペンション、タイヤ、ブレーキ
などの関係部品が著しく摩耗及び劣
化した状態で走行すると、 警
告灯が点灯することがあります。そ
の場合は、 が正常に作動しな
いことがあります。

● 駐車場の入り口などにあるターン
テーブルや動くものの上に車がある
とき、 の警告灯が点灯するこ
とがあります。この場合はターン
テーブルなど動くものの上から降り
てからエンジンをかけ直してくださ
い。

● 極端に傾いた特殊な路面（サーキッ
ト路に見られるバンクなど）を走行
すると 警告灯が点灯すること
があります。その場合は、 が
正常に作動しないことがありますの
で、そのような路面を走行しないで
ください。

● 付車でも雪道などでは冬用タ
イヤやタイヤチェーンを装着してく
ださい。

走行中、滑りやすい路面や障害物
の緊急回避などのときには、車両
が横滑りや尻振りを起こすことが
あります。

は横滑りや尻振りを起こしそ
うになると横滑り状態をセンサー
が判別し、ブレーキ制御とエンジ
ン出力制御により走行時の車両安
定性を向上させるシステムです。

● が実際に作動していると
き、メーター内の 警告灯が点
滅します。

● システム内のトラクション
コントロール機能のみが作動して
いるときも 警告灯が点滅しま
す。

● 警告灯が点滅したときは、
車両が滑りやすい状態になってい
ますので特に慎重に運転してくだ
さい。

警告灯…

（ビークルダイナミク
スコントロール）

（ビークルダイナミクスコントロール）



■ スイッチの使いかた
の作動をやめたいときに使い

ます。
● スイッチを押すと、
の働きを停止します。
（メーター内の表示灯が点灯）
●もう一度スイッチを押すか、エン
ジンを再始動すると は作動を
回復し、表示灯が消灯します。

知識
● には「ブレーキ 」機能があり
ます。これは、滑りやすい路面などで駆
動輪が空転した場合、空転している駆動
輪にブレーキをかけることにより、もう
一輪の駆動力を確保する （リミテッ
ドスリップデフ）機能です。作動時は、
ブレーキの作動により音や振動が発生す
る場合がありますが、異常ではありませ
ん。

アドバイス
● が作動すると発進時や加速時に車
体及びペダルにわずかな振動と作動音が
発生しますが異常ではありません。

●ぬかるみや新雪から脱出するときなど
は、スリップ状態を感知し、アクセルペ
ダルを踏み込んでもエンジン回転数が上
がらないことがあります。回転数を上げ
たいときは スイッチを押して
システムを にしてください。

● スイッチを押すと、 機能
及びブレーキ 機能を除く の全
ての機能（トラクションコントロールを
含む）が停止します。

知識
● 電源ポジションを にしたときや、エ
ンジン始動後最初の発進時に、エンジン
ルームからモーターなどの音が聞こえる
ことがありますが、これはシステムの作
動をチェックしている音で異常ではあり
ません。

（ビークルダイナミクスコントロール）
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インテリジェントクルーズコントロールには、以下のような機能があります。
●先行車を検出していない場合は、運転者がセットした車速で定速走行します。
●先行車を検出している場合は、先行車との距離を測定し、運転者がセットした
車速を上限として車速に応じた車間距離を保つように車間制御を行います。
詳しくは、 をお読みください。

ナビ協調機能
●ナビゲーションシステムからの情報をもとに、運転者がセットした車速を上限
として、前方のカーブの大きさに応じた車速で走行できるように車速制御を行
います。
詳しくは、 をお読みください。

定速制御機能
●運転者がセットした車速（約 ～ ）で定速走行します。
（車間距離の制御は、行いません。）
詳しくは、 をお読みください。

注意
● 機能によって制御内容が異なりま
す。
インテリジェントクルーズコント
ロールを使用するときは、どの機能
が選択されているかを車両情報ディ
スプレイで必ず確認してください。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

インテリジェントクルーズコントロール★

インテリジェントクルーズコントロール



インテリジェントクルーズコントロール
先行車との距離を測定し、運転者がセットした車速を上限として車速に応じた
車間距離を自動的に保ちながら走行することができます。
セレクトレバーがD又はマニュアルモードのときに以下の制御を行います。

●先行車を検出していないときは、運転者がセットした車速（約 ～
）で定速走行します。

●先行車を検出しているときは、運転者がセットした車速（約 ～
）を上限として、車速に応じた車間距離を保つように車間制御を行

い走行します。
また、先行車両が停止したときには、自車もそれに応じて停止します。
（停止後はシステムが自動的に解除されます。）
●先行車を検出しなくなったときは、セットした速度までゆっくりと加速し、定
速走行を行います。
なお、車速が約 を下回っている場合は、システムが自動的に解除され
ます。

注意
● 本システムは高速道路や自動車専用道路でご使用ください。
● インテリジェントクルーズコントロールにより停止までブレーキ制御を行います
が、停止状態を保持する機能はありません。自車が停止したとシステムが判断する
と、ブザー音とともにブレーキ制御が解除され、クリープ現象によりゆっくりと車
両が動き出します。停止状態を保持するためのブレーキ操作は、必ず運転者が行っ
てください。（先行車との車間距離が短いときや下り坂で追従走行しているときな
ど、状況により停止できない場合もあります。）

インテリジェントクルーズコントロール
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走行
状況

定速走行
先行車を検出して
いないとき

減速走行
設定した車速より
遅い先行車が検出
されたとき

追従走行
設定した車速より
遅い先行車に追従
するとき

加速走行
設定した車速より
遅い先行車を検出
しなくなったとき

例

に設定 で 定 速
走行時に、
の先行車を検出し
たとき

に設定
しているときに、

の先行車
がいるとき

に設定
しているときに、

の先行車
を検出しなくなっ
たとき

（設定車速） → →
（設定車速）

注意
● インテリジェントクルーズコントロールには限界がありますので、機能を過信しな
いでください。脇見運転やぼんやり運転などの前方不注意及び雨・霧などの視界不
良を補助するものではありません。先行車との車間距離、周囲の状況に応じてブレー
キペダルを踏んで減速するなどして車間距離を確保し、安全運転に心がけてくださ
い。

● インテリジェントクルーズコントロールの減速能力には限界がありますので、自車
の前へ他車が割り込んだときや先行車が急ブレーキをかけたとき、下り坂で追従走
行しているときなどは、十分に減速できず先行車に接近することがあります。この
場合は、ブザー音及び表示による警報で注意を促します。

インテリジェントクルーズコントロール



注意
● 次のような状況では、思わぬ事故につな
がるおそれがありますのでインテリジェ
ントクルーズコントロールを使わないで
ください。
交通量の多い道や急カーブのある道
道路状況にあった速度で走行できな
いため事故につながるおそれがあり
ます。

凍結路や積雪路など滑りやすい路面
タイヤが空転し、車のコントロール
を失うおそれがあります。

悪天候（雨、霧、雪など）のとき
先行車との車間距離が正確に検出で
きない場合があります。ワイパーを
低速（ ）、高速（ ）で作動させ
るとインテリジェントクルーズコン
トロールは自動的に解除されます。
（ワイパースイッチが 位置でワイ
パーが低速、又は高速で作動してい
るときを含む）

前方からの強い光（太陽光など）を受
けたとき
先行車との距離が正確に検出できな
い場合があります。

センサー部に雨滴、雪などが付着して
いるとき
先行車との距離が正確に検出できな
い場合があります。

急な下り坂
先行車を検出していない場合はイン
テリジェントクルーズコントロール
の制御によるブレーキ操作を行わな
いため、セットした車速を超えてし
まうおそれがあります。
また、先行車を検出していて追従走
行している場合には、ブレーキが過
熱してしまうおそれがあります。

急な上り坂、下り坂が繰り返される道
先行車を正確に検出できず、先行車
に近づきすぎて思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

頻繁な加減速により、車間距離が保ち
にくい交通状況のとき
交通状況にあった速度で走行できな
いため、事故につながるおそれがあ
ります。

● 高速道路などで、インターチェンジ、
サービスエリア、パーキングエリアな
どに進入する（本線から出る）とき本
線上でインテリジェントクルーズコン
トロールによりセット車速よりも遅い
車速で走行する先行車に追従走行して
いる場合には、自車又は先行車の車線
変更などで、自車線上に先行車を検出
しなくなることによりセット車速まで
自動的に加速するため、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

インテリジェントクルーズコントロール
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注意
● 停止中の車両や自車速より極端に遅い車
両に対しては、インテリジェントクルー
ズコントロールによる制御も接近警報も
行いません。料金所や渋滞の最後尾で停
車中の車両や極端に速度の遅い車両など
には十分注意してください。

● 急な割り込み車両や、歩行者などの車両
以外のものに対しては、制御又は接近警
報を行いません。

● この機能は先行車のリフレクター（反射
器）を主に検出しているため、次の場合
には、先行車を正確に検出できず、車間
距離が適切に保てなくなる場合がありま
す。周囲の状況に十分注意し、必要に応
じてブレーキ操作をしてください。
先行車のリフレクターが高い位置に
ある車（トレーラーなど）のとき
先行車の後部が著しく汚れていると
き
先行車や他車線の車が路上の水や雪
などを巻き上げて走っているとき
先行車や他車線の車からの排煙（黒
煙）がひどい場合や、走行道路周辺
で煙が発生して前方の視界が十分に
見通せないとき
先行車がリフレクター部にフィルム
などを貼った車やリフレクターが付
いていない車、リフレクター部が破
損している車のとき
後席やラゲッジルームに極端に重い
荷物を積んだとき
急な上り坂、下り坂が繰り返される
道を走行しているとき

●近距離ではセンサーの検出エリアが狭い
ため、自車線の端を走行する二輪車を検
出できなかったり、間近に割り込んでく
る先行車の検出が遅れたりして、車間距
離が適切に保てない場合があります。

●センサーの汚れを自動的に判定する機能
を備えておりますが万全ではありません。
状況によってはセンサーが汚れていても
判定できない場合があります。また雪、
氷などが付着したときも判定できない場
合があります。このような状況では、車
間距離が適切に保てなくなるおそれがあ
りますので、常に前方に注意して走行し
てください。また、センサー部はいつも
きれいにしておいてください。
なお、汚れを判定した場合は、インテリ
ジェントクルーズコントロールは自動的
に解除されます。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出入り口、
車線規制や工事中などで車線の幅が狭く
なっている道）や自車の状況（ステアリ
ング操作、車線内の位置、事故や故障で
走行が不安定な場合など）によっては、
一時的に先行車を検出できなくなった
り、隣の車線の車両や周辺のものを検出
して制御したり、警報が作動する場合が
あります。
また、一時的に先行車を検出できず、先
行車に近づく場合があります。

インテリジェントクルーズコントロール



■ステアリングスイッチ（インテリジェントクルーズコントロール）

①メインスイッチ
インテリジェントクルーズコント
ロールの ・ ができます。

②セット コーストスイッチ（下押し）
インテリジェントクルーズコント
ロールのセットができます。
設定車速を下げることができます。

③リジューム アクセラレートスイッ
チ（上押し）
インテリジェントクルーズコント
ロールを解除後、解除前の設定車
速に再びセットすることができま
す。
設定車速を上げることができます。

④キャンセルスイッチ
インテリジェントクルーズコント
ロールの解除ができます。

⑤車間設定スイッチ
車間設定を「長」「中」「短」の 段
階に切り替えることができます。

インテリジェントクルーズコントロール
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■表示灯・警告灯・車両情報ディスプレイ
車両情報ディスプレイはメーター内にあります。

①インテリジェントクルーズコント
ロール警告灯（オレンジ）
インテリジェントクルーズコント
ロール警告灯…
インテリジェントクルーズコント
ロールのシステムに異常があるこ
とお知らせします。

②先行車検出表示
先行車検出の有無をお知らせしま
す。

③車間設定表示
車間設定スイッチで設定した車間
設定を表示します。

④自車マーク

⑤クルーズ表示灯
メインスイッチが になっている
ことをお知らせします。

⑥設定車速表示
設定した車速を表示します。

インテリジェントクルーズコントロール



■セットのしかた
①メインスイッチを押してインテリ
ジェントクルーズコントロールを
にします。（ 秒未満押す）

（クルーズ表示灯、車間設定表示、
設定車速表示が点灯し、セット待
機状態になります。）

②設定したい車速まで加速又は減速
します。

③セット コーストスイッチ側に押し
ます。
スイッチを押したときの車速が設
定車速になります。
車速が約 以下で先行車を
検出しているときにスイッチを押
した場合、設定車速は に
なります。
（先行車検出の有無、車間設定、設
定車速が表示）

④制御を開始します。

注意
● インテリジェントクルーズコント
ロールを使用しないときは、メイン
スイッチを にしてください。
間違ってスイッチを押してしまった
場合、インテリジェントクルーズコ
ントロールがセットされてしまい思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

知識
● 以下の場合は車両情報ディスプレイが約
秒間点滅し、セットすることができま
せん。
車速が約 を下回っていて、先
行車を検出していないとき。
セレクトレバーがD又はマニュアル
モード以外のとき。
ワイパーを低速（ ）又は高速（ ）
で作動させているとき。（ワイパース
イッチが間けつ（ ）の位置でワイ
パーが低速、又は高速で作動している
ときを含む）
パーキングブレーキがかかっていると
き。
ブレーキを踏んでいるとき。
前方から強い光（太陽光など）を受け
ているとき。

インテリジェントクルーズコントロール
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■システムの作動
先行車を検出しているとき
運転者が設定した車間距離を保つ
ように制御します。
（先行車検出表示が点灯）

知識
● 以下の場合は“ピー”というブザー音と
ともに、車両情報ディスプレイが点滅し、
セットすることができません。

を にしているとき。
（インテリジェントクルーズコント
ロールを使用するときは、 を
にしたあと、メインスイッチを一旦

にし、再度①から操作し直して
ください。）

…
又は （トラクションコント

ロールを含む）が作動しているとき。
タイヤが空転しているとき。
（インテリジェントクルーズコント
ロールを使用するときは、上記の状態
が改善されてから、メインスイッチを
一旦 にし、再度①から操作し直
してください。）

●エンジンを止めるとインテリジェントク
ルーズコントロールは自動的に解除され
ます。

●インテリジェントブレーキアシストが作
動するとインテリジェントクルーズコン
トロールは自動的に解除されます。

●踏み間違い衝突防止アシストが作動する
とインテリジェントクルーズコントロー
ルは自動的に解除されます。

●車間設定はエンジンをかけるたびに「長」
に設定されます。「中」又は「短」に切
り替えたいときは車間設定スイッチを操
作します。
車間距離設定の変えかた…

注意
● ブレーキペダルの下に足を置かない
でください。インテリジェントク
ルーズコントロールの制御によりブ
レーキが作動したとき、足が挟まれ
るおそれがあります。

知識
● 設定車速（約 ～ ）を
上限とする範囲で制御します。

●インテリジェントクルーズコントロール
の制御によりブレーキが作動したとき
は、ブレーキペダルが動き自車の制動灯
が点灯します。

●ブレーキが作動したとき、音がすること
がありますが異常ではありません。

インテリジェントクルーズコントロール



先行車を検出しなくなったとき
設定車速までゆっくりと加速し、
定速走行します。
（先行車検出表示が消灯）

知識
● 設定車速までの加速中に先行車を検出す
ると、再び車間制御を行います。

●設定車速までは機能の制御によって加速
しますが、素早く加速したいときはアク
セルペダルを踏んで加速してください。

●車速が約 を下回ったときに、先
行車を検出しなくなると自動的に制御を
解除します。

■設定車速の変えかた

注意
● 車間制御しているときは、先行車に
合わせた車速に制御されるため、リ
ジューム アクセラレートスイッチ
側に押して、設定車速を上げても加
速しません。
しかしこのとき機能上は設定車速を
変更しているため、先行車を検出し
なくなるとその設定した車速まで加
速します。設定車速は車両情報ディ
スプレイの設定車速表示を確認しな
がら変更してください。

設定車速を変えたいとき
設定車速が きざみで変更で
きます。
（設定した車速は車両情報ディスプ
レイに表示されます。）

●設定車速を上げたいときは、リ
ジューム アクセラレートスイッチ
側（上側）に押します。

●設定車速を下げたいときは、セッ
ト コースト側（下側）に押します。

インテリジェントクルーズコントロール
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一時的に加速、減速をしたいとき
加速したいとき
●アクセルペダルを踏むと、加速し
ます。
アクセルペダルを離すと、元の制
御状態に戻ります。

注意
● アクセルペダルを踏んでいるとき
は、インテリジェントクルーズコン
トロールによるブレーキ操作も警報
も行いません。

減速したいとき
●ブレーキペダルを踏むと、減速（制
御が解除）します。
（設定車速表示の車速値が消灯し、
セット待機状態になります。）

●解除前の設定車速で再びセットし
たいときは、リジューム アクセラ
レートスイッチ側に押します。
（車両情報ディスプレイが再びセッ
ト状態の表示になります。）

注意
● 通常、車間制御中は先行車の速度に
合わせて自動的に加速、減速を行い
ます。しかし車線変更などで加速が
必要なときや、先行車が急減速した
り、他車が割り込むなどして先行車
に接近しそうになったときなどはア
クセルペダル、又はブレーキペダル
を踏んで周囲の状況に応じた適切な
加速、減速を行ってください。

知識
● アクセルペダルを踏んで加速した場合
や、セット コーストスイッチで設定車
速を下げた場合などで設定車速より実際
の車速の方が高くなったときは、設定車
速表示が点滅します。

●アクセルペダルを戻したあとに定速走行
し、車速が設定車速となった場合や、車
間制御で車速が設定車速以下となったと
きは、設定車速が点灯状態に戻ります。

インテリジェントクルーズコントロール



■車間距離設定の変えかた
先行車との車間距離を交通状況に
応じて選ぶことができます。制御
中又はセット待機状態のときに車
間設定を切り替えることができま
す。

●車間設定スイッチを押すごとに
「長」→「中」→「短」→「長」の
順に切り替わります。

アドバイス
● エンジンを止めると、車間設定は「長」
に戻ります。
（エンジンをかけるたびに初期の車間設
定は「長」になります。）

知識
● 各制御は車速に応じて変わり、車速が高
いほど長くなります。

●車速 で走行しているとき、車
間設定での制御車間距離の目安は次のと
おりです。
長：約
中：約
短：約

車間
設定 ディスプレイ

長

中

短

インテリジェントクルーズコントロール
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■解除のしかた
●次の操作でインテリジェントク
ルーズコントロールが解除されま
す。
キャンセルスイッチを押す。
メインスイッチを押す。
ブレーキペダルを踏む。

●次の場合は“ピー”というブザー
音とともに制御が自動的に解除さ
れます。
先行車を検出していない場合に、
車速が約 を下回ったと
き。
インテリジェントクルーズコン
トロールにより自車が停止した
とき。
セレクトレバーをD又はマニュ
アルモード以外にしたとき。
パーキングブレーキをかけたと
き。
ワイパーを低速（ ）、又は高
速（ ）で作動させたとき。
（ワイパースイッチが間けつ
（ ）の位置でワイパーが低速、
又は高速で作動しているときを
含む）

又は （トラクションコ
ントロールを含む）が作動した
とき。

を にしたとき。
前方から強い光（太陽光など）
を受けたとき。
センサー部が汚れ、車間距離の
測定が困難になったとき。
タイヤが空転したとき。

知識
● キャンセルスイッチで解除したときやブ
レーキペダルを踏んで解除したときは、
セット待機状態になります。

インテリジェントクルーズコントロール



■接近警報
車間制御中に先行車の減速度合い
が大きい場合や他車の割り込みな
どによって、十分な減速ができな
い状態で先行車に接近したときは、
次のようにブザーと車両情報ディ
スプレイの表示によって運転者に
注意を促します。
この場合は、ブレーキを踏んで減
速し、適切な車間距離を確保して
ください。

●先行車に接近し、車間距離が十分
でないと判断されるときは
ブザーが“ピッ、ピッ、ピッ、ピッ
…”と鳴ります。
車両情報ディスプレイの先行車
検出表示、車間設定表示が点滅
します。

注意
● 警報ブザーが頻繁に鳴るような状況
では、インテリジェントクルーズコ
ントロールを使用しないでくださ
い。

● 短い車間距離でも、次の場合には警
報が作動しないことがあります。
先行車との相対速度が小さいと
き。（ほぼ同じ速度で走っている
とき）
先行車の方が自車より速いとき。
（車間距離が次第に離れていくと
き）
他車が至近距離に割り込んできた
とき。

● 料金所や渋滞の最後尾で停車中の車
両や、自車速より極端に車速が遅い
車両に対しては警報が作動しませ
ん。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出入
り口、車線規制や工事中などで車線
の幅が狭くなっている道）や、自車
及び周辺車両の状況（ステアリング
操作、車線内の位置、事故や故障で
走行が不安定な場合など）によって
は、一時的に隣車線の車両のリフレ
クターや、車道脇に設置されている
反射器、反射シート、ガードレール
の反射器などを検出して、接近警報
が作動する場合があります。

インテリジェントクルーズコントロール
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■警告表示
●次の場合は、“ピー”というブザー
音とともにインテリジェントク
ルーズコントロールが自動的に解
除され、インテリジェントクルー
ズコントロール警告灯及び車両情
報ディスプレイの一部が点灯又は
点滅しセットできなくなります。

又は （トラクションコ
ントロールを含む）が作動した
とき。

を にしたとき。
タイヤが空転したとき。
前から強い光（太陽光など）を
受けたとき。
⇒車両情報ディスプレイの一部
が点滅します。

処置
● 制御が解除されたときの状態が改善され
てから、メインスイッチでシステムを一
旦 にしたあと、再びセット操作を
行ってください。

アドバイス
● 上記の操作をしてもセットできない、又
は表示が点灯し続けるときは、インテリ
ジェントクルーズコントロールの異常が
考えられます。通常走行には支障はあり
ませんが、日産販売会社で点検を受けて
ください。

インテリジェントクルーズコントロール



センサー部が汚れ、先行車の検
出が困難になったとき。

処置
● 点灯したときは、安全な場所に停車して、
一度エンジンを止めてから、汚れている
部位を柔らかい布で清掃し、再びセット
操作を行ってください。

アドバイス
● 上記の操作をしてもセットできない、又
は表示が点灯し続けるときは、インテリ
ジェントクルーズコントロールの異常が
考えられます。通常走行には支障はあり
ませんが、日産販売会社で点検を受けて
ください。

インテリジェントクルーズコン
トロールに異常があるとき。
⇒警告灯が点灯します。

処置
● 点灯したときは、安全な場所に停車して、
一度エンジンを止めてから再度セット操
作を行ってください。

アドバイス
● 上記の操作をしてもセットできない、又
は表示が点灯し続けるときは、インテリ
ジェントクルーズコントロールの異常が
考えられます。通常走行には支障はあり
ませんが、日産販売会社で点検を受けて
ください。

インテリジェントクルーズコントロール
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■センサー部の取り扱い
●システムを正しく作動させるため
に、以下のことをお守りください。
バンパー開口部に装着されてい
るセンサー部はいつもきれいに
しておいてください。
汚れているときは、柔らかい布
で傷つけないように注意してふ
き取ってください。
センサー本体の窓部が著しく汚
れた場合は、日産販売会社にご
相談ください。
センサー及びセンサー部周辺に
強い衝撃を与えないでください。
また、センサーにある軸調整ネ
ジ部に触れたり、分解したりし
ないでください。故障、誤作動
の原因になります。事故などで
センサー取り付け部が変形した
場合は、日産販売会社にご相談
ください。
センサー部周辺には、ステッカー
（透明なものを含む）を貼ったり
アクセサリーなどを取り付けな
いでください。故障、誤作動の
原因になります。

インテリジェントクルーズコントロール



ナビ協調機能
●ナビゲーションシステムからの情報をもとに、運転者がセットした車速（約

～ ）を上限として、前方のカーブの大きさに応じて自車の
車速を制御することで、運転者の加速・減速操作を支援する機能です。
具体的には以下の制御を行います。

前方のカーブの大きさに応じて、緩やかに減速します。
カーブ路を出て直線路になると、再びセット車速まで加速します。

作動条件
●ナビ協調機能は、以下の条件が全て満たされている場合に作動します。
ナビ協調機能が のとき。
インテリジェントクルーズコントロールを使用して、定速走行しているとき。
（先行車を検出していないとき）
ナビゲーションシステムによる目的地へのルートガイドを行っていて、その
ルート上を走行しているとき。

走行
状況

減速走行
カーブ路に近づいたとき

加速走行
カーブ路を出て直線路へ戻ったとき

例

前方のカーブに応じて減速 セット車速まで加速

注意
● ナビ協調機能は、高速道路や自動車専用道路でご使用ください。
● ナビ協調機能は、前方のカーブの大きさに応じて、システムの減速能力の範囲内で
減速するものであり、カーブを自動的に走行したり、法定速度を遵守した走行を支
援するものではありません。
法定速度を守り、安全にカーブを走行するためのブレーキ操作は、必ず運転者が行っ
てください。

インテリジェントクルーズコントロール
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注意
● ナビ協調機能には限界があります。また、状況により作動しない場合がありますの
で、ナビ協調機能を過信しないでください。
脇見運転やぼんやり運転などの前方不注意及び雨・霧などの視界不良を補助するも
のではありません。
周囲の状況に十分注意し、安全運転を心がけてください。

● ナビ協調機能の減速能力には限界があります。十分に減速できないとシステムが判
断した場合は、ブザー及び表示による警報で注意を促します。

● ナビ協調機能作動中に先行車両を検出した場合は、先行車両に対する車間距離を優
先するため、ナビ強調機能は作動しません。（ナビ協調機能表示が消灯）作動状態
を車両情報ディスプレイで必ず確認してください。

● ナビ協調機能の減速により車速が約 を下回った場合、インテリジェントク
ルーズコントロールは自動的に解除されます。（ナビ協調機能による減速制御も解
除されます。）

● この機能はナビゲーションシステムからのカーブ情報を利用しているため、ナビ
ゲーションシステムの位置検出が正しく行えない状況や、ナビゲーションシステム
の地図に無い道路を走行しているとき、車線規制や工事などで、ナビゲーションシ
ステムの地図情報と実際の道路形状が異なっているときなどには、制御や警報のタ
イミングがずれたり、適切に制御や警報を行えない場合があります。周囲の状況に
十分注意し、必要に応じてブレーキまたはアクセル操作を行って走行してください。
詳しくは、ナビゲーションシステム取扱説明書「知っておいていただきたいこと」をお
読みください。

インテリジェントクルーズコントロール



■ナビ協調機能の ・ 設
定
モニターの項目の選択方法について
は、ナビゲーションシステム取扱説
明書をお読みください。

※車種により、画面表示が一部異な
ります。

／ のしかた
① 設定 スイッチを押します。

② 運転支援 を選択します。

戻る

ナビゲーション

オーディオ

電話・通信

Bluetooth その他設定

音量調整

運転支援

エコドライブ

運転支援システムの設定を変更できます操作ガイド

設定

地図表示設定

ﾋﾞｭｰ切替

施設ｱｲｺﾝ

VICS

③ ナビ協調機能の設定 を選択しま
す。

戻る

インテリジェントブレーキアシスト

ナビ協調機能の設定

踏み間違い衝突防止アシスト

設定 運転支援

注意
● ナビ協調機能を使用しないときは、
設定を にしてください。

● 設定を にした場合、ナビ協調
機能による制御も警報も行いませ
ん。
ナビ協調機能を作動させたいとき
は、設定を に戻してください。

知識
● ナビ協調機能の ・ 設定は、エン
ジンを止めても、再度設定を変更するま
で、その状態が維持されます。

④ インテリジェントクルーズコントロール協調
を選択し、 ／ を選択します。

戻る

インテリジェントクルーズコントロール協調

ナビ協調機能の設定設定 

インテリジェントクルーズコントロール
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■車両情報ディスプレイ
車両情報ディスプレイはメーター
内にあります。

①ナビ協調機能表示
制御対象となるカーブを検出して
いる場合、点灯します。

■ナビ協調機能の作動
制御対象となるカーブを検出してい
るとき
前方のカーブの大きさに応じて緩
やかに減速します。
（ナビ協調機能表示が点灯します。）

知識
● ナビ協調機能の制御によりブレーキが作
動したときは、自車の制動灯が点灯しま
す。

注意
● ナビ協調機能は、ルートガイド中の
ルート上を走行している場合にのみ
作動します。ルートガイドを開始し
ていないときや、ガイド中のルート
と異なる道路を走行している場合、
ナビ協調機能は作動しません。

● ナビ協調機能作動中に先行車を検出
した場合は、先行車に対する車間制
御を優先するため、ナビ協調機能は
作動しません。
（ナビ協調機能表示が消灯します。）
機能によって制御内容が異なります
ので、作動中の機能を車両情報ディ
スプレイの表示で必ず確認してくだ
さい。

● ナビ協調機能の減速により車速が約
を下回った場合、インテリ

ジェントクルーズコントロールは自
動的に解除されます。（ナビ協調機
能による減速制御も解除されます。）

インテリジェントクルーズコントロール



制御対象となるカーブを検出しなく
なったとき
カーブ路を出て直線路になると、
再びセット車速までゆっくりと加
速し、定速走行します。
（ナビ協調機能表示が消灯します。）

知識
● 設定車速までの加速中に、減速対象とな
るカーブを新たに検出すると、再び減速
制御を行います。

●設定車速までは機能の制御によって加速
しますが、すばやく加速したいときはア
クセルペダルを踏んで加速してくださ
い。

注意
● アクセルペダルを踏んでいるとき
は、ナビ協調機能によるブレーキ制
御も警報も行いません。

■警報及び警告表示
●ナビ協調機能により十分に減速で
きないとシステムが判断した場合
は、次のようにブザーと車両情報
ディスプレイの表示によって運転
者に注意を促します。
この場合は、ブレーキを踏んで減
速し、適切な車速で走行してくだ
さい。

ブザーが“ピッ、ピッ、ピッ、ピッ
…”と鳴ります。
車両情報ディスプレイのナビ協
調機能表示が点滅します。

インテリジェントクルーズコントロール
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定速制御機能
セレクトレバーがD又はマニュアルモードのとき、アクセルペダルを踏まなく
ても、一定の速度で走行することができます。
約 ～ の間で任意の速度にセットできます。

注意
● 定速制御中は車間制御を行わないため、ブレーキ操作も警報も行いません。
先行車との車間距離、周囲の状況に応じてブレーキペダルを踏んで減速するなどし
て車間距離を確保し、安全運転に心がけてください。

● 次のような状況では、思わぬ事故につながるおそれがありますので定速制御機能を
使わないでください。
交通量の多い道や急カーブのある道
交通状況にあった速度で走行できないため事故につながるおそれがあります。

凍結路や積雪路など滑りやすい路面
タイヤが空転し、車のコントロールを失うおそれがあります。

急な下り坂
急な下り坂ではエンジンブレーキが十分効かないため、セットした速度を超え
てしまい、思わぬ事故につながるおそれがあります。

インテリジェントクルーズコントロール



■ステアリングスイッチ（定速制御機能）

①メインスイッチ
定速制御機能の ・ ができま
す。

②セット コーストスイッチ（下押し）
定速制御機能のセットができます。
設定車速を下げることができます。

③リジューム アクセラレートスイッ
チ（上押し）
定速制御機能を解除後、解除前の
設定車速に再びセットすることが
できます。
設定車速を上げることができます。

④キャンセルスイッチ
定速制御機能の解除ができます。

インテリジェントクルーズコントロール
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■表示灯・警告灯・車両情報ディ
スプレイ
車両情報ディスプレイはメーター
内にあります。

①インテリジェントクルーズコント
ロール警告灯（オレンジ）
インテリジェントクルーズコント
ロール警告灯…
定速制御機能に異常があることを
お知らせします。

②セット表示灯
定速制御機能で走行していること
をお知らせします。
（設定車速をセットすると点灯しま
す。）

③クルーズ表示灯
メインスイッチが になっている
ことをお知らせします。

■セットのしかた
①メインスイッチを約 秒以上押し
続けて定速制御機能を にしま
す。
（クルーズ表示灯が点灯し、セット
待機状態になります。）

②設定したい車速まで加速又は減速
します。

③セット コーストスイッチ側に押し
ます。
スイッチを押したときの車速が設
定車速になります。
（セット表示灯が点灯）

④制御を開始します。

インテリジェントクルーズコントロール



■設定車速の変えかた
設定車速を変えたいとき
設定車速が きざみで変更で
きます。

●設定車速を上げたいときは、リ
ジューム アクセラレートスイッチ
側（上側）に押します。

●設定車速を下げたいときは、セッ
ト コースト側（下側）に押します。

注意
● 定速制御機能を使用しないときは、
メインスイッチを にしてくだ
さい。間違ってスイッチを押してし
まった場合、定速制御機能がセット
されてしまい思わぬ事故につながる
おそれがあります。

知識
● 定速で走行中、アクセルペダルを踏むと
加速しますが、アクセルペダルを戻すと
セットした速度で定速走行に戻ります。

一時的に加速、減速をしたいとき
加速したいとき
●アクセルペダルを踏むと、加速し
ます。
アクセルペダルを離すと、セット
した速度での定速走行に戻ります。

減速したいとき
●ブレーキペダルを踏むと、減速（制
御を解除）します。
（セット表示灯が消灯し、セット待
機状態になります。）

●解除前の設定車速で再びセットし
たいときは、リジューム アクセラ
レートスイッチ側に押します。
（セット表示灯が再び点灯）

インテリジェントクルーズコントロール
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■解除のしかた
●次の操作で定速制御機能が解除さ
れます。
キャンセルスイッチを押す。
メインスイッチを押す。
ブレーキペダルを踏む。

■警告表示
定速制御機能に異常がある場合、
“ピー”というブザー音とともに定
速制御機能が自動的に解除され、
インテリジェントクルーズコント
ロール警告灯が点灯してセットで
きなくなります。

知識
● キャンセルスイッチで解除したときやブ
レーキペダルを踏んで解除したときは、
セット待機状態になります。

●次の場合は“ピー”というブザー
音とともに制御が自動的に解除さ
れます。
車速が約 以下になった
とき。
設定車速より約 以上車
速が低下したとき。

・セレクトレバーをD又はマニュ
アルモード以外にしたとき。

（トラクションコントロー
ルを含む）が作動したとき。
パーキングブレーキをかけたと
き。
タイヤが空転したとき。

処置
● 点灯したときは、安全な場所に停車して、
一度エンジンを止めてから、再度セット
操作を行ってください。

アドバイス
● 上記の操作をしてもセットできない、又
は表示が点灯し続けるときは、定速制御
機能の異常が考えられます。通常走行に
は支障はありませんが、日産販売会社で
点検を受けてください。

インテリジェントクルーズコントロール



★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

モード

エンジンや を自動で制御をす
ることで、急発進・急加速を抑え
燃費向上に配慮したエコドライブ
をサポートするシステムです。

●スイッチを押すと作動します。
（メーター内の モードインジ
ケーターが点灯）

●もう一度スイッチを押すと機能が
停止します。
（メーター内の モードインジ
ケーターが消灯）

知識
● システムに異常がある場合は、自動で機
能が停止します。

● モードを解除するときは、スイッ
チを押したあと、一旦アクセルペダルか
ら足を離し、再度必要な量まで踏み込ん
でください。

●次のように、加速が必要な場合は、必要
に応じて モードを停止させてくだ
さい。
乗車人員や荷物量が多いとき。
急勾配を登坂走行するとき。

ナビ協調機能★

ナビゲーションシステムからの情
報をもとに、前方のカーブの大き
さに応じてエンジンブレーキを自
動で制御することで運転者の減速
操作を支援する機能です。

■ナビ協調機能の ・ 設
定
モニターの項目の選択方法につい
ては、ナビゲーションシステム取
扱説明書をお読みください。

※車種により、画面表示が一部異な
ります。

／ のしかた
①ナビゲーションシステムの 設定
スイッチを押します。

モード
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② エコドライブ を選択します。

知識
● ナビ協調機能の ／ の設定は、エ
ンジンを止めても、再度設定を変更する
まで、その状態が維持されます。

③ ナビ協調機能 を選択し、 ／
を選択します。

モード



ブレーキアシスト
ブレーキアシストは、ブレーキペ
ダルを素早く踏み込み、且つ踏む
力が一定以上の強さを超えると、
より大きな制動力を発生すること
により、ドライバーのブレーキ操
作を補助する装置です。

アドバイス
● ブレーキアシストはあくまでもドライ
バーのブレーキ操作を補助する装置で
す。ブレーキアシストの付いていない車
と同様に、スピードを控えめに、早め早
めのブレーキで安全運転をしてくださ
い。

プレビュー機能
プレビュー機能は、車両前部に取
り付けたセンサーで、自車線前方
の車両との距離や相対速度を測定
し、緊急制動が必要と判断した場
合には運転者がブレーキペダルを
踏む前に自動的にブレーキに予圧
をかけ、運転者がブレーキを操作
したときの応答性を向上させるシ
ステムです。

●車速 以下では作動しませ
ん。

●次の場合は、自動的にシステムが
解除します。
運転者がブレーキペダル又はア
クセルペダルを踏んだとき。
システムが緊急制動を必要と判
断したが、運転者がブレーキペ
ダル又はアクセルペダルを踏ま
なかったとき。（約 秒後に解除
します。）

●プレビュー機能に異常があると、
“ピー”というブザー音とともにプ
レビュー機能警告灯が点灯します。
プレビュー機能警告灯…

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

ブレーキアシスト
（プレビュー機能付）★

ブレーキアシスト（プレビュー機能付）
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■センサー部の取り扱い
をお読みください。

注意
● プレビュー機能は、自動的に車両を
減速させるシステムではありませ
ん。プレビュー機能の付いていない
車と同様に、運転者のブレーキ操作
が必要です。早め早めのブレーキで
安全運転をしてください。

● プレビュー機能には限界があります
ので、システムを過信しないでくだ
さい。脇見運転やぼんやり運転など
の前方不注意を補助するものではあ
りません。プレビュー機能の付いて
いない車と同様に、運転者は周囲の
状況に注意し、安全運転をしてくだ
さい。

● 次のような場合は、システムが正し
く機能しない場合がありますが、プ
レビュー機能のない普通のブレーキ
として使えます。（ブレーキアシス
トは働きます。）
センサー部が汚れていたり、雨滴、
雪などが付着した場合、また前方
から強い光（太陽光など）を受け
たときは先行車を検出できない場
合があります。
道路形状（カーブなど）や自車の
状況（ステアリング操作や車線内
の位置など）によって、先行車を
検出できなかったり、隣の車線の
車両や周囲のものを検出して作動
するとき。

● プレビュー機能が作動したときに、
ブレーキペダルが若干動いたり、ブ
レーキペダル付近から音がすること
がありますが、異常ではありません。

ブレーキアシスト（プレビュー機能付）



レーダーセンサーにより自車線前方の車両との距離を測定し、ほぼ真後ろか
ら自車線前方の車両に追突するおそれのあるとき、運転者による緊急の回避
操作が直ちに必要だと判断した場合は警報を鳴らし、運転者の操作により追
突が避けられないと判断した場合はブレーキをかけて減速し追突時の被害を
軽減します。

インテリジェントブレーキアシストは、以下の条件のとき作動します。
電源ポジションが のとき。
自車の車速が約 以上のとき。
自車の車速が自車線前方の車両の車速より約 以上高いとき。

例

レーダーセンサーにより、自
車線前方の車両を検出します。

追突を避けるため、緊急の回
避操作が直ちに必要だと判断
した場合、警報を鳴らし運転
者の操作を促します。

運転者の操作により追突が避
けられないと判断した場合、
ブレーキをかけて減速し、追
突時の被害を軽減します ｡

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

インテリジェントブレーキアシスト★

インテリジェントブレーキアシスト
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注意
● インテリジェントブレーキアシストは追
突を自動的に回避するシステムではあり
ません。常に安全運転を心がけてくださ
い。

● システムの制御によりブレーキ操作を行
いますが、自動的に車両を停止させるシ
ステムではありません。

● 二輪車に対してシステムは作動しませ
ん。

● 急な割り込み車両、歩行者や動物、道路
上の落下物に対しては、システムは作動
しません。

● 前方の車両との距離が極端に短い場合に
は、システムは作動しません。

● 次のような場合には、システムは作動し
ません。
前方から強い光（太陽光など）を受け
たとき。
センサー窓部が汚れているとき。

● このシステムは前方の車両のリフレク
ター（反射器）を主に検出しているため、
次の場合には前方の車両を正確に検出で
きず、システムが作動しない場合があり
ます。
前方の車両のリフレクターが高い位置
にある車（トレーラーなど）のとき。
前方の車両の後部が著しく汚れている
とき。
悪天候（雨、霧、雪など）のとき。
前方の車両や他車線の車が路上の水や
雪などを巻き上げて走っているとき。
前方の車両や他車線の車からの排煙
（黒煙）がひどいときや、走行道路周
辺で煙が発生して前方が十分に見通せ
ないとき。
前方の車両が、リフレクター部分に
フィルムなどを貼った車やリフレク
ターが付いていない車、リフレクター
部が破損している車のとき。

後席やトランク中に極端に重い荷物を
積んでいるとき。
急な加減速を行っているとき。
急な上り坂、下り坂が繰り返される道
を走行しているとき。

● 道路形状（カーブ路、カーブの出入り口）
や自車の状況（ステアリング操作、車線
内の位置）、前方の車両の状況（車線内
の位置）によっては、システムが作動し
ない場合があります。

● 前方の車両のそばの反射器（ガードレー
ルの反射器や隣車線の車両のリフレク
ターなど）を検出してしまうおそれがあ
ります。

● 自車走行線の近くに反射物や路面標識、
白いレーンマーカーなど反射しやすいも
のがあると、システムが検出してしまう
おそれがあります。

● センサーの汚れを自動的に判定する機能
を備えておりますが万全ではありませ
ん。
状況によってはセンサーが汚れていても
判定できない場合があります。また雪、
氷などが付着したときも判定できない場
合があります。
このような状況では、システムが作動し
ない場合がありますので、センサー部は
いつもきれいにしておいてください。

● ブレーキペダルの下に足を置かないでく
ださい。インテリジェントブレーキアシ
ストの制御によりブレーキが作動したと
き、足が挟まれるおそれがあります。

● 状況によっては外部の騒音などにより、
ブザー音が聞こえない場合があります。

知識
● インテリジェントブレーキアシストが作動するとインテリジェントクルーズコントロールは
自動的に解除されます。

インテリジェントブレーキアシスト



■警告表示
インテリジェントブレーキアシスト警告灯はメーター内にあります。

●次の場合は、システムが作動しな
くなります。
“ピー”というブザー音とともにイ
ンテリジェントブレーキアシスト
警告灯が点灯し、お知らせします。
センサー部が汚れ、前方の車両
との距離の測定が困難になった
とき。
インテリジェントブレーキアシ
ストに異常があるとき。

処置
●“ピー”というブザー音とともに点灯し
た場合は、安全な場所に停車し、一度エ
ンジンを止めてから、センサー部が汚れ
ていないか確認してください。
汚れているときは、汚れている部分を柔
らかい布で清掃し、再度エンジンをかけ
直してください。
センサー部が汚れていないときは、再度
エンジンをかけ直してください。

アドバイス
● 上記の操作をしても表示が点灯し続ける
ときは、システムの異常が考えられます。
通常走行には支障はありませんが、日産
販売会社で点検を受けてください。

●次の場合は、システムが一時的に
作動しなくなります。
インテリジェントブレーキアシス
ト警告灯が点灯し、お知らせしま
す。（ブザー音は鳴りません。）
前方から強い光（太陽光など）
を受けたとき。

知識
● 一時的に作動しない状態から復帰する
と、インテリジェントブレーキアシスト
警告灯は消灯します。

インテリジェントブレーキアシスト



車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

■センサー部の取り扱い
をお読みください。

■インテリジェントブレーキア
シスト ・ 設定
モニターの項目の選択方法について
は、ナビゲーションシステム取扱説
明書をお読みください。

※車種により、画面表示が一部異な
ります。

／ のしかた
①ナビゲーションシステムの 設定
スイッチを押します。

知識
● インテリジェントブレーキアシストの

／ 設定は、エンジンを止めても、
再度設定を変更するまでその状態が維持
されます。

② 運転支援 を選択します。

戻る

ナビゲーション

オーディオ

電話・通信

Bluetooth その他設定

音量調整

運転支援

エコドライブ

運転支援システムの設定を変更できます操作ガイド

設定

地図表示設定

ﾋﾞｭｰ切替

施設ｱｲｺﾝ

VICS

③ インテリジェントブレーキアシスト
を選択し、 ／ を選択します。

戻る

インテリジェントブレーキアシスト

ナビ協調機能の設定

踏み間違い衝突防止アシスト

設定 運転支援

インテリジェントブレーキアシスト



踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）★

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

踏み間違い衝突防止アシストは、駐車操作時などの低速（約 未満）で、
アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて強く踏み込んだり、ブレーキ操作
が遅れたときに、運転者に音と表示で警告し、さらに自動的にエンジン出力や
ブレーキを制御することで過度な加速の防止や障害物への衝突防止を支援しま
す。
踏み間違い衝突防止アシストには、以下の機能があります。

低速加速抑制機能
停車中、又は前進、後退での低速走行中、進行方向に壁などの障害物がある場
合や白線でひかれた駐車枠の中にいるときに、アクセルペダルを素早く深く（約
以上）踏み込んでしまったとき、運転者に警告を行うとともに自動的にエ

ンジン出力を制御し、過度な加速を防止します。
詳しくは、 をお読みください。

低速衝突軽減ブレーキ機能
前進、後退での低速走行中、ブレーキ操作の遅れにより進行方向の障害物に衝
突する恐れがあるときに、運転者に警告を行うとともに、自動的にブレーキを
かけて衝突を回避、又は軽減します。
詳しくは、 をお読みください。

注意
● 低速加速抑制機能は、停車中、又は前進、後退での低速走行中におけるアクセルペ
ダルとブレーキペダルを踏み間違えることにより引き起こされる暴走や衝突事故の
軽減を目的とした補助機能です。あらゆる状況で効果があるわけではありませんの
で、機能を過信せず常に注意深い運転操作を心がけてください。

● 低速加速抑制機能は、アクセルペダルをゆっくりと深く踏み込んだときには作動し
ません。故意にアクセルペダルを踏み込まないでください。車両が急に動き出し思
わぬ事故につながるおそれがあります。

● 低速衝突軽減ブレーキ機能は、前進、後退での低速走行中における衝突事故の軽減
を目的とした補助機能です。あらゆる状況で効果があるわけではありませんので、
機能を過信せず常に安全運転を心がけてください。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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注意
● 低速加速抑制機能は、運転者がアクセルペダルを戻すと解除されます。
● 低速加速抑制機能は、アクセルペダルを踏み続けた場合に作動を開始してから約
秒後に自動的に解除されます。

● 低速加速抑制機能が作動してから低速衝突軽減ブレーキ機能が作動したときは、車
両が停止してから約 秒後にブレーキが自動的に解除されます。

● 次の場合は、システムが正常に作動しなかったり、機能を十分に発揮できないこと
があります。
悪天候（雨、霧、雪など）のとき。
勾配が急な坂道を走行しているとき。
段差などをまたいでいるときなど車両姿勢が変化しているとき。
滑りやすい路面を走行しているとき。
ハンドルを大きくきって旋回しているとき。
タイヤチェーン、純正品以外のタイヤを使用しているとき。

● 動いている物体に対しては踏み間違い衝突防止アシストは作動しません。
● 次の場合は、予期せずシステムが作動し、思わぬ事故につながるおそれがあります
ので、踏み間違い衝突防止アシストを にしてください。
踏み間違い衝突防止アシストスイッチの使いかた…
けん引するとき。
トレーラーなどに積載するとき。
シャシーダイナモを使用するとき。
平坦でない場所を走行しているとき。
純正品以外のサスペンション部品を使用しているとき。

（車高や車両の傾きが変わると正しく障害物を検知できないことがあります。）
● 外部の騒音などにより、警告音（ブザー）が聞こえない場合があります。

知識
● 踏み間違い衝突防止アシストが作動するとインテリジェントクルーズコントロールは自動的
に解除されます。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



踏み間違い衝突防止アシストの
・ 設定

踏み間違い衝突防止アシストの
／ を一時的に切り替えたいと
きは、踏み間違い衝突防止アシス
トスイッチを使用します。
また、電源ポジションを にした
ときの踏み間違い衝突防止アシス
トの ／ をナビゲーションシ
ステム画面で設定することができ
ます。

■踏み間違い衝突防止アシスト
スイッチの使いかた
踏み間違い衝突防止アシストが作
動しないようにするときに使いま
す。

●踏み間違い衝突防止アシストス
イッチを押すと、スイッチ上の表
示灯が消灯し、踏み間違い衝突防
止アシストは作動を停止します。
（踏み間違い衝突防止アシスト警告
灯が点灯）

●もう一度スイッチを押すか、エン
ジンを再始動すると、スイッチ上
の表示灯が点灯し、踏み間違い衝
突防止アシストは再び作動します。
（踏み間違い衝突防止アシスト警告
灯が消灯）

■ナビゲーションシステム画面
での ／ の切り替えか
た
電源ポジションを にしたときに
踏み間違い衝突防止アシストを作
動しないようにすることができま
す。

モニターの項目の選択方法について
は、ナビゲーションシステム取扱説
明書をお読みください。

※車種により、画面の表示が一部異
なります。

／ のしかた
① 設定 スイッチを押します。

② 運転支援 を選択します。

戻る

ナビゲーション

オーディオ

電話・通信

Bluetooth その他設定

音量調整

運転支援

エコドライブ

運転支援システムの設定を変更できます操作ガイド

設定

地図表示設定

ﾋﾞｭｰ切替

施設ｱｲｺﾝ

VICS

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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③ 踏み間違い衝突防止アシスト を選
択し、 ／ を選択します。

戻る

インテリジェントブレーキアシスト

ナビ協調機能の設定

踏み間違い衝突防止アシスト

設定 運転支援

知識
● ナビゲーションシステム画面での踏み間
違い衝突防止アシストの ／ 設定
は、エンジンを止めても、再度設定を変
更するまでその状態が維持されます。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



低速加速抑制機能
停車中、又は前進、後退での低速（約 未満）走行中、バンパーに取り
付けられたソナーにより進行方向に壁などの障害物を検知していたり、進入し
ようとしている駐車枠をアラウンドビューモニターカメラにより検知している
場合に、アクセルペダルが素早く深く（約 ／ 以上）踏み込まれたとシステム
が判断すると、約 秒間自動でエンジン出力を抑制したり、弱いブレーキをか
けることで車速が上がることを抑えます。

ソナーで進行方向の
障害物を検知

アラウンドビューモニター
カメラで駐車枠を検知

低速加速抑制機能が作動しているときは、“ピーピーピー…”というブザー音
と警告灯の点滅、及び車両情報ディスプレイの表示によって運転者に警告しま
す。

踏み間違い
衝突防止アシスト
が作動しました

①踏み間違い衝突防止アシスト警告灯…
②踏み間違い衝突防止アシスト警告…

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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注意
● 低速加速抑制機能は、車両から約 以内の距離に存在する壁や車両などの大きな
障害物に対して作動します。車両の幅以下の障害物に対しては作動しません。

● 低速加速抑制機能は、運転者がアクセルペダルを戻すと解除されます。
● 低速加速抑制機能は、アクセルペダルを踏み続けた場合に作動を開始してから約
秒後に自動的に解除されます。

● 渋滞中などで前方にいる車両を追い越すときや駐車枠から加速して出るときなどに
低速加速抑制機能が一時的に作動することがあります。

● 次の場合は、低速加速抑制機能は作動しません。
車速が約 以上のとき。
ブレーキペダルを踏んでいるとき。
セレクトレバーがD、M、R以外のとき。
トラクションコントロールが作動しているとき。
タイヤが空転しているとき。

● 次のような障害物に対しては作動しません。
背の低い障害物。
幅の狭い障害物。
針金、金網、ロープなどの細い障害物。
バンパーに非常に近い障害物。
急に進行方向に現れた障害物。

● 次のような障害物に対しては作動しないことがあります。
地面から高い位置に存在する障害物。
スポンジ状のものや雪などの表面が柔らかく音波を吸収しやすい障害物。

● 次のような場合は作動しないことがあります。
雨、雪、氷、汚れなどがソナーに付着しているとき。
周囲で大きな音が鳴っているとき。
周囲に超音波を発するものがあるとき。
障害物の面が車両の前面、又は後面に対して斜めのとき。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



注意
● 低速加速抑制機能は、以下のような駐車枠の幅が約 の一般的な駐車枠の白線
を検知して作動します。

約2.5m 約2.5m

● 次のような駐車枠線には作動しません。
駐車枠線が白線ではないとき（黄線、ロープなど）。
駐車枠線が極端に短い、又は長いとき。
駐車枠線が細い、又は太いとき。
駐車枠線の間隔が狭い、又は広いとき。
片側しか駐車枠線がないとき。

● 低速加速抑制機能は、駐車枠線に対して車両が次の範囲内にあるときに作動します。
前進中（セレクトレバーがD、又はMのとき）は、駐車枠線の端部から車両の前
端部が約 ｍの範囲内にあるとき。
後退中（セレクトレバーがRのとき）は、駐車枠線の端部から車両の後端部が約
ｍの範囲内にあるとき。

約2m 約2m

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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注意
● 駐車枠線をまたいでいるときは作動しません。

● 次のような場合は、駐車枠線を検知できず作動しないことがあります。
駐車枠線がかすれている、又は一部が隠れているとき。
地面が白色に近いなど、駐車枠線が見えにくいとき。
駐車枠線の上や周辺に駐車枠線以外の線や文字があるとき。
駐車枠線の上や周辺に強い光がさしていたり、影、雪、水たまり、段差などがあ
るとき。
カメラの周辺に強い光（太陽の光など）が当たっているとき。
雨、雪、汚れなどがカメラに付着しているとき。
夜間、汚れなどでヘッドランプや後退灯の明るさが不十分なとき。
急な明るさの変化がおきたとき。

● ドアが開いているときは作動しません。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



低速衝突軽減ブレーキ機能
前進、後退での低速（約 未満）走行中、バンパーに取り付けられたソナー
により進行方向の障害物を検知し、障害物に衝突するおそれがあるとシステム
が判断すると、運転者へ音と表示で警報するとともに、自動的にエンジン出力
制御、及びブレーキをかけて衝突を回避、又は軽減します。

低速衝突軽減ブレーキ機能が作動すると、“ピピピ”というブザー音と警告灯
の点滅によって運転者に警告します。

踏み間違い衝突防止アシスト警告灯…

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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注意
● 低速衝突軽減ブレーキ機能は、車両の状態、走行状況、交通環境、天候、路面状況
などにより作動しない場合や、本来の性能を発揮できないことがあります。必要な
ときはシステムの作動を待たず、速やかにブレーキ操作をしてください。

● 自動ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ障害物に近づいても作動しません。
● 自動ブレーキ制御は短時間しか作動しません。必ず運転者がブレーキペダルを踏ん
でください。

● 低速加速抑制機能が作動したあとに、低速衝突軽減ブレーキ機能が作動したときは、
車両が停止してから約 秒後にブレーキが自動で解除され、車両が動き出します。
車両を停止させる場合は、必ず運転者がブレーキペダルを踏んでください。

● 次の場合は、低速衝突軽減ブレーキは作動しません。
車速が約 以上のとき。
セレクトレバーがD、M、R以外のとき。

● アクセルペダルを踏んだ状態で障害物に接近したときは、作動が遅れることがあり
ます。

● 前進時は車両後方の障害物に対しては作動しません。同様に、後退時は車両前方の
障害物に対しては作動しません。

● 次のような障害物に対しては作動しません。
背の低い障害物。
幅の狭い障害物。
針金、金網、ロープなどの細い障害物。
バンパーに非常に近い障害物。
急に進行方向に現れた障害物。

● 次のような障害物に対しては作動しない、又は作動が遅れることがあります。
地面から高い位置に存在する障害物。
スポンジ状のものや雪など表面が柔らかく音波を吸収しやすい障害物。

● 次のような場合は作動しないことがあります。
雨、雪、氷、汚れなどがソナーに付着しているとき。
周囲で大きな音が鳴っているとき。
周囲に超音波を発するものがあるとき。
障害物の面が車両の前面、又は後面に対して斜めのとき。

● 次のような場合は作動することがあります。
周囲に草が生い茂っているとき。
車両側面の近くに壁があるとき。
路面上に段差、又は突起物があるとき。
垂れ下がった旗、ビニールカーテンなどをくぐって走行するとき。

知識
● 低速衝突軽減ブレーキ機能により、自動的にブレーキが作動したときは、制動灯が点灯しま
す。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



低速衝突軽減ブレーキが作動するとき・しないとき

渋滞時など、前方に停止している車両に衝突しそうになったとき

万一、運転者のブレーキ操作が遅
れたときに、前方の停止車両に衝
突するおそれがあるとシステムが
判断すると、ブザー音とメーター
表示で警告し、自動的にブレーキ
をかけて衝突を回避、又は軽減し
ます。

●前方の車両が動いているときは作動しません。
●自動ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ障害物に近づいたときは作動しま
せん。

●アクセルペダルを踏んで前進しているときは作動が遅れることがあります。
●前方の車両が自車の正面から横にずれた位置にあるときは作動しないことがあ
ります。

クルマ止めのない駐車場などで壁などに衝突しそうになったとき

万一誤って壁に接近してしまった
とき、衝突するおそれがあるとシ
ステムが判断すると、ブザー音と
メーター表示で警告し、自動的に
ブレーキをかけて衝突を回避、又
は軽減します。

●自動ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ障害物に近づいたときは作動しま
せん。

●アクセルペダルを踏んで後退しているときは作動が遅れる場合があります。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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●アクセルペダルを踏んでいるとき
は作動が遅れることがあります。

●後退中は、前方の障害物に対して
は作動しません。同様に、前進中
は後方の障害物に対しては作動し
ません。

●障害物に対し斜めに接近すると作
動しないことがあります。

●幅の狭い障害物に対しては作動し
ないことがあります。

縦列駐車をするとき

セレクトレバーをDからR、又は
RからDに操作して切り替えたと
きは、セレクトレバーの操作を繰
り返すたびに進行方向の障害物を
検知して自動的にブレーキ制御が
作動します。

●自動ブレーキ制御が作動したあと、セレクトレバーを切り替えずにさらに同じ
障害物に向かって前進、又は後退をしたときは、自動ブレーキ制御は作動しま
せん。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



●他車が自車に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しない又は
作動が遅れることがあります。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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並列駐車をするとき
●アクセルペダルを踏んでいるとき
は作動が遅れることがあります。

●他車の角に向かって接近したとき
は作動しません。

●他車が自車に対して横にずれた位
置にあるときは作動しない、又は
作動が遅れることがあります。

●後退中は、前方の障害物に対して
は作動しません。同様に、前進中
は後方の障害物に対しては作動し
ません。

●壁から突き出している柱や配管な
どに対しては作動しません。

●狭いスペースに進入するときに作
動することがあります。

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



踏み間違い衝突防止アシストに
異常があるときの警告表示
踏み間違い衝突防止アシストに異
常があると、メーター内の踏み間
違い衝突防止アシスト警告灯が点
灯し、自動的に作動が停止します。

処置

踏み間違い衝突防止アシストスイッチの
表示灯が点灯している状態で、踏み間違
い衝突防止アシスト警告灯が点灯したと
きは、安全な場所に停車して、一度エン
ジンを止めてから再びエンジンをかけ直
してください。

アドバイス

上記の操作をしても踏み間違い衝突防止
アシスト警告灯が点灯し続けるときは、
システムの異常が考えられます。通常走
行には支障はありませんが、日産販売会
社で点検を受けてください。

踏み間違い衝突防止アシスト警告灯
…

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）
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ソナー、カメラの取り扱い
システムを正しく作動させるために、以下のことをお守りください。

●ソナー及びカメラはいつもきれいにしておいてください。
汚れているときは、柔らかい布で傷つけないように注意してふき取ってくださ
い。

●ソナー及びカメラ又はその周辺に強い衝撃を与えないでください。またソナー
及びカメラの取り外し、分解などをしないでください。故障、誤作動の原因に
なります。事故などでソナー及びカメラの取り付け部が変形した場合は、日産
販売会社にご相談ください。

●ソナー及びカメラ又はその周辺にステッカー（透明なものを含む）を貼ったり、
アクセサリーなどを取り付けないでください。故障、誤作動の原因になります。

アラウンドビューモニターカメラ

ソナー ソナー

踏み間違い衝突防止アシスト（駐車枠検知機能付）



■ とは
急ブレーキ時や滑りやすい路面で
のブレーキ時に、タイヤのロック
（車輪の回転が止まる）を防止して、
車両の安定性を向上させると共に
ハンドル操作による障害物回避を
しやすくしたシステムです。

■ 付車の取り扱いについて
急ブレーキを踏まなければいけな
いような状況に陥らないよう、安
全運転を心がけることが大切です。
万一の危険な状況では次のように
してください。

①危険だと感じたら、ためらわず思
いきりブレーキペダルを踏み込ん
でください。

② が作動すると、ブレーキペダ
ルに振動が伝わったり、作動音が
聞こえたりします。これは の
正常な作動によるものです。その
ままブレーキペダルを踏み続けて
ください。

③障害物回避の際には、ブレーキペ
ダルを踏みながらハンドル操作を
してください。

警告
● はあくまでも運転者のブレー
キ操作を補助するシステムです。

の付いていない車と同様に、
コーナーの手前では十分な減速が必
要です。早め早めの操作で安全運転
をしてください。

● はブレーキ時の車両の安定性、
操舵性を確保しようとするための装
置で、制動距離が短くなるとは限り
ません。でこぼこ道、じゃり道、積
雪路などでは、 の付いていな
い車より制動距離が長くなることが
あります。このような道を走行する
ときは、特に速度を控えめにし、車
間距離を十分とって運転してくださ
い。

● は各車輪の回転速度をセン
サーで検出しています。タイヤ交換
時は、必ず指定サイズのタイヤを
輪に装着してください。指定サイズ
以外では が正常に作動しなく
なり、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

知識
● 電源ポジションを にしたときや、エ
ンジン始動後最初の発進時に、エンジン
ルームよりモーターなどの音が聞こえる
ことがありますが、これはシステムの作
動をチェックしている音で異常ではあり
ません。

●車両を確実に停止させるために、
は低速では作動しません。路面の状況に
より異なりますが、約 以下では
作動しません。
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室内装備の使いかた
●エアコンの使いかた………………………………

エアコンについて …………………………
吹き出し口について ………………………
インテリジェントエアコンシステムについて…
オゾンセーフフルオートエアコン（前席用）…
オゾンセーフフルオートエアコン（後席用）…

●オーディオの使いかた……………………………
オーディオを上手に使うために …………

●室内装備品の使いかた……………………………
サンバイザー ………………………………
室内照明 ……………………………………
ラゲッジルームランプ ……………………
コミュニケーションミラー ………………
カップホルダー／ボトルホルダー ………
グローブボックス …………………………
インストロアボックス ……………………
リッド付ポケット …………………………
運転席アンダーポケット …………………
フロントセンターコンソール ……………
カップホルダー付シートサイドテーブル…
電源ソケット ………………………………
電源コンセント（ ・ ）……
ロールサンシェード ………………………
シートバックフック ………………………
アシストグリップ …………………………
ラゲッジアンダーボックス ………………
ラゲッジフック ……………………………
フロアカーペット …………………………



エアコンの使いかた
エアコンについて

■内気循環、外気導入について
通常は吸い込み口を自動制御、又
は外気導入で使い、内気循環は必
要なときだけ使ってください。

警告
● 内気循環で長時間使用すると、窓ガ
ラスがくもりやすくなり視界が損わ
れ危険ですので、一時的に使ってく
ださい。

アドバイス
● 外気導入に固定していると、夏場など外
気温が高いときは、冷房の効きが悪くな
る場合があります。その場合は、一時的
に内気循環にしてください。

■自動温度調節について
自動温度調節は日射センサーと温
度センサーで行っています。

アドバイス
● センサーをふさいだり、クリーナーなど
を吹きかけないでください。センサーの
感度が低下し、正常に作動しなくなりま
す。

温度センサー

■長期間エアコンを使わないと
き
エアコン装置のオイルの循環を切
らさないために、ときどき冷房又
は除湿暖房をしてください。

アドバイス
● 外気温が ℃近くまで下がるとエアコン
装置が作動しないことがあるため、暖か
い日に行ってください。

■エアコンガス
この車のエアコンガスは新冷媒を
使用しています。

アドバイス
● エアコンガスは必ず新冷媒
（ ）を入れてください。
●地球温暖化防止のため大気放出はしない
でください。

●エアコンの冷え具合が悪いときは､日産
販売会社にご相談ください。

エアコンについて
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■吹き出し口の位置

吹き出し口について

吹き出し口について



注意
● 特に皮膚の弱い方、乳幼児、病人、お年寄り、身体の不自由な方などには、吹き出
し風が長時間連続してあたらないように運転者が注意してください。
低温やけどや思わぬ傷害を受けるおそれがあります。

アドバイス
● 吸い込み口をかばんや買い物袋などの荷物で
ふさがないでください。吹き出し風量が減少
するおそれがあります。

吸い込み口

吹き出し口について
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■吹き出し風の調節
●吹き出し口のツマミを上下又は左
右に動かして風向きを調節します。

●ダイヤルを回して風量の調節と開
閉ができます。
（開： 、閉： ）

知識
● 冷房時、吹き出し口から霧が吹き出した
ように見えることがありますが、これは
湿った空気が急に冷やされたときに発生
するもので、異常ではありません。

ツマミ

ツマミ ダイヤルダイヤル

ツマミ

〈前席左右吹き出し口〉

〈前席中央吹き出し口〉

〈後席吹き出し口〉

吹き出し口について



■吹き出し口の切り替えと使用目的
使用目的に合わせて、吹き出し口切り替えスイッチ又はデフロスタースイッチ
を押して切り替えます。

使用目的 上半身に送風したいとき 上半身、足元に
送風したいとき

表　　示

吹き出し口

使用目的 足元に送風したいとき 足元への送風と窓ガラスの
くもりを取りたいとき　　

表　　示

吹き出し口

使用目的 前面及び側面ガラスの
くもりを取りたいとき

表　　示

吹き出し口

吹き出し口について
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プラズマクラスターイオン フル
オートエアコンとにおい・排出ガ
ス検知式内外気自動切換え機構、
高性能フィルターの働きにより、
車内の空気をクリーンにする効果
が得られます。
エアコンのクリーンスイッチを押
すことにより、これらを同時に作
動させることができます。
（スイッチの表示灯が点灯）

■プラズマクラスターイオン
フルオートエアコン（除菌機
能付）
高濃度プラズマクラスターイオン
をエアコンの吹き出し風に含ませ、
除菌とともに内装に染みついたに
おいを低減します。さらに肌の保
湿効果をプラスしました。

知識
● プラズマクラスター、プラズマクラス
ターイオン及び はシャー
プ株式会社の商標です。

●風量により、 モードと
モードが切り替わ

ります。

インテリジェントエアコン
システムについて

知識
● 次のような場合は、クリーンスイッチを
押してもインテリジェントエアコンシス
テムは作動しません。
吹き出し口がデフロスター位置のと
き。
外気温が約 ℃以下のとき。

におい・排出ガス検知式内外気自動
切換え機構…
高性能フィルター…

インテリジェントエアコンシステムについて



■におい・排出ガス検知式内外
気自動切換え機構
排気ガスの有害成分（ 、 ）
や不快なにおい（家畜臭、工場の
排気臭など）を車両前部のガスセ
ンサーで検知し、吸い込み口を切
り替えるシステムです。

●クリーンスイッチを押すと作動し
ます。
（スイッチの表示灯が点灯）

■高性能フィルター
●ほこりや粉じん、花粉などを集じ
んし、ブドウポリフェノールによっ
て除去するクリーンフィルターを
装着しています。

●集じん性能を維持するため、メン
テナンスは確実に行ってください。

交換時期：
年ごと又は 走行ごと

アドバイス
● 交換時期に満たない場合でも、エアコン
やヒーターの吹き出し風量が極端に減少
したり、窓ガラスがくもりやすくなった
場合は交換してください。

●フィルターの取り付け、交換などについ
ては、日産販売会社にご相談ください。

●作動後約 分間は、吸い込み口が内
気循環に固定され、花粉などの侵
入を防ぎながら車内をすばやく除
菌します。

● 分以降は、ガスセンサーの働きに
より、内気循環⇔外気導入を自動
で切り替えます。

知識
● 風向きによっては排気ガスやにおいを検
知できない場合がありますが異常ではあ
りません。

●クリーンスイッチが で車外の排気ガ
スや不快なにおいを検知したときは、表
示部に下のマークが表示されます。（
にして最初の 秒はクリーンスイッチ
の ／ に関係なく表示されます。）

インテリジェントエアコンシステムについて
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●エアコンは、エンジンをかけた状態で使ってください。

■操作スイッチ

オゾンセーフフルオートエアコン（前席用）

オゾンセーフフルオートエアコン（前席用）



オートで使うとき
吹き出し口、風量、内外気切り替えを自動調節して設定した温度に保ちます。

■作動のさせかた
① スイッチJを押します。
（スイッチの表示灯が点灯）
②運転席温度調節スイッチEを押し
て希望の設定温度にします。

●温度の調節範囲は ～ ℃です。
▲…温度が上がる
▼…温度が下がる

③クリーンスイッチCを押して、吸
い込み口を自動制御に切り替えま
す。
（スイッチの表示灯が点灯）

■止めかた
・ スイッチKを押します。

知識
● オートで使用中に、風量、吹き出し口を
マニュアル操作しても操作したスイッチ
以外は自動調節されます。

●外気温が ℃近くまで下がると、エアコ
ンスイッチGが点灯していてもエアコン
が作動しないことがあります。

●エンジン始動直後で冷却水温が低いとき
は、足元への吹き出し風量が少なくなり
ます。

●外気温が低いときは、外気温に応じてフ
ロントデフロスターへの風量が多くなり
ます。

●クリーンスイッチCの表示灯を点灯させ
ると、エアコンスイッチGも同時に点灯
し自動制御に切り替わります。

オゾンセーフフルオートエアコン（前席用）
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設定を変えて使うとき

■内気循環・外気導入の切り替
えかた

●内外気切り替えスイッチBを押す
ごとに切り替わります。

●以下の条件を満たしているときに
クリーンスイッチCを押すと自動
制御に切り替わります。
吹き出し口がデフロスター位置
以外のとき。
外気温が約 ℃の以上のとき。

モード 表示灯 使用目的

内
気
循
環

点灯

トンネル内や
渋滞などで外
気が汚れてい
るときや、早
く冷暖房した
いとき。

外
気
導
入

外気を取り入
れたいとき
や、タバコの
煙などを外に
出したいと
き。

自
動
制
御

※

車内の温度に
応じて、吸い
込み口を自動
制御させると
き。

※自動制御時は、クリーンスイッチ
Cの表示灯が点灯し、内外気切り
替えスイッチBの表示灯が制御に
合わせて点灯・消灯します。

■エアコンの切り替えかた
●エアコンスイッチGを押すごとに
エアコン（冷房・除湿機能）の作
動 停止が切り替わります。
作動：スイッチの表示灯が点灯
停止：スイッチの表示灯が消灯

●外気温が ℃近くまで下がると、エ
アコンスイッチGが点灯していて
もエアコン（冷房・除湿機能）が
作動しないことがあります。

■風量の切り替えかた
●風量切り替えスイッチHで切り替
えます。
＋：風量を多くする
－：風量を少なくする

●風量は画面に表示されます。

■吹き出し口を変更したいとき
●吹き出し口切り替えスイッチLを
押すごとに切り替わります。

オゾンセーフフルオートエアコン（前席用）



■運転席と助手席を別々に温度
調節する

①左右独立スイッチFを押します。
（表示部に「 」と表示）
②運転席温度調節スイッチEと助手
席温度調節スイッチAを押すこと
で別々に温度調節することができ
ます。（左右独立モード）

●解除するときは、もう一度左右独
立スイッチFを押します。

知識
● 助手席温度調節スイッチAを押しても、
自動的に左右独立モードに切り替わりま
す。

●デフロスタースイッチDの表示灯が点灯
しているときは、左右独立モードに切り
替えることができません。

●後席用エアコン操作時は、助手席用温度
表示は消え、助手席用温度調節スイッチ
Aを押しても助手席のみの温度調節はで
きません。

■窓ガラスのくもりの取りかた
●デフロスタースイッチDを押しま
す。
（スイッチの表示灯が点灯）

●止めるときは、もう一度デフロス
タースイッチDを押します。
（スイッチの表示灯が消灯）

注意
● デフロスタースイッチDを にし
ているときは、エアコンの設定温度
を低くすると、フロントウインドー
ガラスの外側に露が付き、視界を妨
げるおそれがあります。

アドバイス
● デフロスタースイッチDを にしてい
るときは、内気循環にしないでください。
くもりが取れにくくなります。

知識
● エアコンが のとき、デフロスター
スイッチDを押すとエアコンも自動的に
作動します。

オゾンセーフフルオートエアコン（前席用）
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オゾンセーフフルオートエアコン（後席用）

以下の操作で風量、吹き出し口が自動調節され、設定した温度に保ちます。
前席用エアコンを作動させてから操作します。

アドバイス
● エンジン始動直後で冷却水温が低いときは、足元への吹き出し風量が少なくなります。

知識
● 前席用エアコンと後席用エアコンの温度、風量、及び吹き出し口を別々に調節できます。

フロント操作部での使いかた

オゾンセーフフルオートエアコン（後席用）



■オートで使うとき
通常の使いかた
前席用エアコンを作動させてから
操作します。

①後席スイッチAを押します。
（表示部に「 」と表示）
②温度調節スイッチGを押して希望
温度にします。
温度の調節範囲は ～ ℃です。
▲…温度が上がる
▼…温度が下がる

●前席、後席用エアコンの両方を止
めるときは ・ スイッチEを
押します。

●後席用エアコンのみを止めるとき
は、後席スイッチAを押して表示
部 に「 」 と 表 示 さ せ て、
・ スイッチEを押します。

知識
● 後席スイッチAを押してから、約 秒
間操作しないと前席用エアコン操作画面
に切り替わります。

●オートで使用中に、風量、吹き出し口を
マニュアル操作すると、 スイッチ
Dの表示灯は消灯しますが、操作したス
イッチ以外は自動調節されます。

●前席用エアコン（冷房・除湿機能）を作
動させていないとき、後席用エアコンを
作動させると前席用エアコン（冷房・除
湿機能）が作動します。

●後席用エアコンが作動中で表示部に
「 」と表示されていないとき、エ
アコンスイッチBを押して表示灯を消灯
させると、後席用エアコンの作動が停止
します。
（後席の吹き出し口が のときを除
く。）

ヒーターとして使うとき
除湿を行わない自動調節のヒー
ターとして使えます。

①後席用エアコン作動中、後席スイッ
チAを押して後席用エアコン操作
画面に切り替えます。
（表示部に「 」と表示）
②吹き出し口切り替えスイッチFを
押して、後席の吹き出し口を に
します。

③温度調節スイッチGを押して希望
温度にします。

④後席スイッチAを押して、前席用
エアコン操作画面に切り替えます。

⑤エアコンスイッチBを押して、エ
アコンスイッチBの表示灯を消灯
させます。

知識
● ヒーターとして使うときは、天井の吹き
出し口からは送風されません。また、車
内温度は外気温度より低くなりません。
外気温、湿度が低いときなどに使ってく
ださい。

●除湿しながら暖房したいときは、エアコ
ンスイッチBを押してエアコン（冷房・
除湿機能）を作動させてください。

オゾンセーフフルオートエアコン（後席用）
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■任意に設定を変えて使うとき

知識
● 後席スイッチAを押して、後席用エアコ
ン操作画面に切り替えてから操作しま
す。
（表示部に「 」と表示）

風量を変更したいとき
●風量切り替えスイッチCを押すご
とに切り替わります。
＋…風量が多くなる
－…風量が少なくなる

吹き出し口を変更したいとき
●吹き出し口切り替えスイッチFを
押すごとに切り替わります。

知識
● 風量、吹き出し口をオート（自動調節）
に戻したいときは、後席スイッチAを押
して「 」と表示させてから
スイッチDを押します。

オゾンセーフフルオートエアコン（後席用）



リヤ操作部での使いかた
リヤ操作部は、セカンドシートの天井部にあります。

■オートで使うとき
通常の使いかた
前席用エアコンを作動させてから
操作します。

① スイッチDを押します。
（表示部に「 」と表示）
②温度調節スイッチEを押して希望
温度にします。
温度の調節範囲は ～ ℃です。
▲…温度が上がる
▼…温度が下がる

止めるときは、 スイッチAを
押します。

ヒーターとして使うとき
フロント操作部で操作します。
ヒーターとして使うとき…

■任意に設定を変えて使うとき
風量を変更したいとき
●風量切り替えスイッチCを押すご
とに切り替わります。
＋…風量が多くなる
－…風量が少なくなる

吹き出し口を変更したいとき
●吹き出し口切り替えスイッチBを
押すごとに切り替わります。

知識
● 風量、吹き出し口をオート（自動調節）
に戻したいときは、 スイッチDを
押します。

オゾンセーフフルオートエアコン（後席用）
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オーディオの使いかた
別冊のナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。

■安全運転のために
運転中は車外の音が聞こえる適度
な音量でお聞きください。

警告
● 音量が大きすぎると車外の状況が判
らないため、思わぬ事故につながる
おそれがあります。また、走行中の
オーディオ操作は前方不注意となる
おそれがあります。十分注意して
行ってください。

オーディオを上手に使うた
めに

■ラジオの受信について
ラジオの受信は、車両の移動に伴
う電波の変動、障害物や電車、信
号機などの影響により、最良な受
信状態を維持することができない
場合があります。

知識
● オーディオを聞いているとき、車内、又
は車の近くで携帯電話や無線機を使う
と、ノイズ（雑音）が入ることがありま
す。

アドバイス
● リヤサイドウインドーにミラータイプの
フィルムや金属物（市販のアンテナなど）
を貼り付けないでください。受信感度が
低下し、ノイズ（雑音）などが入るおそ
れがあります。

●リヤサイドウインドーの内側を清掃する
ときは、アンテナ線を切らないように、
水を含ませた柔らかい布でアンテナ線に
そって軽くふいてください。
バックドアガラス、リヤサイドウインドー
の清掃…

●アンテナ線は、手荷物などで傷つけない
ようにしてください。

■アンテナについて
アンテナ線はリヤサイドウイン
ドー左右の内側にあります。

オーディオを上手に使うために



室内装備品の使いかた

●前方からの日差しを防ぐときは、
下に下げて使います。

●横からの日差しを防ぐときは、下
に下げてフックから外し、横にし
て使います。

サンバイザー

照明付バニティミラー
●サンバイザー裏側にバニティミ
ラー（鏡）が付いています。

アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させないで
ください。バッテリーがあがりエンジン
の始動ができなくなります。

知識
● ドア連動スイッチが 位置でドア
を開けたままのときは、マップランプ及
びパーソナルランプのスイッチを押し戻
しても常時点灯します。

バッテリーセーバー
● 室内照明が点灯したまま約 分以上放
置した場合には、バッテリーあがりを防
止するためランプが消灯します。

■マップランプ
●ランプを押すごとに点灯・消灯し
ます。

室内照明

サンバイザー／室内照明
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■パーソナルランプ
セカンドシート、サードシート天
井の左右にあります。

●電源ポジションの位置に関係なく、
次のように点灯・消灯します。
スイッチ
位　　置 点灯・消灯のしかた

上側

右側
ランプ 常時点灯

左側
ランプ 消　　灯

中　　立

ドア（バックドアを除く）
を開けると点灯し、閉める
と消灯します。
（電源ポジションが 又は

にあるとき、最後に
開いているドア〔バックド
アを除く〕を閉めてから約
秒間点灯後、消灯しま

す。）

下側

右側
ランプ 消　　灯

左側
ランプ 常時点灯

※イラストは、セカンドシートの左側
です。

■ドア連動スイッチ
●ドア連動スイッチの位置により、
次のようにマップランプとパーソ
ナルランプの点灯・消灯のしかた
を変えられます。
スイッチ
位　　置 点灯・消灯のしかた

常時点灯
ドア（バックドアを除く）
を開けると点灯し、閉める
と消灯します。
（電源ポジションが 又
は の と き は、 ド ア
〔バックドアを除く〕を閉め
ると約 秒間点灯後、消灯
します。）

消灯

室内照明



キー連動室内照明システム
ドアの施錠、解錠に連動して室内
照明が点灯・消灯します。
ドア連動スイッチが 位置の
ときに作動します。
乗車時
●運転席ドアを解錠すると、室内照
明が約 秒間点灯後、消灯します。

●室内照明点灯中に、電源ポジショ
ンを 又は にするか、運転席
ドアを施錠すると消灯します。
降車時
●電源ポジションを 又は
にすると室内照明が約 秒間点灯
後、消灯します。

●室内照明点灯中に運転席ドアを施
錠すると消灯します。

電源ポジションの位置に関係なく、
次のように点灯、消灯します。
スイッチ位置 点灯・消灯のしかた

中立
バックドアを開ける
と点灯し、閉めると
消灯します。

上側又は下側 消灯

アドバイス
● エンジン停止時に長時間点灯させないで
ください。バッテリーがあがりエンジン
の始動ができなくなります。

ラゲッジルームランプ

室内照明／ラゲッジルームランプ
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運転中でも、セカンドシート及び
サードシートの様子が確認できま
す。

●使うときは、ふたを押して開けま
す。

●格納するときは、ロックするまで
押し戻します。

コミュニケーションミラー

警告
● 運転中は、信号待ちなどの停車中に
使ってください。走行中に使用する
と前方不注意となり、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

コミュニケーションミラー



警告
● 運転中は、信号待ちなどの停車中に
使ってください。走行中に飲物を出
し入れすると前方不注意となり、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す｡

注意
● 飲物の容器によっては確実に固定さ
れないことがあるため、こぼさない
よう注意してください。

■フロントシート用カップホル
ダー
インスト部
●パネル部を押すとカップホルダー
が出てきます。

●格納するときは、パネル部を押し
戻します。

■セカンドシート用カップホル
ダー
フロントセンターコンソール後端

カップホルダー／ボトルホ
ルダー

フロントセンターコンソール前端
●ふたを上に開けて使います。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

カップホルダー付シートサイドテー
ブル★

をお読みください。

カップホルダー／ボトルホルダー
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セカンドシートアームレスト★

●セカンドシートのアームレストを
倒して使います。
アームレストの使いかた…

■サードシート用カップホル
ダー

■ボトルホルダー
●ペットボトルのふたを閉めてから
収納してください。

フロントドアポケット（前席ドア）
左右

スライドドアポケット左右

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

カップホルダー／ボトルホルダー



■開閉のしかた
●ノブを手前に引いて開けます。
●閉めるときは、前方へ押してロッ
クします。

注意
● グローブボックスを開けたまま走行
しないでください。ブレーキをかけ
たとき収納した物が飛び出したり、
ふたに当たるなどして、思わぬケガ
をするおそれがあります。

● ふたを開けるときは、ゆっくり開け
てください。ふたを全開にしたとき、
身体に当たるおそれがあります。

グローブボックス ■施錠・解錠のしかた
●メカニカルキー（ ）で施錠、
解錠します。

●メカニカルキーは半分ほど差し込
んだ状態で止まります。

グローブボックス
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インストロアボックス

※ナビゲーションシステム付車には
付きません。

セレクトレバーの左側にあります。
●ノブを手前に引いて開けます。
●閉めるときは、前方へ押してロッ
クします。

※ナビゲーションシステム付車には
付きません。

●ノブを手前に引いて開けます。
●閉めるときは、前方へ押してロッ
クします。

注意
● ふたを開けたまま走行しないでくだ
さい。収納した物が飛び出したりし
て、思わぬケガをしたり、事故につ
ながるおそれがあります。

リッド付ポケット

インストロアボックス／リッド付ポケット



運転席アンダーポケット

●ふたを引いて開けます。
●閉めるときは、前方へ押してロッ
クします。

■引き出し式ボックス
●ノブを手前に引いて開けます。
●閉めるときは、押し戻してロック
します。

注意
● ふたを開けたまま走行しないでくだ
さい。収納した物が飛び出したりし
て、思わぬケガをしたり、事故につ
ながるおそれがあります。

知識
● ふたを開けると、 ユニット★又は
カードホルダーがあります。

●運転席アンダーポケットを取り外すと、
奥にヒューズ（ ）があります。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

フロントセンターコンソール

運転席アンダーポケット／フロントセンターコンソール
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カップホルダー付シートサ
イドテーブル★

セカンドシート（運転席側）の左
側にあります。

●テーブルをゆっくりと引き上げま
す。

●格納するときは、下側に押し下げ
ます。

注意
● テーブルを操作するときは、手など
を挟まないように注意してくださ
い。

● テーブルの上に乗ったり、足で蹴っ
たりしないでください。また、席を
移動するときは、テーブルを格納し
てから移動してください。転んで思
わぬケガをしたり、テーブルが破損
するおそれがあります。

● 急発進、急ブレーキに注意してくだ
さい。テーブルに置いた物が落ちて
きて思わぬケガにつながるおそれが
あります。また、カップホルダーに
熱い飲物を置いているときは、こぼ
れてやけどをするおそれがありま
す。

● 以上の物をテーブルに置かない
でください。テーブルが格納してし
まい、物が落ちたりして思わぬケガ
をするおそれがあります。また、カッ
プホルダー部に熱い飲物を置いてい
るときは、こぼれてやけどをするお
それがあります。

● カップホルダー部でも入れ物によっ
ては確実に固定されないことがある
ため、こぼさないように注意してく
ださい。

アドバイス
● テーブルを強く引き上げたり、 以上
の物を置いたりしないでください。破損
や変形の原因となります。

知識
● テーブルにはカップホルダーが 個付い
ています。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

カップホルダー付シートサイドテーブル



ラゲッジルーム内
●ふたを開けて使います。
●使わないときは、ふたを閉めます。

注意
● マタソケットなどでタコ足配線を
しないでください。

● 安全のため、消費電力 以下の
ものを使ってください。

● 相手プラグをソケットの奥まできち
んと挿入して使ってください。挿入
が不完全になると、異常発熱し、車
両のヒューズが切れる場合がありま
す。

● 相手プラグを挿入したり抜いたりす
るときは、使用機器側の電源スイッ
チを にするか、電源ポジショ
ンを にしてください。

● 使用中や使用直後はソケットや相手
プラグが熱くなっていることがある
ため、注意してください。

● シガーライターをソケットに差し込
まないでください。

● ソケットに水などがかからないよう
にしてください。

● ソケットには指や金属などを入れな
いでください。

アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、エン
ジンをかけて使ってください。また、ア
イドリング状態で長時間使ったり、エア
コン、ヘッドランプ、リヤウインドーデ
フォッガーなどを同時に使わないでくだ
さい。

電源ポジションが 又は のと
き使えます。

カーアクセサリーの電源をとると
きや、市販の車載電話及び携帯電
話の車載キットの電源をとるとき
に使います。

容量は （ボルト）、 （アン
ペア）、 （ワット）です。

電源ソケット

センタークラスター下
●ふたを開けて使います。
●使わないときは、ふたを閉めます。

電源ソケット
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②電源コンセントのふたを開けてコ
ンセントを差し込みます。

注意
● コンセントに水などがかからないよ
うにしてください。また、ぬれた手
でコンセントを抜き差ししたり、金
属などをコンセントに差し込まない
でください。感電したり故障するお
それがあります。

アドバイス
● バッテリーあがりを防止するため、エン
ジンをかけて使用してください。エンジ
ン停止時に長時間使用しないでくださ
い。

●アイドリング時の長時間使用時など、エ
ンジンがかかっていても車両条件によっ
てはバッテリーがあがることがありま
す。

●消費電力が を超える電気製品を
接続しないでください。電源コンセント
が一時的に使えなくなります。その場合
は、電源コンセントメインスイッチを一
旦 にし、しばらく時間をおいたあ
と再度スイッチを にしてください。
消費電力 以下の電気製品であれ
ば使えるようになります。

●電気製品の消費電力が 以下で
あっても正常に作動しない場合がありま
す。
起動時の消費電力が大きい電気製品
（ブラウン管 、電動工具など）
電源周波数の切り替えのある電気製品
（時計など）
精密なデータを測定する電気製品（計
測器など）
その他（マイコン制御式電気毛布など）

●使用する電気製品によってはラジオ、
に雑音が入ることがあります。

●コンセントを抜き差しするときは、電気
製品の電源スイッチを にして下さ
い。

●分岐コンセントなどでタコ足配線をしな
いでください。

電源ポジションが で電源コンセ
ントメインスイッチが のとき使
えます。

●フロントセンターコンソール（コ
ンソールトレイ）にあります。

●電気製品（ ）の電源をとると
きに使います。

容量は 、 アンペア（ ）
までです。

①スイッチの下側（ ）を押して電
源を入れます。
（スイッチの表示灯が点灯）

電源コンセント（ ・
）★

●使用後は、スイッチの上側を押し
て電源を切ります。
（スイッチの表示灯が消灯）

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

電源コンセント（ ・ ）



運転席、助手席及びサードシート
の背もたれの後ろにあります。

●買い物袋などを引っ掛けるときに
使います。

●フックの背の下側を押しながら回
転させます。

シートバックフック

注意
● 以上の物を掛けないでくださ
い。シートのリクライニングレバー
を引いたとき、背もたれが後方に倒
れたり、フックが破損するおそれが
あります。

知識
● 荷物を掛けないときは、フックを格納し
てください。

ロールサンシェード

セカンドシート及びサードシート
の左右にあります。

●ツマミを持って上方向に引き出し、
フックに引っ掛けます。

●格納するときは、フックから外し
て元の位置に格納します。

アドバイス
● ロールサンシェードを上方向以外に引っ
張らないでください。破損の原因になり
ます。

※イラストは、助手席シートです。

ロールサンシェード／シートバックフック
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助手席及びセカンドシート、サー
ドシートの左右に付いています。
セカンドシート及びサードシート
左右にはコートフックが付いてい
ます。

●引き出して使います。

コートフック

注意
● コートフックに先のとがった物を掛
けないでください。 エアバッ
グが作動したときに飛ばされて、思
わぬ傷害につながるおそれがありま
す。

アドバイス
● コートフックには、 ㎏以上の物を掛け
ないでください。破損するおそれがあり
ます。

アシストグリップ

①ストラップを引いて、ふたを持ち
上げます。
②ふたの裏側左右にあるストラップ
のホックを外し、ラゲッジフック
に引っ掛け、ふたを固定します。

ラゲッジアンダーボックス

アドバイス
● ふたを開けたままサードシートを動かし
たり、走行したりしないでください。荷
物やふたなどを破損するおそれがありま
す。

知識
● ラゲッジアンダーボックス内にあるフッ
クに 以上の物を掛けないでくださ
い。フックが破損するおそれがあります。

アシストグリップ／ラゲッジアンダーボックス



ラゲッジルームの左右に計 箇所あ
ります。

●買い物袋などを引っ掛けるときに
使います。

ラゲッジフック

アドバイス
● 以上の物を掛けないでください。
フックが破損するおそれがあります。

ラゲッジフック
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フロアカーペット★

この車（年式）専用のフロアカーペットが設定されています。床の上にしっか
りと固定して正しく使用してください。

■固定のしかた
床面には日産純正フロアカーペット用の固定クリップが付いています。

①フロアカーペットを床の形状に合わせて敷きます。
②フロアカーペットの取付穴に固定クリップのピンを通し、確実に固定します。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

※車種により、固定クリップ・ピン
の形状や、各シートごとに設定さ
れている数量は異なります。詳し
い固定方法は、日産販売会社にお
問い合わせください。

警告
● この車（年式）専用のフロアカーペットを、床の上にしっかりと固定して正しく使
用してください。フロアカーペットがずれて各ペダルと干渉し、思わぬスピードが
出たりブレーキが効きづらくなるなど、重大な傷害につながるおそれがあります。

運転席にフロアカーペットを敷くときは
● 日産純正品であっても、他車種及び異なる
年式のフロアカーペットは使用しない。

● フロアカーペットでペダルを覆わない。
● フロアカーペットを重ねて敷かない。
● フロアカーペットがずれないように固定ク
リップで確実に固定する。

● 運転席専用のフロアカーペットを使用する。
● フロアカーペットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない。

運転する前に
● フロアカーペットが正しく固定されていることを定期的に確認し、洗車後は必ず確
認する。

● エンジン停止時及びセレクトレバーがPのときに各ペダルをいっぱいに踏み込み、
フロアカーペットと干渉しないで運転に支障がないことを確認する。

フロアカーペット
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●快適ドライブのために……………………………
雨の日の快適ドライブ ……………………
夏の快適ドライブ …………………………
寒冷時の取り扱い …………………………
タイヤチェーンについて …………………

●お手入れのしかた…………………………………
外装のお手入れ ……………………………
内装のお手入れ ……………………………
ウオッシャー液の補給 ……………………
ワイパーの交換 ……………………………
タイヤの交換 ………………………………
タイヤ空気圧警報システム（空気圧充填完了ガイド機能付）…

車との上手なつきあいかた



快適ドライブのために
■ガラスが油膜でギラギラする
とき
ガラスクリーナーを使って、ガラ
スの表面やワイパーのゴムを清掃
してください。

アドバイス
● 油膜があると、雨の夜などは対向車の光
が乱反射して見にくくなることがありま
す。

■窓ガラスがくもるとき
フロント、サイドウインドーガラス
エアコンで除湿します。
エアコンの吹き出し口を にして、
吸い込み口は外気導入にします。
冬でもエアコンを活用してくださ
い。
窓ガラスのくもりの取りかた…

知識
● 早くくもりを取りたいときは、吹き出し
温度を高くし、吹き出し風量を多くしま
す。

■ワイパーのふき残しがあると
き

●ワイパーブレードのゴムが摩耗し
ていたり、異物がかみ込んでいる
と線が残ります。ワイパーブレー
ドを清掃し、異物を取り除いてく
ださい。

●ゴムが摩耗しているときは、早め
にゴムを交換してください。（

）

雨の日の快適ドライブ

バックドアガラス
リヤウインドーデフォッガース
イッチ（ ）を使い、くも
りを取ってください。

雨の日の快適ドライブ
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■オーバーヒートを防ぐために
日常点検で冷却水の量を点検して
ください。
水温計がオーバーヒートを示しそ
うになったら、安全な場所に停車
して冷やしてください。
オーバーヒートしたときは…

アドバイス
● 地面に水漏れの跡があるときや、冷却水
が早くなくなるときは、日産販売会社で
点検を受けてください。

■海に出かけたあとは
●車体に付着した塩分を早めに落と
してください。塩分を付着させた
まま放置しておくと、サビの原因
となります。

●洗車するときは、下回りも念入り
に洗ってください。

■炎天下で駐車するとき
シートやハンドルに白い布やサン
シェードなどを掛けたり、ボディ
にカバーなどを掛けて温度の上昇
を防いでください。熱に弱い製品
は車内に置かないでください。

夏の快適ドライブ 警告
● お子さまや介護が必要な方だけを車
内に残さないでください。炎天下で
は車内が高温になり、生命にかかわ
るおそれがあり危険です。

注意
● 炎天下では、樹脂部品や金属部品が
高温になっていることがあり、触れ
るとやけどをするおそれがありま
す。特に小さいお子さまを乗せると
きは注意してください。
また、車内が高温になるので、 、
カメラ、サングラスなど樹脂製の小
物、ガスライターや炭酸系の飲物な
どを置いたままにしないでくださ
い。変形したり爆発するおそれがあ
ります。特にインストルメントパネ
ルの上など、直射日光の当たる場所
は大変高温になるので注意してくだ
さい。

夏の快適ドライブ



車の冬じたく
■エンジンオイルの準備
外気温に応じたエンジンオイルを
使ってください。
サービスデータ（エンジンオイル）
…

■バッテリー液の点検、補給
メンテナンスノート「簡単な整備の
しかた」をお読みください。

■冷却水の濃度点検
冷却水の凍結を防ぐため、エンジ
ンクーラントの濃度を点検してく
ださい。
エンジンクーラントの濃度 凍結温度

％ 約－ ℃

冷却水を補充・交換するときは、
日産純正スーパーロングライフ
クーラント（ ％希釈品）をお使
いください。
サービスデータ（冷却水）…

アドバイス
● 工場出荷時に ％にしてあります。
●冷却水の点検・補充・交換は日産販売会
社にご相談ください。

寒冷時の取り扱い ■冬用タイヤ、タイヤチェーン
の準備

●冬用タイヤに交換するときは、 輪
とも必ず指定サイズで同一の銘柄、
パターン（溝模様）のタイヤに交
換してください。（ ）

●タイヤチェーンはお客さまのタイ
ヤサイズに合った日産純正品をお
すすめします。（ ）

■ウオッシャー液の濃度点検
ウオッシャー液の凍結を防ぐため、
ウオッシャー液容器に記載してあ
る凍結温度を参考に、外気温に応
じた希釈割合（濃度）にしてくだ
さい。
日産純正ウインドーウオッシャー
液をおすすめします。
ウオッシャー液の補給…

注意
● 外気温に応じた希釈割合に合わせて
ください。不適合の場合、ウインドー
ガラスに噴射した液が凍結し、視界
不良となるおそれがあります。

寒冷時の取り扱い
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■寒冷地用ワイパーブレードの
装着
寒冷地用のワイパーブレードを装
着するときは、お車に合った日産
純正部品をお使いください。
詳しくは、日産販売会社にご相談
ください。

注意
● 高速走行時は通常のワイパーブレー
ドよりふき取りにくくなります。速
度を落として走行してください。

アドバイス
● 降雪期以外は通常ブレードに戻してくだ
さい。

出発前の準備
■窓ガラスの雪や霜を落とす
プラスチックの板などを使って、
ガラスを傷つけないように落とし
てください。

警告
● ルーフに積もった雪は落としてくだ
さい。窓ガラスに雪が滑り落ちると
視界の妨げとなり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

■足回りの着氷を落とす
足回り（ブレーキホース、フェン
ダー裏側など）に付着した氷塊を、
部品を破損しないように注意して
取り除いてください。

■靴の雪を落とす
乗車時、靴に付いた雪はよく落と
してください。ペダル類の操作時
に滑ったり、窓ガラスのくもりの
原因となります。

寒冷時の取り扱い



■車が凍結したら
凍った部分にお湯をかけて氷を溶
かしてください。溶けたらすぐに
ふき取ってください。

アドバイス
● ドアなどの開閉部分を無理に開けないで
ください。ゴムがはがれたり損傷するお
それがあります。

●ワンタッチオートスライドドア付車又は
リモコンオートバックドア付車は、開閉
できるかどうか手動で確認してから、
オート作動させてください。凍結したま
ま操作を繰り返すと、故障の原因になり
ます。

●ワイパー、ドアミラー、パワーウインドー
などを無理に動かさないでください。装
置が損傷するおそれがあります。

●ドアのキー穴部には、お湯をかけないで
ください。凍結するおそれがあります。

雪道を走行するとき
■滑りやすい路面の走りかた
●滑りやすい路面での急発進、急加
速、急ブレーキ、急ハンドルなど
無理な運転は危険ですのでしない
でください。雪道や凍結路では速
度を落とし、車間距離をとり、ゆ
とりある運転をしてください。

●雪道、凍結路では早めに冬用タイ
ヤ、タイヤチェーンなどを装着し
て走行してください。
タイヤチェーンについて…

●雪道を走行するときは、 車は
駆動モード切り替えスイッチ（

）を 又は に切り
替えます。

■走行中の雪の付着に注意
●ブレーキに付着した雪が凍結し、
ブレーキの効きが悪くなることが
あります。ときどきブレーキの効
き具合を確認してください。
効きが悪いときは、前後の車との
距離を十分とり、低速走行で効き
が回復するまでブレーキペダルを
軽く踏んでください。

●フェンダーの裏側に付いた雪が積
もり、ハンドルの切れが悪くなる
ことがあります。ときどき確認し
て雪を取り除いてください。

寒冷時の取り扱い寒冷時の取り扱い
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寒冷時の駐車
■長時間駐車するとき
●セレクトレバーをPに入れ、パー
キングブレーキをかけずに輪止め
をしてください。パーキングブレー
キをかけると、ブレーキが凍結し
て解除できなくなるおそれがあり
ます。

●フロントグリルを風が吹いてくる
方向に向けて駐車しないでくださ
い。エンジンルームに雪が入った
りエンジンが冷えて始動しにくく
なります。

●軒下や樹木の下には駐車しないで
ください。落雪で車が損傷するお
それがあります。

●雪が降りそうなときや降雪時には
ワイパーアームを起こしておいて
ください。ブレードと窓ガラスが
凍結し、破損するおそれがありま
す。

雪道を走行したあとは
●凍結防止剤をまいた道路を走行し
たあとは、サビの原因となるので
早めに洗車してください。
洗車するときは、下回りも念入り
に洗ってください。

アドバイス
● 寒冷時に洗車をするときはブレーキに直
接水がかからないように注意してくださ
い。ブレーキ装置に水が入ると凍結し、
走行できなくなるおそれがあります。

寒冷時の取り扱い



●タイヤチェーンは必ず前 輪に装着
してください。 車も前 輪に
装着してください。

●この車はタイヤと車体のすき間が
狭く、お客さまのタイヤサイズに
合ったタイヤチェーンでも使用で
きない場合があります。
タイヤチェーンはお客さまの車に
適合した日産純正品をおすすめし
ます。適合するタイヤチェーンに
ついては日産販売会社にご相談く
ださい。

■装着の前に
●安全に作業できる平坦な場所に停
車してください。

●パーキングブレーキをかけエンジ
ンを止めます。さらに、非常点滅
表示灯を点滅させ、必要に応じて
停止表示板（又は停止表示灯）を
置きます。

■装着のしかた
●タイヤチェーンは付属の取扱説明
書に従って正しく装着してくださ
い。

注意
● 不適正に装着したり、タイヤサイズ
に合わないものなどを使用すると、
ブレーキ配管やフェンダーなどを破
損するおそれがあります。

タイヤチェーンについて アドバイス
● タイヤチェーンを装着すると、アルミホ
イールに傷をつけるおそれがあります。

●タイヤチェーンを装着したときはタイヤ
チェーンに付属の取扱説明書で指示され
た速度で走行してください。安全が損わ
れたりタイヤチェーンが切れやすくなり
ます。

●雪のない舗装路ではチェーンを装着した
まま走行しないでください。路面を損傷
したり、チェーンの摩耗を早め、寿命が
短くなります。また、 車は機構に
無理がかかり故障の原因となります。

●タイヤチェーンを装着しているときは、
突起しているところや穴の上を走行した
り、急ハンドルやタイヤがロックするよ
うなブレーキ操作をしないでください。

タイヤチェーンについて
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塗装面を美しく保つために
■駐車、保管場所に注意
風通しの良い車庫や屋根のある場
所をおすすめします。

■洗車・ワックスがけの実施
●塗装面に付着した汚れをそのまま
にすると、変色やサビの原因とな
ります。次のような場合はすぐに
洗車してください。
ばい煙、虫の死がいや鳥のふん、
樹液、鉄粉、コールタールなど
が付着したとき。
海岸地区、凍結防止剤を散布し
た道路を走行したあと。
ほこり、汚れがひどいとき。

アドバイス
● ケミカル用品などは用途により使い分け
が必要です。用途にあったものをお使い
ください。

●ベンジン、シンナーなどの有機溶剤や酸、
アルカリ性の溶液を使わないでくださ
い。変色やしみの原因となります。

お手入れのしかた
外装のお手入れ 洗車のしかた

■水洗いするとき
①水をかけながら下回りの汚れを洗
い流します。

②水をかけながら塗装面の高い位置
から低い位置の順にセーム皮や柔
らかいスポンジなどで汚れを落と
します。
汚れがひどいときは、ボディーシャ
ンプーなどを使い、その後十分に
水で洗い流します。

③はん点が残らないように水をふき
取ります。

注意
● 下回りを洗うときはケガをしないよ
うに注意してください。

アドバイス
● 洗車するときは、エンジンルーム内に水
をかけないでください。エンジンの始動
不良やエンジンの不調、電気部品の故障
などの原因になるおそれがあります。

●硬いブラシや、たわしなどは使わないで
ください。塗装面を傷つけるおそれがあ
ります。

●寒冷時に洗車をするときはブレーキに直
接水がかからないように注意してくださ
い。ブレーキ装置に水が入ると凍結し、
走行できなくなるおそれがあります。

外装のお手入れ



ワックスをかけるとき
ワックスがけは か月に 回程度、
又は水はじきが悪くなったときに
行ってください。かけかたは普通
塗装車、メタリック及びパール塗
装車とも同じです。

■ワックスのかけかた
①塗装面の汚れを洗車などで取り除
きます。

②塗装面が冷えているとき（体温以
下が目安）にワックスをかけます。
かけかたはワックス容器に記載し
てある説明に従ってください。

アドバイス
● 塗装されていないバンパー、スポイラー
などの樹脂部品には、ワックスを使用し
ないでください。ムラになることがあり
ます。

●コンパウンド（研磨剤）の入ったワック
スを使うと、塗装面の光沢や水をはじく
特性が失われることがあります。

■ワックスの選びかた
●コンパウンド（研磨剤）の入って
いない、塗装に適したワックスを
使ってください。
日産純正カーワックスをおすすめ
します。詳しくは、日産販売会社
にご相談ください。

■洗車機を使うとき
自動洗車機
ドアミラー（ ）を格納して
ください。
高圧（コイン）洗車機
洗車ノズルと車体の距離を十分離
して洗車してください。

アドバイス
● 自動洗車機で洗車すると、ブラシの傷が
つき、塗装の光沢が失われたり劣化を早
めることがあります。

●自動洗車機で洗車すると、リヤワイパー
を破損するおそれがあります。

●ドアガラスのまわりに高圧ノズルを近づ
けないでください。車内に水が漏れるお
それがあります。

●ルーフスポイラー付車は、洗車機の種類
によってはスポイラーが引っ掛かり、洗
車できないことがあります。

外装のお手入れ
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軽い補修のしかた
塗装面の小さい傷はタッチアップ
ペイントを使い、早めに傷部を補
修してください。サビの発生を防
ぎ、塗装面を長持ちさせます。

アルミロードホイールのお手入れ
●中性洗剤を含ませたスポンジなど
を使い、汚れを洗い落としてくだ
さい。日産純正クリーナーをおす
すめします。

※詳しくは、日産販売会社にご相談
ください。

アドバイス
● 変色やしみの原因になったり、傷をつけ
るおそれがあるため、次のことをお守り
ください。
強酸性、強アルカリ性の洗剤は使わな
い。
洗剤はホイールの表面が冷えていると
きに使用する。（体温以下が目安）
洗剤を使用したあとは、早めに十分洗
い流す。
硬いブラシやコンパウンド（研磨剤）
の入った洗剤などは使わない。

外装のお手入れ



注意
● 車内に水をかけないでください。
オーディオやスイッチ類、フロア下
の配線や電気部品などに水がかかる
と故障するおそれがあります。

アドバイス
● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤や酸、
アルカリ性の溶液を使わないでくださ
い。変色やしみの原因となります。また、
各種クリーナー類には、これらの成分が
含まれているおそれがありますので確認
してから使ってください。

カーペットの汚れ取り
電気掃除機でほこりを取り除き、
日産純正ルームクリーナーなどで
汚れを落としてください。
フロアカーペットを取り外したと
きは、敷き直すときにフロアカー
ペットがずれないように固定ク
リップで正しく確実に固定してく
ださい。
フロアカーペット…

内装のお手入れ 布、ビニールレザーの汚れ取り
中性洗剤を薄めて柔らかい布に含
ませ、軽くふき取ります。さらに
水に浸した布を固くしぼってふき
取ります。
汚れがひどいときは、日産純正ルー
ムクリーナーなどで汚れを落とし
てください。

内装のお手入れ
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バックドアガラス、リヤサイド
ウインドーの清掃
●ガラスの内側を清掃するときは、
熱線やアンテナ線を切らないよう
に水を含ませた柔らかい布で熱線
やアンテナ線にそって軽くふいて
ください。

●ガラスクリーナー、洗剤などは使
わないでください。

本革シートのお手入れ★

■通常のお手入れ
ガーゼなど柔らかい布でふきます。

■水溶性の汚れを取るとき
柔らかい布をぬるま湯に浸し、固
くしぼってからふき取ります。次
に乾いた柔らかい布でふきます。

■油性の汚れを取るとき
①ぬるま湯に中性洗剤を溶かし（濃
度 ～ ％）、柔らかい布に含ませ
汚れを取ります。

②真水に浸した布を固くしぼってふ
き取ります。

③乾いた柔らかい布でふき、風通し
のよい日陰で乾燥させます。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

アドバイス
● 直射日光は変色、変質の原因になります。
日よけに心がけてください。

●水などでぬれたときは早めにふき取って
ください。皮革が硬化、収縮する原因と
なります。

知識
● 本革シートのお手入れ用品（クリーナー
など）のご購入については、日産販売会
社にご相談ください。

メーター表面の汚れ取り
柔らかい布を真水に浸し、固くし
ぼってからふき取ります。

アドバイス
● 乾いた布やウエットティッシュなどを使
用しないでください。傷がついたり、変
色の原因になります。

●ワックスやコーティング剤、油などが付
着した布ではふかないでください。変色
の原因になります。

内装のお手入れ



●ふたの穴を押さえ、引き抜くと、
スポイト式にウオッシャー液の残
量が点検できます。引き抜いたと
きにウオッシャー液がチューブ下
端にしか入らないと、ウオッシャー
タンクはほぼ空の状態です。

●ウオッシャー液は日産純正ウイン
ドーウオッシャー液をおすすめし
ます。
ウオッシャータンク容量…

ウオッシャー液の補給

注意
● ウオッシャー液を補給するときは、
液を高温部にかけないようにしてく
ださい。出火するおそれがあります。

アドバイス
● ウオッシャー液のかわりに石けん水など
を入れないでください。
塗装面がしみになるおそれがあります。

知識
● フロントワイパーとリヤワイパーのウ
オッシャータンクは兼用です。

ワイパーブレードの交換
①ワイパーアームを起こします。
②ブレードのツメのロックを外し、
ブレードを矢印の方向に引きなが
らアームから取り外します。

③新しいブレードを取り付けます。
取り付けは取り外したときと逆の
手順で行い、ツメがロックされブ
レードが確実に固定されているこ
とを確認します。

注意
● 交換するときは、ワイパーアーム及
びワイパーブレードがガラスに当た
らないよう気をつけてください。ガ
ラスに当たるとガラスが破損するお
それがあります。

アドバイス
● ワイパーブレードに大きな力を加えて変
形させないでください。ふき取りにくく
なったり、破損するおそれがあります。

ワイパーの交換

ウオッシャー液の補給／ワイパーの交換
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ワイパーゴムの交換
①ワイパーアームからワイパーブ
レードを取り外します。

②ブレードのツメをワイパーゴムⒶ
部（後端）から外して矢印方向に
スライドし、取り外します。

・ワイパーゴムのⒶ部がない側から
ブレードに沿って差し込み、ブレー
ドのツメをⒶ部に入れて固定しま
す。

アドバイス
● ワイパーゴムを取り外すときは、カバー
を無理に引っ張らないで下さい。無理に
引っ張ると切れるおそれがあります。

知識
● ワイパーゴムに石けん水を塗ると脱着し
やすくなります。

③取り付けるときは、取り外したと
きと逆の手順で行います。

・金属のプレートは、切りかきがワ
イパーゴムのストッパー部に合う
ように向きに注意してセットして
ください。

※ゴムのストッパー部は左右非対称で
す。

ワイパーの交換



アドバイス
● タイヤの位置交換と同時に空気圧も点検
してください。

●タイヤの位置交換については、日産販売
会社にご相談ください。

タイヤの交換

注意
● タイヤはゴム製品のため、徐々に劣
化します。安全を確保するため、
～ 年を目安に必ず点検を受けてく
ださい。点検については日産販売会
社へご相談ください。

■タイヤの位置交換
（ローテーション）
左右それぞれで前後タイヤの交換
を行ってください。
タイヤの偏摩耗を防ぎ、寿命を伸
ばすために、約 走行ごと
に定期的な位置交換をおすすめし
ます。

注意
● タイヤ間に著しい摩耗差があった
り、空気圧が規定値より著しく異な
ると、車の性能が十分発揮できなく
なり、安全性を損ねたり故障の原因
になります。

タイヤの交換
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注意
● タイヤの空気圧が不足したまま走行
すると、バースト（破裂）するなど、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

■タイヤ摩耗の点検
摩耗限界表示（ウェアインジケー
ター）が表れたら、タイヤを交換
してください。

�

■タイヤ空気圧の点検
●タイヤの空気圧は、走行前のタイ
ヤが冷えているときに点検・調整
してください。
タイヤ接地部のたわみが大きいと
きは、空気圧が不足しています。
すみやかに調整するか、日産販売
会社にご相談ください。偏平タイ
ヤの空気圧はたわみ状態ではわか
りにくいので、タイヤエアゲージ
を使用し点検してください。

●タイヤ空気圧は自然に少しずつ低
下します。月に一度はタイヤエア
ゲージを使用してタイヤ空気圧が
適正であるか点検してください。

●タイヤ空気圧は走行に伴い約 割程
度上がることがあります。

●タイヤの空気圧は運転席ドア開口
部に表示、及び巻末のサービスデー
タに記載してあります。

タイヤの交換



■タイヤ・ロードホイールを交
換するとき

●タイヤを交換するときは、 輪とも
同時期に行い、必ず指定サイズで
同一の銘柄、パターン（溝模様）
のタイヤを取り付けてください。

●タイヤサイズは運転席ドア開口部
のタイヤ空気圧表示を参照してく
ださい。

注意
● 指定サイズ以外のタイヤ・ロードホ
イールは絶対に取り付けないでくだ
さい。不適合なタイヤ・ロードホイー
ルを取り付けると、安全性が損われ、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● 特に 車は径が異なるタイヤを
装着すると、車の機構に無理がかか
り、重大な故障につながります。ま
た、 のシステムが正常に作動
しないことがあります。
次のようなタイヤの装着はしないで
ください。
摩耗差の大きいタイヤの装着
前輪又は後輪だけに冬用タイヤを
装着
サイズや種類の異なるタイヤを
個々に装着

● タイヤの修理や交換をするときは、
日産販売会社にご相談ください。

●ロードホイールを交換するときは、
必ず指定サイズで同一種類のロー
ドホイールを取り付けてください。
ロードホイールのサイズは巻末の
サービスデータに記載してありま
す。

アドバイス
● ロードホイールは、リムサイズやイン
セットが同じでも、他の車の物は使えな
い場合があります。お手持ちの物をご使
用になるときは、日産販売会社にご相談
ください。

●タイヤ空気圧センサーが付いていない
ロードホイールを装着すると、タイヤ空
気圧警告灯が点灯を続けます。
元のタイヤ空気圧センサーが付いている
ロードホイールを取り付けたあと、約

以上でしばらく走行するとタイ
ヤ空気圧警告灯は消灯します。

●タイヤやロードホイールを交換するとき
は、次のように付け替えたロードホイー
ルにもタイヤ空気圧センサーを装着して
ください。タイヤ空気圧センサーを装着
するには 通りの方法があります。
元のロードホイールからタイヤ空気圧
センサーを取り外し、新しいロードホ
イールに取り付ける。
元のロードホイールをタイヤ空気圧セ
ンサーが付いたまま使用し、タイヤだ
けを交換する。
新しいロードホイールと共に新しいタ
イヤ空気圧センサーを取り付ける。
新しいタイヤ空気圧センサーを取り付け
たときは、専用の コードを登録する
必要があります。詳しくは、日産販売会
にご相談ください。

タイヤの交換
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アドバイス
● アルミロードホイールには荷重制限があ
りますので、交換するときは日産販売会
社にご相談ください。

●タイヤやロードホイールを交換したとき
は、ホイールバランスを確実にとってく
ださい。

●バルブキャップは日産純正品を使用して
ください。日産純正品以外のバルブ
キャップを使用すると腐食して固着し、
外れなくなる場合があります。

●バルブキャップを工具などを使用して締
め付けると、バルブキャップが破損する
おそれがあります。

タイヤの交換



タイヤ空気圧警報システムは、タ
イヤ空気圧が不足していることを
知らせるシステムです。

●タイヤ空気圧が指定の空気圧から
約 ％低下すると、メーター内の
タイヤ空気圧警告灯が点灯し、車
両情報ディスプレイに警告を表示
します。

タイヤ空気圧警告灯…
タイヤ空気圧警告表示…

●空気圧を正しく調整したあと、
以上でしばらく走行する

とタイヤ空気圧警告灯と車両情報
ディスプレイの警告表示が消灯し
ます。

● 以上で走行したときに、
作動します。

●システムに異常があるときは、タ
イヤ空気圧警告灯（ ）が
約 分間点滅したあとに点灯を続け
ます。

注意
● タイヤ空気圧警告灯が点灯及び警告
表示したときは、すみやかに安全な
場所に停車し、タイヤを確認してく
ださい。放置して走行し続けると、
タイヤがバースト（破裂）したり思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● タイヤ空気圧警告灯が約 分間点滅
したあとに点灯を続けたときは、す
みやかに日産販売会社で点検を受け
てください。

アドバイス
● タイヤ空気圧警報システムは、日常点検
を補助するものです。必ず日常点検でタ
イヤの空気圧を点検してください。

●タイヤ空気圧センサーは、日本の電波法
の認証に適合しています。次のことを必
ずお守りください。
日本国内のみで使用する。
正しい使用方法以外では使用しない。
分解や改造はしない。（分解や改造し
たものを使用することは法律で禁止さ
れています。）

●タイヤ空気圧センサーにはお客さまの車
に適合する固有の コードが登録され
ています。他の車のタイヤやロードホ
イールを使用すると、システムが作動し
ません。

●タイヤを修理・交換するときはタイヤ空
気圧センサーの取り付けや コードの
登録をする必要があるため、日産販売会
社へご相談ください。

タイヤ空気圧警報システム（空
気圧充填完了ガイド機能付）

タイヤ空気圧警報システム（空気圧充填完了ガイド機能付）
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アドバイス
● 以下の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正常に作動しない場合があります。
タイヤチェーンを装着しているとき。
日産純正品以外のタイヤやロードホ
イールを使用したとき。
近くに同じような無線周波数を使って
いる施設や器具があるとき。
車両、特にロードホイールハウスの周
りに多くの雪や氷などが付いたとき。
タイヤパンク応急修理キットを使用し
たとき。
タイヤ空気圧センサーの がシステ
ムに登録されていないとき。
電波に障害を与えるようなフィルムを
窓ガラスに貼っているとき。
タイヤ空気圧センサーの電池が消耗し
たとき。

●タイヤ空気圧センサーには、車両と通信
するための電池が内蔵されています。
走行中は、常時車両と通信しているため
電池を消耗しており、電池が切れると、
タイヤ空気圧警告灯が約 分間点滅後、
点灯します。電池が消耗したときは、日
産販売会社にご相談ください。電池単品
での交換はできません。

●凹凸のある道路を走行するときは注意し
て走行してください。タイヤ空気圧セン
サーを破損させるおそれがあります。

知識
● 温度による空気圧の変化や自然に空気圧
が減少したときにもタイヤ空気圧警告灯
が点灯しますが、適切な空気圧に調整し
て消灯すれば故障ではありません。

●高速走行時はタイヤ空気圧警告灯が点灯
することがありますが、減速して消灯す
れば故障ではありません。

空気圧充填完了ガイド機能
タイヤ空気圧を調整するときに使
います。
指定空気圧に調整できるように、
ブザーでお知らせする機能です。

■使いかた
①安全で平坦な場所に駐車します。
②セレクトレバーをPにします。
③電源ポジションを にします。
安全のため、エンジンはかけない
でください。
エンジンスイッチ…

④タイヤに空気を入れます。
作業中であることを知らせるため、
数秒後からブザーが“ピッ…ピッ
…”と鳴り始めます。

⑤指定のタイヤ空気圧になると、ブ
ザーが“ピーピピ”と鳴ります。

⑥他のタイヤも①～⑤の操作で調整
します。

タイヤ空気圧警報システム（空気圧充填完了ガイド機能付）



アドバイス
● 以下の場合は、空気圧充填完了ガイド機
能が正常に作動しない場合があります。
タイヤチェーンを装着しているとき。
日産純正品以外のタイヤやロードホ
イールを使用したとき。
近くに同じような無線周波数を使って
いる施設や器具があるとき。
車両、特にロードホイールハウスの周
りに多くの雪や氷などが付いたとき。
タイヤパンク応急修理キットを使用し
たとき。
タイヤ空気圧センサーの がシステ
ムに登録されていないとき。
電波に障害を与えるようなフィルムを
窓ガラスに貼っているとき。
タイヤ空気圧センサーの電池が消耗し
たとき。
タイヤ空気圧警報システムが故障して
いるとき。
空気入れの充填能力が十分でないとき
（電源ソケットを使用するものなど）
ブザーが故障しているとき。
近くで電装品などを使用していると
き。

●以下の場合は、空気圧充填完了ガイド機
能が作動していないと考えられます。
タイヤに空気を入れ始めてから 秒
以内にブザーが鳴り始めないとき。
指定圧をお知らせする前にブザーが停
止したとき。

●空気圧充填完了ガイド機能が正常に作動
しないときは、車両を前又は後ろに ｍ
ほど動かしてから、再度、空気圧の調整
を行ってください。
再度、調整を行っても正常に作動しない
場合は、タイヤエアゲージを使用して調
整を行い、日産販売会社へご相談くださ
い。

知識
● 空気を入れ過ぎたときは、以下のブザー
を目安に調節します。
タイヤ空気圧が指定圧より高くなると
ブザーが“ピピピピピ”と鳴ります。
空気を抜き始めると作業中であること
を知らせるため、数秒後からブザーが
“ピッ…ピッ…”と鳴り始めます。
空気を抜いて指定の空気圧になると、
ブザーが“ピーピピ”と鳴ります。

タイヤ空気圧警報システム（空気圧充填完了ガイド機能付）
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●発炎筒の使いかた…………………………………

●路上で故障したときは……………………………

●けん引するときは…………………………………
他車にけん引してもらうとき ……………
後ろ側のフックについて …………………

●オーバーヒートしたときは………………………

●バッテリーがあがったときは……………………

●ヒューズを点検・交換するときは………………

●電球（バルブ）を交換するときは………………

●工具・タイヤパンク応急修理キットについて…
格納場所 ……………………………………
ジャッキアップのしかた（ディーラーオプション）…

●パンクしたときは…………………………………
タイヤ応急修理のしかた …………………

●事故がおきたときは………………………………

万一のとき



発炎筒の使いかた
故障や事故などで緊急停車したと
き、周囲に危険を知らせるために
使います。

①助手席足元部のホルダーから発炎
筒を外します。

②本体を回しながらケースから引き
抜きます。

③点火部をケースのすり薬でこすっ
て点火します。

警告
● お子さまには触らせないでくださ
い。いたずらなどで発火するおそれ
があり危険です。

● 可燃物の近くで使わないでくださ
い。引火する危険があります。

● 点火は必ず車外で行い、点火後は顔
や身体に近づけないでください。や
けどをする危険があります。

● トンネル内では使わないでくださ
い。煙で視界が悪くなり、他車の走
行の妨げとなり事故をまねくおそれ
があります。このときは非常点滅表
示灯を使ってください。

知識
● 点火後は約 分間燃え続けます。
●発炎筒に記載してある使用方法、注意を
あらかじめ確認しておいてください。

●発炎筒には有効期限があります。期限が
切れる前に日産販売会社でお買い求めく
ださい。

発炎筒の使いかた
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路上で故障したときは
必ず安全な場所に車を退避させ、
非常点滅表示灯などで後続車に危
険を知らせてください。
安全な場所に退避できないときは、
発炎筒（ ）で後続車に危
険を知らせてください。

■路上で故障したとき
①車を路肩などに止め、非常点滅表
示灯を点滅させます。

②高速道路や自動車専用道路では、
車の後方に停止表示板又は停止表
示灯を置きます。

④安全を確保後、救援を頼みます。

知識
● 高速道路や自動車専用道路では、停止
表示板（停止表示灯）の表示が法律で
義務づけられています。

③全員車から降り、ガードレールの
外など安全な場所に、すみやかに
避難してください。

■エンストしたとき
①あわてずエンジンをかけ直してみ
ます。

②エンジンがかからないときは、付
近の人に救援を求めて、車を押し
てもらい、安全な場所に移動して
ください。このときセレクトレバー
をNにしてください。

③安全な場所に移動後、救援を頼み
ます。

注意
● エンジンが止まると、ブレーキやパ
ワーステアリングの倍力装置が働か
なくなるため、極度にブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作力
が重くなりますので注意してくださ
い。

■踏み切りで出られないとき
①ただちに踏み切りの非常ボタンを
押してください。
②発炎筒で一刻も早く列車に知らせ
てください。

路上で故障したときは



けん引するときは
車が動かなかったり、異常な音が
するときは、けん引せずに日産販
売会社へご連絡ください。
けん引が必要なときは、できるだ
け日産販売会社、又は専門業者に
依頼してください。

の営業所一覧…メンテナンス
ノート「サービス網について」をお
読みください。

他車にけん引してもらうとき

警告
● 電源ポジションが でバッテ
リーがあがると、ステアリングロッ
クの解除ができなくなるため、この
ままの状態でけん引しないでくださ
い。けん引するときは救援車のバッ
テリーとつなぎ、電源ポジションを
又は にしてハンドル操作が

できる状態で行ってください。また、
けん引中は電源ポジションを
にしないでください。ハンドル操作
ができなくなり危険です。

注意
● エンジンが停止していると、ブレー
キやパワーステアリングの倍力装置
が働かなくなるため、極度にブレー
キの効きが悪くなったり、ハンドル
操作力が重くなりますので注意して
ください。

● 長い下り坂では、ブレーキが過熱し
て効かなくなり、事故につながるお
それがあります。このような場所で
けん引するときは、レッカー車で引
いてもらってください。

● 車はけん引してもらう場合、
必ず駆動モード切り替えスイッチを

に切り替えてください。
モードのままけん引すると、

思わぬ事故や故障につながるおそれ
があります。

● 車はトレーラーに車載するか、
輪接地の状態でけん引してもらっ
てください。 輪を上げた状態でけ
ん引すると、上げた車輪が回転して、
思わぬ事故や故障につながるおそれ
があります。

アドバイス
● けん引してもらうときは、速度
以下、距離 以内にしてください。
高速走行や長距離走行をすると、トラン
スアクスルが破損することがあります。
できるだけレッカー車、又はトレーラー
を依頼してください。

●けん引ロープはできるだけソフトロープ
を使い、バンパーに傷をつけないように
注意してください。

けん引するときは
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⑤ロープ中央に × 以上の
白い布を必ず取り付けます。

⑥エンジンをかけられるときはエン
ジンをかけ、セレクトレバーをN
にします。

②カバーの溝にマイナスドライバー
のような先の細いお手持ちの工具
を差し込み、カバーを外します。

① 車は に切り替えてくだ
さい。

× …

アドバイス
● 工具に布などを当てながら外してくださ
い。車体に傷をつけるおそれがあります。

③ホイールナットレンチを使ってけ
ん引フックを確実に取り付けます。
工具…

④自車及び他車のけん引フックに
ロープを掛けます。

注意
● 指定以外のフックは絶対に使わない
でください。フック部が破損するお
それがあります。

アドバイス
● ロープを掛けるときは、できるだけ同じ
側で水平になるように掛けてください。

知識
● エンジンをかけられないときは、電源ポ
ジションを 又は にしてくださ
い。

けん引するときは



後ろ側のフックについて

後ろ側のフックは船舶輸送時の固
定専用です。
けん引やトレーラー輸送時などの
固定には絶対に使わないでくださ
い。
この車で他車をけん引することは
できません。

アドバイス
● トレーラーなどで輸送するときは、車両
下側のスロット穴とタイダウンフックを
使い固定してください。

フ
ロ
ン
ト
側

リ

ヤ

側

〈
  　

　
　
　
　
〉

〈
  　

　
　
　
　
〉

スロット穴

タイダウンフック

⑦パーキングブレーキを解除します。
⑧けん引中はロープをたるませない
ように、前の車の制動灯に注意し
てください。

●使い終わったら、けん引フックを
取り付けた逆の手順で取り外しま
す。

けん引するときは
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オーバーヒートしたときは

④冷却水が不足しているときは、ラ
ジエーター（ 、 ）と
リ ザ ー バ ー タ ン ク（ 、

）に冷却水を補充してくださ
い。
補充後は、しっかりキャップを閉
めてください。

アドバイス
● 応急的に水だけを補充したときは、でき
るだけ早くエンジンクーラントを交換し
てください。

⑤走行中、再度水温計がオーバーヒー
トの範囲を示したときは、①～④
の作業を繰り返し行ってください。

⑥早めに日産販売会社で点検を受け
てください。

次のようなときは、オーバーヒー
トです。
●水温計（ ）がオーバー
ヒートの範囲を示したとき。

●エンジンルームのすき間から蒸
気が出ているとき。

警告
● エンジンルーム内は高温になってい
るため、エンジンフードを開けると
きは十分に注意してください。やけ
どなど重大な傷害につながるおそれ
があります。

● エンジンが十分に冷えていないとき
は、ラジエーターやリザーバータン
クのキャップを外さないでくださ
い。蒸気や熱湯が噴き出し、やけど
など重大な傷害につながるおそれが
あります。

■処置のしかた
①ただちに安全な場所に停車します。
②エンジンをかけたままエンジン
フードを開け、風通しをよくして
エンジンを冷やします。
万一、冷却ファンが回っていない
ときは、ただちにエンジンを止め、
自然冷却してください。

警告
● 蒸気が出ているときは、エンジン
フードを開けないでください。やけ
どなど重大な傷害につながるおそれ
があります。
エンジンを止め蒸気が出なくなるま
で待ち、エンジンフードを開けてく
ださい。

③水温計の針が下がってきたら、エ
ンジンを止めしばらく待ちます。
エンジンが十分冷えてから冷却水
の量、ホースなどからの水漏れを
点検してください。

オーバーヒートしたときは



バッテリーがあがったときは
次のようなときは、バッテリーあ
がりです。
●スターターが回らないか、回っ
ても回転が弱くエンジンがかか
らないとき。

●ライトがいつもより極端に暗い
とき。

●ホーンの音が小さい、又は鳴ら
ないとき。

■処置のしかた
（ボルト）バッテリー仕様の

救援車を依頼し、ブースターケー
ブル（別売り）をつなぎ始動して
ください。

①電源ポジションを 又は
にします。

②ブースターケーブルを次の順番で
つなぎます。
本目

❶自車（あがった）バッテリーの＋端子
❷救援車（正常な）バッテリーの＋端子
本目

❸救援車（正常な）バッテリーの－端子
❹自車の車体（バッテリーから離れ
たボルトなど）

バッテリーがあがったときは
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警告
● ブースターケーブルをつなぐとき
は、以下のことを必ず守ってくださ
い。火花が発生し、バッテリーから
発生する可燃性ガスに引火して爆発
し、やけどなど重大な傷害につなが
るおそれがあります。
ブースターケーブルを正しい順番
と位置でつなぐ。
ブースターケーブルを自車バッテ
リーの－端子に直接つながない。
ブースターケーブルの＋端子と
－端子を接触させない。

③救援車のエンジンを始動し、エン
ジン回転数を少し高めにします。

④自車のエンジンをかけます。
エンジンをかけるときは、ヘッド
ランプやエアコンなどは にし
てください。
エンジンが始動しても、しばらく
エアコンやオーディオを使わない
でください。

アドバイス
● エンジンが始動できない場合には、一旦
電源ポジションを にして、 秒以
上待ってから再始動してください。

⑤ブースターケーブルをつないだと
きと逆の順番で外します。

⑥早めに日産販売会社で点検を受け
てください。

警告
● バッテリーを充電するときは換気を
十分に行い、火気は近づけないでく
ださい。バッテリーから発生する可
燃性ガスに引火して爆発するおそれ
があります。

● バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。万一、付着したときは、すぐに
多量の水で洗浄し、飲み込んだとき
は多量の水を飲んで応急処置をした
あと、医師の診療を受けてください。

注意
● ブースターケーブルのワニグチク
リップは、車体に触れたり、他のワ
ニグチクリップと接触しないように
注意してください。

● ブースターケーブルは、エンジン始
動時の振動で外れたりしないよう
に、確実につないでください。

● ブースターケーブルをつなぐときや
外すときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まないように注意してくださ
い。

アドバイス
● 押しがけでの始動はできません。
●バッテリーはお客さまの車に適合した日
産純正部品をおすすめします。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。

●バッテリーがあがるとステアリングロッ
クの解除が行えず、電源ポジションが切
り替わらなくなります。すみやかにバッ
テリーを充電してください。

バッテリーがあがったときは



ヒューズを点検・交換するときは
ランプがつかないときや電気系統
の装置が作動しないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。
故障の状況から、関係するヒュー
ズの位置を確認してください。

■ヒューズボックスの位置
ヒューズボックスは運転席足元に
ある運転席アンダーポケットの奥
とエンジンルームにあります。
運転席足元

取り外しかた
①ふたを開けた状態で上方向に引き、
下側のロック部を外します。

②運転席アンダーポケットを傾け、
ピンを右側から片方ずつ抜いて取
り外します。

取り付けかた
①運転席アンダーポケットを傾け、
ピンを左側から片方ずつ奥に入れ
ます。

②運転席アンダーポケットの底面の
突起とホルダーの下側のロック部
を合わせて“カチッ”と音がする
まで押し込みます。

③ふたを閉めます。

ヒューズを点検・交換するときは
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エンジンルーム

■ヒューズの位置
●ヒューズボックスの裏側に表示し
てあります。

●車種により、付いていないヒュー
ズがあります。

■ヒューズの交換のしかた
①電源ポジションを 又は
にします。

②ヒューズボックスのふたを開けま
す。

③ヒューズ抜きをヒューズに差し込
んで引き抜き、ヒューズが切れて
いないか確認します。

④ヒューズが切れているときは、同
じ容量のヒューズと交換します。

�

警告
● 規定容量以外のヒューズや、ヒュー
ズの代わりに針金、銀紙などは絶対
に使わないでください。配線などが
過熱、焼損し、火災につながるおそ
れがあります。

アドバイス
● 交換してもヒューズが切れるときは、日
産販売会社で点検を受けてください。

●ヒューズ抜きは、ヒューズに対して垂直
に差し込み、引き抜いてください。

●ヒューズを交換したときは、確実に差し
込まれていることを確認してください。

知識
● エンジンルーム内のヒューズを交換する
ときは、日産販売会社にご相談ください。

ヒューズを点検・交換するときは



電球（バルブ）を交換するときは
外装ランプが点灯しないときは、
バルブ切れが考えられます。バル
ブを点検し、切れているときは交
換してください。

●バルブの交換作業が不慣れな方や
部品の破損などが心配な方は、日
産販売会社にご相談ください。

■外装ランプの位置

●以下のバルブが点灯しないときは、
日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。
前照灯（ロービーム：キセノン
ヘッドランプ）
制動灯
ハイマウントストップランプ
方向指示器 兼 非常点滅表示灯
（側面）

警告
● キセノンヘッドランプは点灯時高電
圧になります。感電防止のため、ラ
ンプの脱着、バルブの交換は絶対に
行わないでください。

電球（バルブ）を交換するときは
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■バルブの外しかた
各バルブをソケットから外すとき
は、バルブを持ち、引き抜きます。

■クリップの脱着のしかた
バルブの交換作業をするときは、
クリップを外し、内装などを脱着
します。
以下の方法で、各クリップを脱着
してください。

●切り欠きにお手持ちの工具（マイ
ナスドライバーなど）を差し込み、
ロックを解除してから引き抜きま
す。

●取り付けるときは、ロックが解除
された状態で取り付け、指でロッ
クを押し込みます。

■バックドアフィニッシャーイ
ンナーの外しかた
以下のバルブを交換するときは、
バックドアフィニッシャーイン
ナーを外す必要があります。お手
持ちの工具を使い、次の手順で行っ
てください。
尾灯（内側）
番号灯

①バックドアグリップを外します。

②リモコンオートバックドア付車は
バックドアインナースイッチのカ
バーを外し、コネクターを外しま
す。
リモコンオートバックドア無車は、
バックドアインナースイッチと同
じ位置にあるカバーを外します。

電球（バルブ）を交換するときは



■バルブ交換のしかた
●交換をする前にバッテリーの－端
子を外してください。

●指定された容量のバルブ（ ）
に交換してください。

●交換したあとは、点灯することを
確認してください。
点灯しない場合は、日産販売会社
で点検を受けてください。

注意
● バルブの交換は、エンジンルームや
バルブが冷えた状態で行ってくださ
い。やけどをするおそれがあります。

● バルブ交換をするときは、軍手など
を着用して作業してください。

● ステーなどの端で指や腕をケガしな
いように十分注意してください。

アドバイス
● 外した部品は確実に取り付けてくださ
い。水が入り故障の原因になるおそれが
あります。

●バルブに油が付着したときは柔らかい布
などでふき取ってください。また、素手
でガラス部分に触れないでください。バ
ルブの寿命が短くなったりバルブが破損
するおそれがあります。

③クリップを外し、バックドアフィ
ニッシャーインナーを下方向に引
きながら外します。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

アドバイス
● 無理に力を加えないでください。破損す
るおそれがあります。

電球（バルブ）を交換するときは
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車幅灯
①運転席側のバルブを交換する場合
は、クリップを外し、ウオッシャー
タンクインレットを外します。（助
手席側の交換の場合は②以降をお
読みください。）

③取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

前照灯（ハイビーム：ハロゲンヘッ
ドランプ）
①運転席側のバルブを交換する場合
は、クリップを外し、ウオッシャー
タンクインレットを外します。（助
手席側の交換の場合は②以降をお
読みください。）

③取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

②ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。 ②コネクターを外してからソケット

を反時計回りに回して引き抜き、
バルブを交換します。

※イラストは、助手席側です。

※イラストは、助手席側です。

電球（バルブ）を交換するときは



フォグランプ
①作業スペースを確保するために、
作業する側と反対方向にハンドル
を切ります。

②フロントバンパー下側のネジ（ 箇
所）とクリップ（ 箇所）を外し、フェ
ンダープロテクターをめくります。

方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前
面）
①ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

②取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

③コネクターを外してからソケット
を反時計回りに回して引き抜き、
バルブを交換します。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

電球（バルブ）を交換するときは
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方向指示器 兼 非常点滅表示灯（後
面）、後退灯
①バックドアを開けます。
②サイドシールドリヤバンパーコー
ナーを外します。
サイドシールドリヤバンパーコー
ナーは、裏側がピン 箇所で固定さ
れています。

③お手持ちの工具でボルトを外して
リヤコンビランプを車両後方に引
いて外します。

ピン

アドバイス
● 無理に力を加えないでください。破損す
るおそれがあります。

④交換したいバルブのソケットを反
時計回りに回して引き抜き、バル
ブを交換します。

⑤取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

電球（バルブ）を交換するときは



アドバイス
● 無理に力を加えないでください。破損す
るおそれがあります。

尾灯（外側）
①方向指示器 兼 非常点滅表示灯（後
面）の①～②の作業（ ）
を行います。

②お手持ちの工具でボルトを外し、
尾灯ランプを車両後方に引いて取
り外します。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

③ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

尾灯（内側）
①バックドアを開けます。
②バックドアフィニッシャーイン
ナーを外します。
バックドアフィニッシャーインナー
の外しかた…

③コネクターを外してからソケット
を反時計回りに回して引き抜き、
バルブを交換します。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

電球（バルブ）を交換するときは
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番号灯
①バックドアを開けます。
②バックドアフィニッシャーイン
ナーを外します。
バックドアフィニッシャーインナー
の外しかた…

③ソケットを反時計回りに回して引
き抜き、バルブを交換します。

④取り外したときと逆の手順で取り
付けます。

電球（バルブ）を交換するときは



工具・タイヤパンク応急修理キットについて

●工具、タイヤパンク応急修理キッ
トは、ラゲッジサイドボックス（左
側）に格納されています。

格納場所 注意
● 工具を使ったあとは、元の場所に格
納してください。車内に放置すると
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

知識
● 停止表示板（停止表示灯）、輪止めは標
準で搭載されておりませんので必要に応
じて準備してください。

●工具の種類、発炎筒（ ）などは、
万一のときに困らないようにあらかじめ
位置を確認しておいてください。

●修理剤ボトルには有効期限があります。
期限が切れる前に日産販売会社でお買い
求めください。

●修理剤ボトルの有効期限は、ボトル上面
のラベルに記載されています。（例：○
○ ○○○○→月 年）

●タイヤパンク応急修理キットは、指定の
格納場所に保管してください。

タイヤ応急修理のしかた…

※車種により、エアコンプレッサーの
形状が異なります。

工具・タイヤパンク応急修理キットについて
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ジャッキとジャッキハンドルバー
は標準で搭載されていません。
ジャッキアップする場合は、この
車両専用のジャッキを準備してく
ださい。
ご購入については、日産販売会社
にご相談ください。

警告
● ジャッキアップしたときは絶対に車
両の下に入らないでください。
ジャッキが外れると、重大な傷害に
つながるおそれがあり非常に危険で
す。

● ジャッキアップ中は、エンジンを始
動しないでください。車が発進し、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。 ■ジャッキハンドルのセットの

しかた
●ジャッキにジャッキハンドルバー
とジャッキハンドルをセットしま
す。

アドバイス
● ジャッキハンドルバーは、確実にジャッ
キハンドルの穴に差し込んでください。

ジャッキアップのしかた
（ディーラーオプション）

注意
● ジャッキを使うときは、次のことを
必ず守ってください。
ジャッキは必ずこの車両専用のも
のを使い、他車のジャッキは使わ
ないでください。また、この車両
専用のジャッキは他車に使わない
でください。
ジャッキはタイヤ交換又はタイヤ
チェーンの脱着以外には使わない
でください。
平坦で硬いところに駐車して作業
してください。
使用前にパーキングブレーキをか
け、セレクトレバーをPにしてく
ださい。
輪止めなどで車を固定してくださ
い。
ジャッキの上下に台やブロックな
どを入れないでください。
人や荷物は必ず車から降ろしてく
ださい。

工具・タイヤパンク応急修理キットについて



■ジャッキアップのしかた
交通の妨げにならず、安全に作業
ができる地面（平坦な硬い場所）
に停車し、人や荷物を車から降ろ
します。

注意
● やわらかい地面の上では行わないで
ください。ジャッキが倒れ、事故に
つながるおそれがあります。

①パーキングブレーキをかけ、セレ
クトレバーをPにし、エンジンを
止めます。

②ジャッキをかける位置と対角線の
位置にあるタイヤに輪止めをしま
す。
輪止めは、前輪をジャッキアップ
するときは後輪の後ろ側、後輪を
ジャッキアップするときは前輪の
前側に置きます。

注意
● やむを得ず傾斜地で作業する場合
は、ジャッキをかける位置と対角線
の位置にあるタイヤの下り側に輪止
めをし、車が動き出さないようにし
てください。

知識
● 輪止めは標準で搭載されていませんので
必要に応じて準備してください。なお、
輪止めはタイヤを固定できる大きさの
石、木片などで代用できます。

③ジャッキを手で回し、ジャッキの
溝がジャッキアップポイントの中
央に入るまで上げます。

工具・タイヤパンク応急修理キットについて
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④ジャッキハンドルを回して、タイ
ヤと地面が少し離れるまで、ジャッ
キアップします。

注意
● ジャッキハンドルを回すときは、
ジャッキハンドルバーを手でしっか
り握って回してください。回転中に
外れると、思わぬケガをするおそれ
があります。

アドバイス
● ジャッキアップポイント以外の所には
ジャッキをかけないでください。車体が
変形するおそれがあります。

ジャッキアップポイント

工具・タイヤパンク応急修理キットについて



パンクしたときは

タイヤ応急修理のしかた

パンクしたときの応急処置として、パンクしたタイヤを応急修理してください。

タイヤトレッド部（接地面）に刺
さった釘やネジなどによる軽度の
パンクは、タイヤパンク応急修理
キットで応急修理できます。
しかし本キットは応急修理を目的
としているため、修理後はすみや
かに日産販売会社又は専門の修理
業者で点検、恒久修理を行ってく
ださい。
タイヤパンク応急修理キットの格納
場所…

次の場合、応急修理はできませんの
で、日産販売会社又は などに連
絡してください。
修理剤の有効期限が切れている場
合
約 以上の切り傷や刺し傷が
ある場合
タイヤサイド部が損傷を受けた場
合
ほとんど空気の抜けた状態で走行
した場合
タイヤがリムの外側、又は内側へ
完全に外れている場合
リムが破損している場合
タイヤが 本以上パンクしている
場合

注意
修理キットについて
● 応急修理キットは、必ず日産純正品
を使用してください。

● 応急修理キットは、搭載車両専用で
す。他の車には使用しないでくださ
い。

● 応急修理キットは自動車用タイヤの
空気充填や空気圧チェック以外で使
用しないでください。

● 応急修理キットは 専用で
す。他の電源での使用はできません。

● 水やほこりを避けて使用してくださ
い。

● 分解、改造などは絶対にしないでく
ださい。

● コンプレッサーに衝撃を与えないで
ください。故障の原因となります。

● お子さまが誤って手を触れないよう
に注意してください。

修理剤について
● 飲むと健康に害があります。万一
誤って飲んだ場合は、できるだけた
くさんの水を飲み、ただちに医師の
診療を受けてください。

● 万一目や皮膚に付着した場合には、
水でよく洗い流してください。
それでも異常を感じたときは、医師
の診療を受けてください。

パンクしたときは
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■応急修理のしかた
※車種により、エアコンプレッサー
の形状が異なります。

アドバイス
● タイヤに釘やネジが刺さっている場
合は、抜かずにそのまま修理してく
ださい。

タイヤパンク応急修理キットは、
ラゲッジルーム左側のふたを開け
て取り出します。
格納場所…

①コンプレッサーの速度制限シール
をはがし、運転者のよく見えると
ころに貼ります。

注意
● ハンドルのセンターパッド部には速
度制限シールを貼らないでくださ
い。 エアバッグが正常に作動
しなくなり、重大な傷害につながる
おそれがあります。
また、警告灯やスピードメーターが
見えなくなる位置にも貼らないでく
ださい。

②コンプレッサーからホースと電源
プラグを取り出します。

ホース

電源プラグ

③コンプレッサーから、ボトルホル
ダーのキャップを外します。

④修理剤ボトルのキャップを外し、
内ぶたをつけたままボトルホル
ダーに取り付けます。
（ボトルホルダーにねじ込むと内ぶ
たが破れます。）

パンクしたときは



保護キャップ

排気バルブ

⑤パンクしたタイヤのバルブから
キャップを外します。

⑥ホース先端の保護キャップを外し、
ホース（排気バルブが閉まってい
ることを確認してください）をパ
ンクしたタイヤのバルブに確実に
ねじ込みます。

⑦コンプレッサーのスイッチが
（「○」の位置）にあることを確認し、
電源プラグを車内の電源ソケット
に差し込みます。

⑧電源ポジションを にしてコン
プレッサーのスイッチを （「－」
の位置）にし、タイヤを指定空気
圧又は 以上まで昇圧させ
ます。
この際、実際の空気圧が測れるよ
うにコンプレッサーを一時停止し
て圧力計で測定してください。
空気圧が高すぎる場合は、排気バ
ルブを反時計回りに回して、空気
を抜いてください。

注意
● ホースとタイヤの接続が不十分な場
合、空気が漏れたり、修理剤が飛び
散るおそれがあります。

● 破裂の危険があるので応急修理キッ
ト作動中は補修中のタイヤから離れ
てください。タイヤに亀裂や変形が
発生している場合、ただちにコンプ
レッサーのスイッチを切り、修理を
中止してください。

● バルブを介して修理剤を注入するた
め、圧力が に達することが
ありますが、異常ではありません。
通常は、 秒ほどで下がります。

※タイヤの空気圧は運転席ドア開口
部に表示、及び巻末のサービスデー
タに記載してあります。

アドバイス
● コンプレッサーは長時間使用すると
故障につながるおそれがありますの
で、 分以上連続して作動させない
でください。タイヤ空気圧を昇圧で
きない場合は修理できません。

パンクしたときは
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分以内に まで昇圧できな
い場合

分以内に まで昇圧でき
ない場合は、タイヤがひどい損傷
を受けているおそれがあります。
この場合は、本修理キットで応急
修理することができません。日産
販売会社又は などに連絡して
ください。

の営業所一覧…メンテナンス
ノート「サービス網について」をお
読みください。

⑨指定空気圧又は 以上まで
昇圧できたら、コンプレッサーの
スイッチを切り、電源プラグを電
源ソケットから抜きます。ホース
をバルブからすばやく取り外し、
ホースに保護キャップを取り付け、
バルブにキャップを取り付けます。

アドバイス
● ボトル内に残った液剤がこぼれない
ように、ボトルはボトルホルダーに
つけたままにしておいてください。

⑩修理剤をタイヤ内に広げるため、
分間又は 程度走行してくだ

さい。 以下の速度で注意
深く運転してください。

注意
● 空気を入れたあとは、ホースの口金
が熱くなることがあります。やけど
しないように注意してください。

● 走行するときは、低速で慎重に運転
してください。特にカーブや旋回時
には注意してしてください。

⑪走行後、再度コンプレッサーのス
イッチが （「○」の位置）に
あることを確認し、コンプレッサー
のホースをタイヤのバルブに取り
付け、コンプレッサーに付属して
いる空気圧計でタイヤ空気圧を
チェックしてください。
指定空気圧より低下していたら、
再度指定空気圧まで昇圧してくだ
さい。

注意
● 空気圧が 以下に低下した
り、⑦～⑩の作業を繰り返しても空
気圧が低下したりする場合は、本修
理キットによる応急修理はできませ
ん。
運転を中止して日産販売会社又は
などのロードサービスに連絡し

てください。
の営業所一覧…メンテナンス

ノート「サービス網について」をお
読みください。

パンクしたときは



⑫空気圧が低下していなければ、応
急修理は完了です。すみやかに日
産販売会社又は専門の修理業者ま
で慎重に運転してください。

アドバイス
● 応急修理後の恒久修理の際、パンク
穴を発見できないために恒久修理で
きないことがあります。そのまま走
行を続ける場合は、こまめに空気圧
をチェックしてください。頻繁に空
気圧の低下がみられるときは、日産
販売会社又は修理業者で点検を受け
てください。

●ホイールは、付着した修理剤をふき
取れば使用できますが、バルブ及び
ホイール内の空気圧センサーは、修
理剤が付着することによって正しく
機能しなくなるおそれがあるため、
新しいものと取り替えてください。
また、空気圧センサーの取り付けや
コードの登録は、日産販売会社に

ご相談ください。

知識
● 修理剤を使用したタイヤは、新しい
タイヤに交換されることをおすすめ
します。
修理・再使用される場合は、専門の
修理業者と相談してください。

●修理剤とホースは再使用できません。
使用後は新しい修理剤とホースをお
求めください。
詳しくは日産販売会社にご相談くだ
さい。

パンクしたときは
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事故がおきたときは
　あわてずに次の処置をしてください。

1続発事故の防止
他の交通の妨げにならないよう
な安全な場所に車を移動させ、
エンジンを止めます。

2負傷者の救護
負傷者がいる場合は、医師・救
急車が到着するまでの間、可能
な応急手当を行います。

3警察への届け出
事故が発生した場所、状況、負
傷者や負傷の程度などを連絡し
ます。

4相手方の確認とメモ
相手方の氏名、住所、電話番号
などを確認してメモします。
同時に事故状況もメモしておい
てください。

5販売会社と保険会社への連絡
ご購入された販売会社と加入の
保険会社へ連絡をします。

事故がおきたときは
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■点検・整備について
メンテナンスノートに、点検・整備及び保証の内容について記載してあります。
ご使用前に必ずお読みください。

●点検・整備の実施、記録、保存は法律で義務づけられています。
●点検や清掃に使用した工具や布などを、エンジンルーム内に置き忘れないよう
にしてください。故障や車両火災につながるおそれがあります。

■点検値
項　　　　目 適　　用 点　検　値

オルタネーター・ウオーターポンプ・
エアコンコンプレッサーベルト － 調整不要※

オルタネーター・エアコンコンプレッ
サーベルト － 調整不要※

ブレーキペダル

遊び － ～

床板とのすき間
約 （約 ）
で踏んだとき

インテリジェントクルーズ
コントロール無車 以上

インテリジェントクルーズ
コントロール付車 以上

パーキング
ブレーキ

踏みしろ
約 （約 ）
で操作したとき

－ ～ ノッチ

※ベルトオートテンショナー（自動張力調整機構）を採用しており、ベルト張力調整は
不要です。詳しくは、日産販売会社にご相談ください。

サービスデータ

サービスデータ



■交換油脂類
油脂類の交換は、下記の指定油脂（規格品）を規定量でご使用ください。
また、交換時期についてはメンテナンスノートをお読みください。
なお、詳しくは日産販売会社にご相談ください。

項　目 適　用

規定量（ℓ）※

指定油脂オイル
のみ交換

オイルと
オイルフィ
ルター交換

エンジン
オイル

日産純正 ストロングセーブ・ 　※
（ ： 、 ： － ）
日産純正 エクストラセーブ・
（ ： 、 ： － ）
日産純正 ストロングセーブ・ ス
ペシャル
（ ： 、 ： － ）

※ ：規定量はドレーンプラグからオイルを抜いた場合の量で、エンジンの内部に残っ
たオイル量を差し引いた目安の量です。よって、レベルゲージにより確認を行っ
てください。

※ ：工場出荷時に充てんされているオイルです。

〈指定エンジンオイルについて〉
規格又は 規格に適合し

た指定油脂をお使いください。
なお、規格適合油には右記マークが
表示されています。
日産純正銘柄のご使用をおすすめし
ます。
指定油脂の範囲で、外気温に適した
粘度（ 規格）のものをご使用く
ださい。
（右表参照）
交換時期についてはメンテナンス
ノートをお読みください。
詳しくは日産販売会社にご相談くだ
さい。

マーク マーク

サービスデータ
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項　　目 適　　用 規定量（ℓ）※ 指定油脂（規格）

フルード
※

日産純正 フルード

日産純正 フルード
日産純正 フルード

リヤデファレン
シャルオイル 日産純正デフオイルハイポイド

スーパー
（ ： － 、 ： － ）トランスファーオ

イル

パワーステアリン
グフルード 全　車 日産純正パワーステアリングフ

ルード 　※

ブレーキフルード 全　車 － 日産純正ブレーキフルード
（ ）

冷却水
　※ 日産純正スーパーロングライフ

クーラント
（エンジンクーラント）

　※
　※

ウオッシャー液 全　車
日産純正ウインドウオッシャー液
● 外気温に応じて濃度を調節し
てください。

※ ：規定量は目安ですので、レベルゲージにより確認を行ってください。
なおレベルゲージで確認できないものについては、日産販売会社へご相談くださ
い。

※ ： フルードは、専用の フルードを必ずご使用ください。それ以外のフルー
ドを使用すると、 が破損するおそれがあります。

※ ：リザーバータンクの レベル容量（ ℓ）を含みます。
※ ：パワーステアリングフルードは、電動パワーステアリング専用のパワーステアリ

ングフルード を必ずご使用ください。それ以外のフルードを使用すると、
操舵力が著しく重くなる場合があります。

サービスデータ



■電球（バルブ）の容量
電球（バルブ） 容量（ － ） バルブタイプ

前照灯（ヘッドランプ）
ハイビーム －
ロービーム キセノンバルブ －

前部霧灯（フォグランプ） －
車幅灯 －
番号灯 －

尾灯
外側 －
内側 －

制動灯 　※ －
ハイマウントストップランプ 　※ －
後退灯 －

方向指示器兼非常点滅表示灯
前面 － （アンバー）
側面 　※ －
後面 － （アンバー）

※：電球（バルブ）単体の交換はできません。

■タイヤ・ロードホイールサイズ

タイヤサイズ
ロードホイールサイズ

リムサイズ インセット
×

（ 穴）
ｍｍ

× ｍｍ

■タイヤ空気圧　　　 （ ）

タイヤサイズ
空　気　圧

前　輪 後　輪

（ ） （ ）

タイヤの空気圧は運転席ドアの開口部に表示
してありますので、確認してください。

サービスデータ
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パワーステアリング
リザーバータンク

ラジエーター
リザーバータンク

エンジンオイル
フィラーキャップ

ブレーキ
リザーバータンク

バッテリー

フルード
レベルゲージ

エンジンオイル
レベルゲージ

ラジエーター
キャップ

ウオッシャー
タンク

■エンジンルーム内配置図
エンジン搭載車

エアクリーナー

ヒューズ
ボックス

サービスデータ



パワーステアリング
リザーバータンク

ラジエーター
リザーバータンク

エンジンオイル
フィラーキャップ

ブレーキ
リザーバータンク

エアクリーナー

ヒューズ
ボックス

エンジンオイル
レベルゲージ

ラジエーター
キャップ

ウオッシャー
タンク

エンジン搭載車

バッテリー

フルード
レベルゲージ

サービスデータ



車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

ア
アームレスト
フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

対応チャイルドシート固定専用
アンカーについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・
アウターミラー（ドアミラー）・・・・・・・・
アクティブ
アクティブ について ・・・・・・・・・・

警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アクティブヘッドレスト ・・・・・・・・・・・・・
アシストグリップ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アダプティブシフトコントロール ・・・・
アラーム（インテリジェントキー）・・・
アラーム（警報装置）・・・・・・・・・・・・・・・
アラーム表示 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アラウンドビューモニター
カメラ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 、別冊
アルミロードホイールのお手入れ ・・・・
アンチロックブレーキシステム→エ：
アンテナ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

イ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊

イモビライザー→エンジンイモビライザー
イルミネーションコントロール ・・・・・・
インストロアボックス ・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントエアコンシステムに
ついて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントキー ・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントキー持ち出し
警告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントキー非作動時
エンジン始動表示 ・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントキー電池切れ
表示 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
キー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電池の交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドアの施錠・解錠 ・・・・・・・・・・・・・・・・・
表示・警告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メカニカルキー機能 ・・・・・・・・・・・・・・・
リモートコントロール
エントリー機能 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

インテリジェントキー
［警報が鳴ったとき］・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントキーが正常に作動
しないとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントクルーズコントロール
インテリジェントクルーズ
コントロール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントクルーズ
コントロール警告灯 ・・・・・・・・・・・・・
ステアリングスイッチ ・・・・・・・・・・・・
ナビ協調機能 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

定速制御機能→テ：定速制御機能
インテリジェントブレーキアシスト
インテリジェントブレーキアシスト

表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントブレーキアシスト
警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

インナーミラー（ルームミラー）・・・・・・

ウ
ウインカー →ホ：方向指示器
ウインドーガラス
（パワーウインドー）・・・・・・・・・・・・・・・・
ウォーニング（警告灯）・・・・・・・・・・・・・
ウオッシャー
ウオッシャー液（規定量）・・・・・・・・・
ウオッシャー液の補給 ・・・・・・・・・・・・
寒冷時の取り扱い ・・・・・・・・・・・・・・・・
スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

動けなくなったときは ・・・・・・・・・・・・・・
運転席アンダーポケット ・・・・・・・・・・・・
運転のしかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エ
エアコン
エアコンについて ・・・・・・・・・・・・・・・・
インテリジェントエアコンシステムに
ついて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オゾンセーフフルオートエアコン
（前席用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

※太字は、万一のときや困ったときについての項目です。

さくいん
■五十音さくいん



さくいん

オゾンセーフフルオートエアコン
（後席用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エアバッグ
エアバッグ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
エアバッグ警告灯 ・・・・・・・・・・・・

→アクティブ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
警告灯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モード
モードインジケーター・・・・・・・・
モードスイッチ・・・・・・・・・・・・・・

（冷却水）
寒冷時の取り扱い ・・・・・・・・・・・・・・・・
タンク容量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エンジンイモビライザー（盗難防止装置）
エンジンイモビライザー ・・・・・・・・・・・
表示灯（セキュリティー
インジケーター）・・・・・・・・・・・・・・・・

エンジンオイル
寒冷時の取り扱い ・・・・・・・・・・・・・・・・
規定量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エンジン始動操作表示 ・・・・・・・・・・・・・・
エンジンスイッチ（プッシュエンジン
スターター）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
エンジンの始動・停止のしかた ・・・・・・
エンジンフード ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
エンジンルームから蒸気が出ているとき
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
エンジンルーム内配置図

エンジン搭載車・・・・・・・・・・
エンジン搭載車・・・・・・・・・・

エンストして始動ができなくなったとき
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

オ
オイル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オーディオについて ・・・・・・・・・・・・・・・・
オートクロージャー
スライドドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
バックドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

オートスライドドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・
オートドアメインスイッチ ・・・・・・・ 、

オートバックドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オートマチック車の運転のしかた ・・・・
オートライトシステム ・・・・・・・・・・・・・・
オートレベライザー
（ヘッドランプ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オーバーヒートしたときは ・・・・・・・・・・

× ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オゾンセーフフルオートエアコン
（前席用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オゾンセーフフルオートエアコン
（後席用）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
オットマン機構
助手席 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

オドメーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

カ
外気温表示 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
外装のお手入れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
カギ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ガソリン（使用燃料、燃料補給口、
タンク容量）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
カップホルダー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
カップホルダー付シートサイド
テーブル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
カメラ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊
画面→モニター
ガラスのお手入れ（バックドアガラス、
リヤサイドウインドー）・・・・・・・・・・・・
寒冷時の取り扱い ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
寒冷地用ワイパーブレードの装着 ・・・・

キ
キー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
キー連動室内照明システム ・・・・・・・・・・
キセノンヘッドランプ ・・・・・・・・・・・・・・
キックダウン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ク
空気圧（タイヤ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
空気圧充填完了ガイド機能 ・・・・・・・・・・
駆動モード切り替えスイッチ ・・・・・・・・
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駆動モード表示灯（ ）・・・・・・・・・・
駆動モード表示灯（ ）・・・・・・・・・・
くもり取り
デフロスター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
リヤウインドーデフォッガー
スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

クラクション（ホーンスイッチ）・・・・・
クリアランスランプ→シ：車幅灯
クリープ現象 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
クリーンフィルター
（高性能フィルター）・・・・・・・・・・・・・・・
車のお手入れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
グローブボックス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ケ
警告（車両情報ディスプレイ）・・・・・・・
警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
携帯電話（ハンズフリーフォン）・・・・・別冊
警報ブザー音別一覧表
（インテリジェントキー）・・・・・・・・・・・
警報装置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
けん引するときは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

コ
工具（格納場所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
高性能フィルター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後席シート
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

後席用エアコン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
航続可能距離 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
後退灯
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・

故障警告灯（ ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・
故障したときは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
コミュニケーションミラー ・・・・・・・・・・
コンソール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
コントロールパネル ・・・・・・・・・・・・・・・・別冊

サ
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サービスデータ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

サイドアンダーミラー ・・・・・・・・・・・・・・・
サイドミラー（ドアミラー）・・・・・・・・・・
サンバイザー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サンルーフ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

シ
シート
お手入れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

シートサイドテーブル ・・・・・・・・・・・・・・
シートバックフック ・・・・・・・・・・・・・・・・
シートヒーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
シートベルト
シートベルト警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・
シートベルトの着用のしかた ・・・・・・・
シートベルト非着用警報
（シートベルトリマインダー）・・・・・
前席ロードリミッター付
プリテンショナーシートベルト ・・・・

事故がおきたときは ・・・・・・・・・・・・・・・・
室内照明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
シフトロック解除ボタン ・・・・・・・・・・・・
シフトロックシステム ・・・・・・・・・・・・・・・
車載工具 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ジャッキアップのしかた ・・・・・・・・・・・・
車幅灯
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・

車両情報ディスプレイ ・・・・・・・・・・・・・・
充電警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ス
水温計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
水温計がオーバーヒートの範囲を
示したとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
スイッチの使いかた ・・・・・・・・・・・・・・・・
ステアリングスイッチ
インテリジェントクルーズ
コントロール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ナビゲーションシステム ・・・・・・・・・・別冊

ステアリング（ハンドル）・・・・・・・・・・・・



さくいん

ステアリングロック未解除表示 ・・・・・・
スピードメーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
スモールランプ→シ：車幅灯
スライド（シート前後位置調節）
フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・ 、
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

セ
制動灯
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
セキュリティーインジケーター ・・・・・・
セレクトレバー
セレクトレバーの使いかた ・・・・・・・・
マニュアルモード ・・・・・・・・・・・・・・・・

セレクトレバーをPから動かせないとき
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
洗車のしかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
前照灯→ヘッドランプ
前席シート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
前席ロードリミッター付
プリテンショナーシートベルト ・・・・・・
センターコンソール ・・・・・・・・・・・・・・・・

ソ
走行時間表示、走行距離表示 ・・・・・・・・
走行するとブザーが鳴る
シートベルト非着用警報 ・・・・・・・・・・
パーキングブレーキ戻し忘れ警報 ・・

走行中にブレーキを踏むと金属的な摩擦音
がする（ブレーキパッド摩耗警報）・・
走行中にブレーキを踏んだとき、
ペダルが振動する（ ）・・・・・・・・・・
速度計（スピードメーター）・・・・・・・・・

タ
ターンシグナル→ホ：方向指示器
タイヤ
アルミロードホイールのお手入れ ・・
空気圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
空気圧の点検 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤチェーンについて ・・・・・・・・・・

タイヤの位置交換
（ローテーション）・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤ・ロードホイールサイズ ・・・・
タイヤ・ロードホイールを
交換するとき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

タイヤ空気圧警告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤ空気圧警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤ空気圧警報システム
（空気圧充填完了ガイド機能付）・・・・・
タイヤ応急修理のしかた
（パンクしたとき）・・・・・・・・・・・・・・・・・
タイヤパンク応急修理キットに
ついて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
タコメーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

チ
チャージランプ（充電警告灯）・・・・・・・
チャイルドシート
チャイルドシートについて ・・・・・・・・・
チャイルドシート適合表 ・・・・・・・・・・・

対応チャイルドシート固定専用
アンカーについて ・・・・・・・・・・・・・・・

チャイルドセーフティドアロック ・・・・・
チルト・テレスコピック
ステアリング ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

テ
ディスプレイ
（車両情報ディスプレイ）・・・・・・・・・・・
テールランプ→ヒ：尾灯
テールランプ表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・
デフロスター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）を交換するときは ・・・・
電源ポジション 忘れ警告 ・・・・・・・・
電源コンセント
（ ・ ）・・・・・・・・・・・・・・・
点検・整備について ・・・・・・・・・・・・・・・・
電源ソケット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電池の交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電動格納式ドアミラー ・・・・・・・・・・・・・・・
電動ポンプ式油圧パワーステアリング
警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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テンプメーター（水温計）・・・・・・・・・・・

ト
ドア開き警告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
前席ドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
スライドドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ドアミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドアロックスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドアを室内から開けられないとき
（チャイルドセーフティドアロック）・・
盗難防止装置 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ドライブコンピューター表示 ・・・・・・・・
トリップメーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ナ
内装のお手入れ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ナビゲーションシステム ・・・・・・・・・・・・別冊
ナンバー灯→ハ：番号灯

ネ
燃費情報表示 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
燃料
燃料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
燃料計 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
燃料残量警告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
燃料タンク容量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
燃料補給口 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ハ
パーキング（駐車）ブレーキ ・・・・・・・・
パーキングブレーキ戻し忘れ警告 ・・・・
パーキングブレーキ戻し忘れ警報 ・・・・
パーソナルドライビングポジション
メモリーシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パーソナルランプ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・
ハザード→ヒ：非常点滅表示灯
挟み込み防止機構
ツインサンルーフ ・・・・・・・・・・・・・・・・・
パワーウインドー ・・・・・・・・・・・・・・・・・

発炎筒の使いかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

バックドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
バックドアが開けられなくなったとき
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

バックミラー（ルームミラー）・・・・・・・・
バックランプ→コ：後退灯
バッテリーがあがったときは ・・・・・・・・
バッテリーセーバー
室内照明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ヘッドランプ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

パッド摩耗警報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
バニティミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
バルブを交換するときは ・・・・・・・・・・・・
パワーウインドー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パワーウインドー
［正常に作動しないとき］・・・・・・・・・・・・
パワーシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パンクしたときは ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
番号灯
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・

ハンドル（ステアリング）・・・・・・・・・・・・

ヒ
ヒーターシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ヒーター付ドアミラー ・・・・・・・・・・・・・・・
非常点滅表示灯
スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・

ヒューズを点検・交換するときは ・・・・
表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

フ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

警告灯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ブースターケーブルのつなぎかた ・・・・
フード（エンジンフード）・・・・・・・・・・・・



さくいん

ブザー
インテリジェントキー関連 ・・・・・・・・
シートベルト非着用警報 ・・・・・・・・・・
パーキングブレーキ戻し忘れ警報 ・・

踏み間違い衝突防止アシスト
踏み間違い衝突防止アシスト ・・・・・・
踏み間違い衝突防止アシスト
警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
踏み間違い衝突防止アシスト
作動警告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

フューエルフィラーリッド
（燃料補給口）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
フューエルメーター（燃料計）・・・・・・・
フォグランプ
スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・
表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
戻し忘れ警報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

プラズマクラスターイオン フルオート
エアコン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
フルオートエアコン ・・・・・・・・・・・・・・・・
ブレーキ警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ブレーキパッド摩耗警報 ・・・・・・・・・・・・
ブレーキペダルを踏むと音がする ・・・・・
ブレーキランプ→セ：制動灯
プレビュー機能警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・
フロアカーペット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
フロントセンターコンソール ・・・・・・・・
フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ヘ
平均燃費表示、平均車速表示 ・・・・・・・・
ヘッドランプ
オートライトシステム ・・・・・・・・・・・・
オートレベライザー ・・・・・・・・・・・・・・
キセノンヘッドランプ ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・
ヘッドランプ上向き表示灯 ・・・・・・・・
ヘッドランプ消し忘れ警報 ・・・・・・・・
ライトスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ヘッドレスト
フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ホ
ホイールサイズ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ホイールナットレンチ ・・・・・・・・・・・・・・
防眩式ルームミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・
方向指示器
スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の交換 ・・・・・・・・・・・・
電球（バルブ）の容量 ・・・・・・・・・・・・
方向指示表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

防犯装置
エンジンイモビライザー
（盗難防止装置）・・・・・・・・・・・・・・・・・・
セキュリティーインジケーター ・・・・

ホーンスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ポジションインジケーター ・・・・・・・・・・
ポジションランプ→シ：車幅灯
ボトルホルダー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ボンネット（エンジンフード）・・・・・・・・

マ
マスターウォーニング ・・・・・・・・・・・・・・
マップランプ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マニュアルシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マニュアルモード ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マルチファンクションスイッチ ・・・・・・別冊

ミ
ミラー
コミュニケーションミラー ・・・・・・・・
ドアミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サイドアンダーミラー ・・・・・・・・・・・・・
バニティミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ルームミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メ
メーター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
メンテナンスデータ
（サービスデータ）・・・・・・・・・・・・・・・・・
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モ
モニター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊

ユ
油圧警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
雪道を走行するとき ・・・・・・・・・・・・・・・・

ヨ
警告灯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（ 輪駆動）車の扱いかた ・・・・・・

ラ
ライトスイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ライト類が点灯しないとき
（バルブの交換）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ラゲッジアンダーボックス ・・・・・・・・・・
ラゲッジフック ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ランプ（室内照明）
マップランプ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パーソナルランプ ・・・・・・・・・・・・・・・・
ラゲッジルームランプ ・・・・・・・・・・・・

ランプのレンズ内面がくもる ・・・・・・・・・

リ
リクエストスイッチ
ドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
バックドア ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

リクライニング
（背もたれの角度調節）
フロントシート ・・・・・・・・・・・・・・・ 、
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

リッド付ポケット ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
リバースブザー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
リフター（シートの上下調節）・・・・ 、
リモコンオートバックドア ・・・・・・・・・・・
リヤウインドーデフォッガースイッチ
（バックドアガラスのくもり取り）・・・
リヤコンビランプ→ヒ：尾灯
リヤシート
セカンドシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
サードシート ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

リヤワイパー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ル
ルームミラー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ルームランプ（室内照明）・・・・・・・・・・・

レ
冷却水
寒冷時の取り扱い ・・・・・・・・・・・・・・・・
冷却水（規定量）・・・・・・・・・・・・・・・・・

レバー（セレクトレバー）・・・・・・・・・・・

ロ
ロードホイールサイズ ・・・・・・・・・・・・・・
ロードホイールを交換するとき ・・・・・・
ロードリミッター付プリテンショナー
シートベルト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ロールサンシェード ・・・・・・・・・・・・・・・・
路上で故障したときは ・・・・・・・・・・・・・・

ワ
ワイパー
寒冷時の取り扱い ・・・・・・・・・・・・・・・・
スイッチ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ワイパーの交換 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ワックスをかけるとき ・・・・・・・・・・・・・・
ワンタッチオートスライドドア ・・・・・・・



さくいん

（アンチロックブレーキ
システム）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
警告灯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（アクティブ ）・・・・・・・・・・・・・
警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（エアコン）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

× ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（外部入力）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊
機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊

（インテリジェントクルーズ
コントロール警告灯）・・・・・・・・・・・・・・

（プレビュー機能警告灯）・・・・
（セレクトレバー）・・・・・・・・・・・・・

モード・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
モードインジケーター・・・・・・・・・・
（緊急固定）付 点式

シートベルト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 、
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・別冊

（ワイパー）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
対応チャイルドシート固定専用

アンカーについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・

警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（故障）警告灯・・・・・・・・・・・・・・・・・
（ワイパー）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メーター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

エアバッグ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
エアバッグ警告灯 ・・・・・・・・・・・・・・

（トリップメーター）・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
表示灯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

警告灯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

数（電球の容量）・・・・・・・・・・・・・・・・・

■アルファベットさくいん
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警告灯又は警告表示が出たら、すみやかに適切な処置をしてください。
下記は警告灯及び警告表示のみ記載しています。
その他の表示については表示灯（ ）、車両情報ディスプレイ（ ）
をお読みください。

メーター内警告灯

油圧警告灯 警告灯

故障警告灯（ ） 警告灯

充電警告灯 インテリジェントクルー
ズコントロール警告灯

警告灯 インテリジェントブ
レーキアシスト警告灯

ブレーキ警告灯 プレビュー機能警告灯

警告灯 警告灯

電動ポンプ式油圧パワー
ステアリング警告灯 タイヤ空気圧警告灯

シートベルト警告灯 マスターウォーニング

エアバッグ警告灯 踏み間違い衝突防止ア
シスト警告灯

■警告灯・警告表示さくいん



さくいん

メーター内車両情報ディスプレイ

インテリジェントキー持ち出し警告 踏み間違い衝突防止アシスト作動警告

キーが
見つかりません

踏み間違い
衝突防止アシスト
が作動しました

ドア開き警告 インテリジェントキー持ち出し警告

ドア
バックドア
が開いて
います

キーが
見つかりません

パーキングブレーキ戻し忘れ警告 P戻し忘れ警告

パーキング
ブレーキを解除
してください

燃料残量警告 電源ポジション 忘れ警告

タイヤ空気圧警告

タイヤ空気圧不足
点検して下さい















お問い合わせ・ご相談内容につきましては、お客さま対応や品質向上
のために記録し活用させていただいております。
なお、内容によっては、当社の販売会社等から回答させていただくこ
とが適切と判断した場合には、必要な範囲で情報を開示し、当該販売
会社等からお客さまにご連絡をとらせていただく場合もございますので、
あらかじめご了承ください。
当社における個人情報の取り扱いの詳細については、日産自動車ホー
ムページ（ ）にて掲載しています。

日産自動車へのご相談は下記にお願いいたします。

お客さま相談室

受付時間：： ～ ：

日産車の環境保全への取組みを詳細に紹介した「車種別環境情報」
をインターネットでご覧いただけます。

（ ）

日産自動車株式会社
〒 神奈川県横浜市西区高島一丁目 番 号


